
一
三
九

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権

─
─fundam

ental justice

原
理
の
意
味
─
─

富　
　

井　
　

幸　
　

雄

一　

は
じ
め
に

二　

憲
章
七
条
の
規
範
構
造

三　
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
と
射
程

四　
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
立
憲
的
機
能

五　

む
す
び
に
か
え
て

一　

は
じ
め
に

日
本
国
憲
法
は
刑
事
司
法
手
続
の
権
利
に
つ
い
て
、
比
較
憲
法
的
に
は
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
る
（
三
一
条
か
ら
四
〇
条
）。
Ｇ
8
諸
国
の
憲
法
に

あ
っ
て
は
最
も
新
し
い
カ
ナ
ダ
の
一
九
八
二
年
憲
法
（Canadian Charter of Rights and Freedom

s

（
権
利
と
自
由
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
憲
章
（
以
下

憲
章
）
が
第
一
章
（
一
条
か
ら
三
四
条
）
を
占
め
る
）
も（

（
（

、
日
本
国
憲
法
に
劣
ら
ず
詳
細
で
あ
る
。
法
的
権
利
（Legal Rights

）
と
題
し
、
七
条
か
ら

一
四
条
ま
で
八
カ
条
設
け
て
お
り（

（
（

、
条
項
の
数
で
は
日
本
国
憲
法
（
九
カ
条
）
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。
生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全
を
保
障
す
る
憲
章
七
条
に



一
四
〇

は
じ
ま
っ
て
、
国
民
は
、
不
当
な
捜
索
押
収
か
ら
の
保
全
（
八
条
）、
恣
意
的
な
拘
留
拘
禁
の
禁
止
（
九
条
）、
理
由
の
迅
速
開
示
と
弁
護
人
依
頼
権
の
告

知
と
令
状
な
く
し
て
逮
捕
さ
れ
な
い
（
一
〇
条
）
権
利
を
保
障
し
、
さ
ら
に
迅
速
な
公
判
を
受
け
る
権
利
（
一
一
条
）、
残
虐
な
拷
問
刑
罰
の
禁
止
（
一
二

条
）、
黙
秘
権
（
一
三
条
）、
通
訳
を
依
頼
す
る
権
利
（
一
四
条
）
を
保
障
し
て
い
る（

（
（

。

こ
れ
ら
は
、
こ
の
、
一
九
八
二
年
憲
法
で
導
入
さ
れ
た
人
権
に
関
す
る
司
法
審
査
制
に
よ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
判
所
（
以
下
最
高
裁
）
を
通
し

て
刑
事
法
改
革
の
強
力
な
道
具
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
憲
章
に
よ
っ
て
初
め
て
保
障
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
そ
れ
以
前
の

カ
ナ
ダ
法
（
一
九
六
〇
年
の
権
利
章
典
（Canadian Bill of Rights

）
な
ど
）
や
コ
モ
ン
ロ
ー
で
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
憲
章
に
明
記
す
る
こ

と
で
人
権
保
障
を
強
化
し
、
議
会
に
対
し
て
立
法
権
に
重
要
な
原
則
を
設
け
た
意
義
が
あ
る（

（
（

。

そ
う
し
た
権
利
規
定
に
あ
っ
て
、
品
の
高
い
、
そ
れ
で
い
て
不
明
確
な
条
項
が
あ
る
。
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
七
条
で
あ
る
。”Everyone has the 

right to life, liberty and security of the person and the right not to be deprived thereof except in accordance w
ith the principles of 

fundam
ental justice.”  

「
な
ん
ぴ
と
も
生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全
の
権
利
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
権
利
はthe principles of fundam

ental justice

（PFJ

）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
奪
わ
れ
な
い
権
利
を
有
す
る
」。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
い
か
な
る
意
味
な
の
か
、
不
明
な
こ
と
に
ま
ず
目
が
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
基

本
的
正
義
の
原
理
」
と
か
「
司
法
の
基
本
的
原
理
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
本
稿
で
は
当
面
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
し
て
お
く
。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
裁
判
規
範
と
し
て
は
き
わ
め
て
曖
昧
で
あ
る
。
た
だ
、
憲
法
訴
訟
で
は
果
敢
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
憲
章
が
意
図
し
た
司
法
権
に
よ
る
憲

法
保
障
を
先
導
し
て
い
る
よ
う
だ
。
七
条
は
、
な
る
ほ
ど
刑
事
手
続
を
想
定
し
て
い
る
と
は
い
え
、
現
実
の
適
用
や
運
用
で
は
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
な
い（

（
（

。

カ
ナ
ダ
憲
法
で
少
な
く
と
も
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
一
番
争
わ
れ
た
条
項
で
あ
る（

（
（

。
立
法
よ
り
も
訴
訟
で
権
利
を
保
護
す
る
た
め
の
強
力
な

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

七
条
が
裁
判
規
範
と
し
て
使
わ
れ
る
に
足
る
明
確
な
権
利
概
念
で
あ
る
の
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
条
は
憲
章
に
あ
っ
て
「
最
も
雄
弁
だ

が
不
可
解
（eloquent but m

ysterious

）」
と
い
わ
れ
、
大
事
に
温
め
ら
れ
た
人
権
の
理
念
を
規
定
す
る
け
れ
ど
も
、
憲
法
上
ど
の
よ
う
な
権
利
が
保
護

さ
れ
る
の
か
は
明
確
で
は
な
い（

（（
（

。
そ
う
し
た
不
明
確
性
（uncertainty

）
は
、
憲
章
が
掲
げ
る
人
権
の
カ
タ
ロ
グ
以
外
の
人
権
を
憲
法
的
に
取
り
込
む
可
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能
性
を
秘
め
る
。
七
条
は
人
間
の
最
も
基
本
的
な
利
益
で
あ
る
、
生
命
、
自
由
、
身
体
の
保
全
を
保
障
し
て
い
る
か
ら
、
憲
法
訴
訟
で
は
最
も
困
難
な
問

題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

七
条
は
日
本
国
憲
法
一
三
条
に
類
し
て
お
り
、
包
括
的
基
本
権
の
構
造
を
内
包
し
て
い
る（

（（
（

。
憲
章
は
、
憲
章
で
規
定
さ
れ
た
人
権
に
憲
法
的
保
障
は
限

定
さ
れ
な
い
と
明
言
し
て
お
り
（
二
六
条
）、
人
権
保
障
の
発
展
を
示
唆
し
て
い
る
構
造
か
ら
も
、
七
条
を
包
括
的
基
本
権
規
定
と
読
む
こ
と
に
難
は
な

い
（
（（
（

。
い
き
お
い
七
条
は
、
憲
法
で
具
体
的
に
保
護
さ
れ
る
実
体
的
権
利
は
ど
こ
ま
で
か
の
問
題
を
抱
え
こ
む
こ
と
と
な
る
。

七
条
の
規
範
か
ら
、
ま
ず
生
命
、
自
由
、
身
体
の
保
全
が
保
護
さ
れ
る
。
こ
れ
に
何
が
含
ま
れ
る
か
は
不
明
な
の
で
、
憲
法
解
釈
と
な
る
。
そ
れ
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
の
侵
害
だ
け
で
は
七
条
違
反
に
な
ら
な
い
。
そ
の
侵
害
行
為
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意

味
も
曖
昧
で
、
憲
法
解
釈
を
要
す
る
。
七
条
の
違
憲
審
査
は
こ
の
二
段
階
を
経
る
こ
と
と
な
る（

（（
（

。
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
を
合
憲

的
に
制
限
で
き
る
要
件
で
、
目
的
を
規
定
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
手
段
は
規
定
し
て
い
な
い（

（（
（

。

か
く
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
含
意
は
司
法
権
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
判
例
で
こ
の
点
を
実
証
し
な
が
ら
、
七
条
の
具
体
的
な
意
味
を
探
っ
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
七
条
は
法
的
権
利
の
章
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
八
条
か
ら
一
四
条
ま
で
の
刑
事
司
法
で
の
人
権
を
補

完
す
る
も
の
と
も
理
解
さ
れ
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
や
証
拠
法
則
と
い
っ
た
刑
事
司
法
で
の
立
憲
的
原
理
が
語
ら
れ
る（

（（
（

。
む
ろ
ん
、
こ
れ
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
要

素
で
あ
る
が
、
憲
法
と
い
う
よ
り
も
刑
事
法
の
領
域
に
か
か
る
の
で
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
憲
法
上
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
か
に
限
定
し

て
検
討
す
る
。
こ
う
し
た
検
討
を
通
し
て
、
カ
ナ
ダ
憲
法
が
一
九
八
二
年
以
降
違
憲
審
査
制
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
七
条
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
権
利
の

概
念
を
司
法
的
に
拡
大
す
る
契
機
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
観
察
す
る
。



一
四
二

二　

憲
章
七
条
の
規
範
構
造

1　

七
条
が
保
障
す
る
権
利

法
的
権
利
と
し
て
の
七
条
は
何
を
保
障
し
て
い
る
の
か
。「
法
的
権
利
（Legal Rights

）」
の
意
味
そ
れ
自
体
に
、
慣
ら
さ
れ
た
明
確
な
意
義
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い（

（（
（

。
刑
事
手
続
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
憲
章
は
州
に
も
適
用
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、刑
事
法
は
連
邦
の
管
轄
で
あ
る（
一
八
六
七

年
憲
法
九
一
条
二
七
号
）
か
ら
、
州
は
蚊
帳
の
外
と
も
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
所
の
管
理
運
営
は
刑
事
司
法
の
執
行
や
民
事
訴
訟
を
含
み
、
州
の
管

轄
と
さ
れ
る
（
同
九
二
条
一
四
号
）
の
で
、
そ
う
と
も
い
え
な
い
。

生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全
の
権
利
（
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
）
と
、
そ
れ
ら
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
な
い
権
利
の
二
つ
を
保
障
し
て
い
る
の
か
、
前
者
の
権

利
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
侵
害
さ
れ
な
い
と
い
う
一
つ
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
の
か
、
が
論
点
と
な
る
。
七
条
は
、
文
法
に
従
っ
て
解
釈
す
れ
ば
、

Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
と
、
そ
れ
ら
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
限
り
奪
わ
れ
な
い
権
利
、
の
二
つ
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
と
読
め
る
。
し
か
し
、
一
つ
の
権
利
を
保
障

し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る（

（（
（

。
ア
メ
リ
カ
憲
法
修
正
第
五
条
や
第
一
四
条
の
規
定
に
準
じ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
な
い
限
り
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
は

奪
わ
れ
な
い
と
い
う
一
つ
の
権
利
の
み
を
保
障
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
単
一
権
利
解
釈
（single right theory/interpretation

）
が
支
持
さ
れ（

（（
（

、

七
条
違
反
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
て
い
れ
ば
、
成
立
し
な
い
と
さ
れ
る
。
判
例
は
こ
の
よ
う
に
解
し
て
お
り
、
前
段
の
三
つ
の
権
利
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ

に
合
致
す
る
方
法
で
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
規
範
的
内
容
と
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
合
致
し
な
い
方
法
で
は
制
限
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
侵
害
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
合
致
し
て
い
る
か
が
本
条
の
焦
点
と
な
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
い
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
れ
ば
、

七
条
違
反
に
は
な
ら
な
い
。
審
査
の
手
順
と
し
て
は
、
七
条
の
規
定
す
る
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
侵
害
が
前
提
と
な
る
け
れ
ど
も
、
憲
法
判
断
と
し
て
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違

反
が
焦
点
と
な
る
。

カ
ナ
ダ
憲
法
に
は
適
正
手
続
（due process

）
の
規
定
が
な
い
。
た
だ
、
憲
章
制
定
前
に
連
邦
政
府
の
人
権
侵
害
を
立
憲
的
に
制
御
す
る
権
利
章
典
は
、
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明
文
で
適
正
手
続
を
保
障
し
て
い
る
。
そ
の
一
条
ａ
は
、「
生
命
、
自
由
、
個
人
の
安
全
、
財
産
の
享
有
に
対
す
る
個
人
の
権
利
と
、
法
の
適
正
な
手
続
に

よ
ら
な
い
限
り
そ
れ
ら
を
奪
わ
れ
な
い
権
利
」
と
規
定
し
、「
個
人
の
権
利
義
務
の
決
定
に
つ
い
て
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
従
っ
て
公
平
な
聴
聞
（fair hearing

）
の

個
人
の
権
利
を
奪
う
」（
二
条
ｅ
）
よ
う
に
解
釈
適
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

七
条
は
、
こ
の
権
利
章
典
に
比
べ
る
と
、
適
正
手
続
が
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
適
用
対
象
を
限
定
し
て
い
る（

（（
（

。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
で
保
護
さ
れ

る
の
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
で
あ
り
、
財
産
権
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
権
利
章
典
は
あ
く
ま
で
制
定
法
で
あ
り
、
連
邦
政
府
に
の
み
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
カ
ナ

ダ
憲
法
に
は
日
本
国
憲
法
二
九
条
の
よ
う
な
、
財
産
権
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
保
障
す
る
規
定
は
な
い
こ
と
に
な
る
。「
七
条
が
財
産
権
を
漏
ら
し
た
こ
と
で
、

そ
の
射
程
は
大
き
く
減
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
七
条
は
損
失
補
償
あ
る
い
は
公
用
制
限
に
対
す
る
公
平
手
続
さ
え
与
え
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
七
条
は
、
個
人
も
し
く
は
企
業
の
純
粋
に
経
済
的
な
利
益
に
権
限
を
有
す
る
裁
判
所
や
審
判
所
、
あ
る
い
は
官
吏
に
よ
る
公
平
な
処
遇
を
保
障
す
る

も
の
で
は
な
い
」（

（（
（

。
七
条
の
自
由
に
経
済
的
自
由
が
含
ま
れ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
そ
う
は
解
さ
れ
て
は
い
な
い（

（（
（

。
憲
章
が
財
産
権
を
保
障
し
て
い
な
い
こ

と
で
、
財
産
権
を
保
障
す
る
権
利
章
典
の
法
的
意
義
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

七
条
（
憲
章
）
と
権
利
章
典
（
二
条
ｅ
）
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
使
用
し
て
い
る
が
、
規
範
と
し
て
は
三
つ
の
大
き
な
違
い
が
あ
る（

（（
（

。
第
一
に
、
権
利
章
典
は
「
個

人
（individual

）」
と
か
「
人
（person

）」
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
七
条
は
「
な
ん
ぴ
と
（everyone

）」
の
み
で
あ
る
。
第
二
に
、
権
利
章
典

は
財
産
の
享
有
を
含
ん
で
い
る
。
第
三
に
、
権
利
章
典
二
条
ｅ
の
権
利
義
務
の
決
定
に
対
す
る
手
続
を
明
文
で
保
障
し
て
い
る
。
憲
章
一
条
に
相
当
す
る

規
定
が
権
利
章
典
に
は
な
い
の
に
も
注
意
し
た
い
。
こ
の
相
違
か
ら
次
の
三
点
が
導
か
れ
る
。
第
一
に
、
七
条
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
は
自
然
人
に
の
み
適
用
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、person

に
法
人
（corporations

）
は
含
ま
れ
な
い（

（（
（

。
生
命
、
身
体
、
自
由
は
人
間
と
し
て
の
性
質
の
権
利
で
あ
る
か
ら
、
法
人
に
は

適
用
さ
れ
な
い（

（（
（

。
第
二
に
、
意
図
的
に
七
条
は
財
産
権
の
保
障
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
そ
こ
に
保
護
権
益
と
し
て
財
産
権
は
入
ら
な
い
。
最
高
裁
も
わ
ざ
と

規
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
目
に
留
め
、「
経
済
的
権
利
が
人
間
の
生
命
や
生
存
の
根
本
的
で
商
業
団
体
の
経
済
的
権
利
と
あ
た
か
も
同
類
で
あ
る
か
の
よ
う

に
扱
わ
れ
る
べ
き
な
ん
ぞ
は
」、
判
断
す
る
に
及
ば
な
い
と
し
て
い
る（

（（
（

。
第
三
に
、
権
利
章
典
二
条
ｅ
の
権
利
義
務
は
狭
く
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
厳

格
な
法
的
権
利
」
の
侵
害
に
の
み
裁
判
所
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る（

（（
（

。



一
四
四

七
条
は
国
外
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。K

カ

ダ

hadr

事
件
で
最
高
裁
は
キ
ュ
ウ
バ
のG

グ
ァ
ン
タ
ナ
モ

uantanam
o

に
も
及
ぶ
と
し
た（

（（
（

。
カ
ナ
ダ
人
の
カ
ダ

は
、
グ
ァ
ン
タ
ナ
モ
の
米
軍
軍
事
法
廷
で
、
殺
人
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
カ
ナ
ダ
政
府
に
対
し
て
二
〇
〇
三
年
に
同
政
府
が
行
っ
た
彼
へ
の

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
な
ど
、
本
件
起
訴
に
関
連
す
る
書
類
を
七
条
に
基
づ
い
て
開
示
請
求
し
た
。
政
府
は
、
憲
章
は
国
外
に
は
及
ば
ず
、
グ
ァ
ン
タ
ナ
モ
で
の

カ
ナ
ダ
公
務
員
の
仕
事
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
最
高
裁
は
、
カ
ダ
は
本
件
記
録
開
示
の
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
し
、
一
般
に
海

外
で
働
く
カ
ナ
ダ
公
務
員
は
現
地
の
法
に
従
う
べ
き
と
す
る
国
際
法
や
主
権
敬
譲
（com

ity of nations

）
原
理
は
、
カ
ナ
ダ
が
批
准
し
た
国
際
人
権
法

上
の
義
務
に
反
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ
と
に
ま
で
拡
大
さ
れ
な
い
と
し
た
。
本
件
で
は
、
国
際
人
権
法
上
の
義
務
に
反
し
た
外
国
の
プ
ロ
セ
ス
に

カ
ナ
ダ
が
参
加
す
る
こ
と
で
七
条
の
自
由
の
権
利
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、七
条
は
当
該
個
人
に
開
示
す
る
義
務
を
政
府
に
課
し
て
い
る
（para 

31

）
と
し
た（

（（
（

。

社
会
権
も
七
条
で
読
み
込
ま
れ
て
は
い
な
い
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
社
会
扶
助
法
（Social A

id A
ct

）
の
一
九
八
四
年
改
正
で
、
そ
れ
ま
で
三
〇
歳
を
境
に

基
礎
年
金
額
が
異
な
っ
て
い
た
の
を
と
っ
ぱ
ら
っ
た
こ
と
が
憲
章
七
条
に
反
し
な
い
か
が
問
題
と
さ
れ
た
事
件
（Gosselin

）
で（

（（
（

、
原
告
が
七
条
は
基
礎

需
要
を
満
た
す
の
に
適
切
な
一
定
レ
ヴ
ェ
ル
の
社
会
援
助
を
州
か
ら
受
け
る
権
利
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
や
り
方
で
不
適
切
な

（inadequate

）
受
給
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
州
は
こ
の
権
利
を
侵
害
し
た
と
の
主
張
に
、
こ
れ
を
立
証
す
る
事
実
が
な
い
と
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う

に
、
七
条
の
意
義
を
判
断
し
た（

（（
（

。

ま
ず
、
七
条
の
基
本
的
意
義
は
司
法
制
度
や
そ
の
運
用
で
個
人
を
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
侵
害
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
州
の
す
べ
て
の
行
為
に
か
か
わ
る
の

で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
刑
法
の
運
用
過
程
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
司
法
制
度
の
運
用
は
、
た
と
え
ば
州
が
課
す
子
へ
の
医
療
に
関
す
る
親
の
権

利
と
か
、
こ
の
監
護
プ
ロ
セ
ス
で
の
親
の
権
利
な
ど
を
含
む
。
司
法
の
運
用
を
一
義
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
増
殖
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ

こ
で
は
必
要
な
い
。
問
題
は
本
件
に
七
条
が
適
用
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
司
法
の
運
用
に
全
く
関
係
の
な
い
権
利
や
利
益
を
保
護
す
る
の
に
、
七
条
が
適
用

さ
れ
る
か
。
身
体
の
安
全
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
よ
う
な
個
人
の
自
律
（personal autonom

y

）
に
か
か
わ
り
、
経
済
的
権
利
が
包
含
さ
れ
る
か
の
問

題
は
オ
ー
プ
ン
の
ま
ま
で
あ
る
。
か
り
に
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
七
条
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
符
合
し
た
と
き
を
除
い
て
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
奪
わ
れ
な
い
と
し
て
お
り
、



一
四
五

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
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州
に
こ
う
し
た
権
利
を
確
保
す
る
積
極
的
な
義
務
を
課
し
た
も
の
で
は
な
い
。
本
件
で
こ
う
し
た
権
利
を
州
は
奪
っ
た
の
で
は
な
い
。

こ
の
判
例
は
七
条
が
社
会
権
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
た
だ
、
七
条
は
発
展
し
て
い
く
権
利
概
念
で
あ
り
、
本
件
で
は
こ
れ
を
認
め
る
に
足

る
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
問
題
は
将
来
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、B

バ
ス
ト
ラ
シ
ュ

astrache

判
事
の
少
数
意
見
は（

（（
（

、
七
条
は
カ
ナ
ダ
法
の
伝

統
の
自
由
権
の
規
定
で
あ
り
、
個
人
の
尊
厳
に
基
づ
き
国
家
の
不
作
為
不
干
渉
を
求
め
る
も
の
と
し
、
本
件
で
は
原
告
の
個
人
の
安
全
と
い
う
権
利
の
侵

害
と
司
法
制
度
や
そ
の
運
用
と
リ
ン
ク
し
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
Ｂ
Ｃ
州
自
動
車
法
照
会
事
件
（
Ｍ
Ｖ
Ｒ
。
後
述
）
を
引
き
な
が
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
一
般

的
な
公
共
政
策
の
領
域
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
法
制
度
の
擁
護
者
た
る
司
法
権
の
固
有
の
領
域
（inherent dom

ain

）
だ
と
し
て
、「
司
法
制
度
あ
る
い

は
そ
の
運
用
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
が
、
七
条
適
用
に
は
か
か
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論
に
導
く
の
は
、
こ
の
権
利
と
司
法
権
の

役
割
の
強
固
な
関
係
な
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
本
件
は
か
か
わ
り
（engagem

ent

）
が
な
い
か
ら
、
七
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
てA

ア
ー
バ
ー

rbour

判
事
の
反
対
意
見
は
、
七
条
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
は
商
業
的
な
意
味
で
の
財
産
権
で
は
な
く
、
基
本
的
な
健
康
や
生
存
の
た
め
の
経

済
的
権
利
を
保
障
し
た
と
し
、
合
目
的
的
、
文
理
的
ま
た
は
背
景
的
解
釈
を
し
て
、
七
条
が
こ
う
し
た
実
体
的
権
利
を
包
含
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
興
味
深
い
議
論
を
展
開
す
る
（para 386

）。
す
な
わ
ち
、
七
条
の
実
体
的
権
利
そ
れ
自
体
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
関
係
が
な
い
。
こ
の
実
体
的
権
利
は
立
法
過
程
で
侵
害
さ
れ
る
も
の
で
、
司
法
の
固
有
領
域
と
は
全
く
か
け
離
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
そ
も
そ
も
問
題
と
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
七
条
前
段
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
と
い
う
実
体
的
権
利
の
侵
害
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
が

Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
か
は
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
憲
章
一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
か
の
問
題
と
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
（
本
件
は
一
条
で
正
当
化
さ

れ
な
い
と
し
た
）。
た
だ
、
こ
の
二
つ
の
権
利
論
は
判
例
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

憲
章
制
定
時
、
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
カ
ナ
ダ
法
に
お
い
て
確
固
た
る
意
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た（

（（
（

。
す
で
に
権
利
章
典
二
条
ｅ
で
「
権
利
義
務
の
決
定
に
お

い
て
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
符
合
し
た
公
平
な
聴
聞
の
権
利
」が
規
定
さ
れ
、そ
れ
が
手
続
を
保
障
し
た
自
然
的
正
義
を
意
味
し
た
。
後
に
み
る
Ｍ
Ｖ
Ｒ
が
い
う
よ
う
に
、

七
条
制
定
者
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
自
然
的
正
義
の
意
味
を
込
め
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
裁
判
所
が
手
続
を
超
え
て
実
体
の
審
査
ま
で
立
入
る
の
を
懸
念
し
た
。
憲

章
の
条
文
を
審
議
し
た
特
別
合
同
委
員
会
（Special Joint Com

m
ittee

）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
実
体
的
適
正
手
続
（substantive due process

）



一
四
六

へ
の
発
展
を
恐
れ
た
。
七
条
にdue process

の
文
言
が
意
図
的
に
欠
落
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
表
れ
で
あ
る（

（（
（

。

七
条
の
保
護
法
益
は
各
人
に
固
有
の
尊
厳
で
あ
り
、生
き
て
い
る
者
の
安
寧
（w

ell–being

）
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
実
体
的
に
法
の
根
本
原
理
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
権
利
を
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
よ
う
な
や
り
方
で
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
立
憲
主
義
原
理
が
生
ま
れ
て
く
る
。
た
だ

手
続
の
文
言
は
な
い
か
ら
、
手
続
の
権
利
を
保
障
し
た
の
か
は
制
定
当
初
の
論
点
で
あ
っ
た
。

2　

Ｐ
Ｆ
Ｊ
とdue process

七
条
の
解
釈
に
は
、
権
利
章
典
と
の
関
係
や
ア
メ
リ
カ
憲
法
修
正
第
五
条
や
第
一
四
条
と
の
対
比
、
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
が
イ
ギ
リ
ス
法
を
継
承
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
け
る
自
然
的
正
義
（natural justice

）
と
の
関
係
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
修
正
第
五
条
は
法
の
適
正
手
続
に
よ
ら
な

け
れ
ば
生
命
自
由
財
産
を
奪
わ
れ
な
い
と
規
定
し
、
そ
れ
が
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
に
は
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る（

（（
（

。
文
理
か
ら
す
れ
ば
、
前

二
者
で
規
定
さ
れ
て
い
る
適
正
手
続
の
文
言
を
七
条
は
使
用
し
て
い
な
い
し
、
自
然
的
正
義
（natural justice

）
も
使
用
し
て
お
ら
ず
、
独
自
に
Ｐ
Ｆ
Ｊ

を
使
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
概
念
と
解
す
る
の
が
自
然
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。
ア
メ
リ
カ
憲
法
のdue process

の
文
言
は
あ
え
て
使
用
し
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
は
異
な
る
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
意
図
さ
れ
た
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、natural justice

の
文
言
も
使
用
し

て
い
な
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
的
正
義
と
も
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

憲
章
制
定
過
程
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
つ
ま
りdue process

に
手
続
以
外
の
い
わ
ゆ
る
実
体
的
権
利
を
読
み
込
む
の
を
避

け
る
よ
う
意
図
し
た（

（（
（

。
カ
ナ
ダ
憲
法
両
院
合
同
特
別
委
員
会
でW

タ

ー

ノ

ポ

ル

ス

キ

ィ

alter
T

arnopolsky

は
、due process

は
公
正
な
司
法
以
上
の
こ
と
を
も
意
味
す
る

け
れ
ど
も
、
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
は
そ
う
し
た
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
実
体
的
権
利
に
ま
で
広
が
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
そ
う
し
た
解
釈
を
と
っ
て
い
な

い
と
述
べ
て
い
る
。
法
務
次
官B

ス

ト

レ

イ

ヤ

ー

arry
Strayer, Q

.C.

も
、due process

は
根
本
的
正
義
（fundam

ental justice

）
が
カ
バ
ー
す
る
も
の
を
含
む
が
、

手
続
的
公
平
さ
を
超
え
て
実
体
的
な
も
の
ま
で
広
が
る
一
方
で
、「
自
然
的
正
義
あ
る
い
は
根
本
的
正
義
は
公
平
さ
の
手
続
的
要
請
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
」

と
す
る
。
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
の
立
役
者
で
あ
る
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
書
か
れ
た
法
のdue process

は
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
議
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四
七
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憲
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会
が
正
し
い
決
定
を
な
し
た
の
か
悪
い
決
定
を
な
し
た
の
か
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

今
日
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
適
正
手
続
な
い
し
自
然
的
正
義
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
に
は
争
い
が
な
い（

（（
（

。
判
例
（
典
型
は
Ｍ
Ｖ
Ｒ
）
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
豊
か
に
解
し
た

の
で
あ
る（

（（
（

。
七
条
の
司
法
審
査
を
手
続
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
制
憲
者
の
意
図
は
、
判
例
の
展
開
で
完
全
に
無
視
さ
れ
た
の
だ（

（（
（

。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
こ
と
さ
ら
実

体
的
と
手
続
的
の
要
素
に
分
説
す
る
の
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
を
考
え
る
の
に
は
意
味
が
な
か
ろ
う（

（（
（

。
七
条
は
憲
章
で
新
た
に
確
立
さ
れ
た
違
憲
審
査
制
に

そ
の
中
身
の
画
定
を
委
ね
た
の
で
あ
り
、l

生

き

た

樹

iving
tree

を
体
現
す
る
も
の
と
も
い
え
る
。
七
条
は
成
長
発
展
す
る
規
範
で
あ
り
、
憲
法
学
と
し
て
は
そ
れ

が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
、
現
在
は
ど
う
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
七
条
の
研
究
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
最
高
裁
の
判
例
を
検
討
し
て
い
く
。
そ
の
視
点
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
七
条
前
段
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
と
い
っ
た
抽
象
的
な
権
利
概
念
の

具
体
的
意
義
を
明
確
に
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
定
義
は
事
例
に
拘
束
さ
れ
る
と
し
て
、
射
程
を
明
確
に
（
限
定
）
す
る
よ
う
な
定
義
は
せ
ず
、

最
高
裁
は
、
決
し
て
こ
れ
ら
の
権
利
を
憲
法
的
な
意
味
で
包
括
的
に
確
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
二
に
、
他
方
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
具
体
的

に
い
か
な
る
規
範
的
意
義
を
有
す
る
の
か
を
明
確
に
し
て
い
る
か
で
あ
る
。due process

と
か
ぶ
っ
て
し
ま
う
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
手
続
的
お
よ
び
実
体
的
意

義
に
つ
い
て
、
最
高
裁
の
視
点
を
確
認
す
る
。

第
三
に
、
違
憲
審
査
の
方
法
で
あ
る
。
七
条
は
単
一
の
権
利
で
あ
る
と
し
て
も
、
ま
ず
前
段
の
実
体
的
権
利
の
侵
害
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ

こ
が
審
査
さ
れ
る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
け
れ
ば
違
憲
と
な
ら
な
い
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
と
そ
の
当
て
は
め
と
し
て
侵
害
が
あ
っ

た
か
が
審
査
さ
れ
る
。
次
に
、
憲
章
違
反
の
訴
訟
で
は
一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
か
の
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
七
条
違
反
が
認
め
ら

れ
て
も
、
さ
ら
に
一
条
の
「
自
由
で
民
主
主
義
の
社
会
で
明
確
に
正
当
化
し
得
る
合
理
的
制
約
」
で
あ
れ
ば
、
違
憲
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
を

便
宜
的
に
三
段
階
テ
ス
ト
と
よ
ん
で
お
く
。

司
法
審
査
に
よ
っ
て
七
条
、
特
に
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
が
ど
の
よ
う
に
吟
味
さ
れ
、
規
範
的
意
義
が
明
確
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
七
条

が
問
題
と
な
る
局
面
は
刑
事
司
法
の
分
野
に
限
定
さ
れ
ず
、
州
が
個
人
の
自
律
的
決
定
に
干
渉
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
主
に
七
条
の
文
言
で
は
自
由
、
と

り
わ
け
身
体
の
保
全
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
を
み
る
こ
と
に
も
な
ろ
う（

（（
（

。
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三　
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
と
射
程

1　

限
定
ア
プ
ロ
ー
チ
─
─L

ラ
マ
ー

am
er

首
席
判
事

七
条
前
段
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
広
く
捉
え
る
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
う
え
で
、
後
段
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
文
言
を
重
視
し
て
、
こ
れ
と
関
連
す
る
権
利
に

限
定
さ
れ
る
と
の
解
釈
が
あ
る
。
最
高
裁
首
席
判
事
ラ
マ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
は
輸
血
拒
否
に
関
す
る
ト
ロ
ン
ト
首
都
圏
児
童
福
祉
事
件
で
の
補
足
意
見
で

展
開
さ
れ
た（

（（
（

。

事
例
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
未
熟
児
で
生
ま
れ
た
シ
ー
ナ
は
、
ト
ロ
ン
ト
の
小
児
病
院
に
移
送
さ
れ
、
病
気
を
併
発
し
多
く
の
治
療
を
受
け
た
。

こ
の
間
、
両
親
（
原
告
、
上
告
人
）
は
す
べ
て
の
医
療
の
相
談
を
受
け
た
が
、
エ
ホ
バ
の
証
人
で
あ
る
と
の
宗
教
上
の
理
由
か
ら
、
医
師
ら
に
は
輸
血
は

避
け
る
よ
う
に
要
請
し
、
不
必
要
だ
と
も
主
張
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
シ
ー
ナ
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
レ
ヴ
ェ
ル
が
生
命
を
脅
か
す
ほ
ど
に
な
り
、
鬱
血
性

心
不
全
（congestive heart failure

）
治
療
の
た
め
輸
血
を
必
要
と
す
る
段
階
と
な
っ
た
。
両
親
へ
の
短
い
告
知
を
経
て
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
裁
判
所
（
家

庭
部
）
は
、
輸
血
が
生
命
の
た
め
に
不
可
欠
と
し
た
医
師
の
証
言
を
基
に
、
児
童
支
援
協
会
（Children’s A

id Society

）（
被
告
人
、
被
上
告
人
。
以
下

「
協
会
」）
に
七
二
時
間
の
後
見
を
認
め
た
。
こ
れ
が
終
了
し
た
後
の
状
態
審
査
（Status review

）
で
、
シ
ー
ナ
は
や
や
安
定
は
し
て
い
る
も
の
の
依
然

危
険
な
状
態
で
あ
る
と
の
医
師
の
証
言
や
、
小
児
グ
ラ
コ
ロ
ー
マ
の
疑
い
が
あ
り
正
確
な
診
断
の
た
め
の
外
科
手
術
が
必
要
だ
と
の
証
言
、
そ
の
た
め
の

輸
血
（blood transfusion

）
が
必
要
で
あ
る
と
の
証
言
を
受
け
て
、
同
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
立
証
が
成
功
し
て
お
り
州
の
家
族
へ
の
介
入
は
絶
対
不

可
欠
（absolutely essential

）
と
し
て
、
後
見
を
二
一
日
間
延
長
さ
せ
た
。
そ
の
間
、
シ
ー
ナ
が
検
査
と
グ
ラ
コ
ロ
ー
マ
の
手
術
で
輸
血
を
受
け
た
た

め
、
両
親
は
裁
判
所
の
後
見
命
令
や
そ
の
根
拠
法
で
あ
る
児
童
福
祉
法
一
九
条
一
項
ｂ
九
号（

（（
（

が
憲
章
二
条
ａ
（
信
教
の
自
由
）
と
七
条
に
反
す
る
と
訴
え

た
。最

高
裁
（L

ラ
フ
ォ
ー
レ

aForest

判
事
）
は
違
憲
で
は
な
い
と
し
た
。
本
件
は
、
州
の
干
渉
な
し
に
自
分
の
子
供
を
育
て
る
親
の
権
利
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
原
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カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

告
は
、
親
が
憲
章
七
条
に
基
づ
い
て
わ
が
子
の
治
療
を
選
択
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
を
主
張
す
る
。
同
条
は
、
統
一
体
と
し
て
の
家
族
の
権
利
を
保
障

し
た
の
で
は
な
く
、
自
由
に
関
す
る
個
人
の
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
（liberty

）
は
特
権
で
な
く
制
約
が
あ
り
、
利
害
か
ら
親
の
子
に
対

す
る
教
育
権
を
包
含
す
る
の
で
も
な
い
。
自
由
は
強
制
や
制
約
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
共
通
善
（com

m
on good

）
か
ら
多
く
の
制
約
に
服
す

る
。
州
は
個
人
の
行
動
に
多
く
の
制
約
を
課
す
権
利
を
有
す
る
し
、
す
べ
て
の
そ
う
し
た
制
約
が
憲
章
の
審
査
を
受
け
る
も
の
で
も
な
い
。
自
由
は
単
に

身
体
拘
束
か
ら
の
自
由
（freedom

）
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
が
根
本
的
に
重
要
な
決
定
を
な
し
自
己
の
生
活
を
送
る
人
格
的
自
律
（personal 

autonom
y

）
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供
を
育
て
治
療
な
ど
の
根
本
的
決
定
を
な
す
権
利
は
親
の
自
由
の
利
益
（liberty interest

）
で
あ
り
、

コ
モ
ン
ロ
ー
は
、
親
が
子
の
安
寧
を
確
保
す
る
す
べ
て
の
決
定
を
行
い
実
効
す
る
最
良
の
立
場
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
子
育
て
は
親
の
決
定
権
と
し

て
保
護
さ
れ
た
領
域
で
、
親
は
子
の
最
善
の
利
益
を
よ
り
認
識
し
や
す
い
。
州
は
そ
う
し
た
決
定
を
な
す
資
格
が
な
い
か
ら
、
親
が
子
の
重
要
な
決
定
を

な
す
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
州
は
子
の
自
律
や
健
康
を
守
る
の
に
必
要
と
考
え
れ
ば
介
入
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。「
親
の
決
定
は
州
の
介
入
が
裁
判
所
に
よ
っ

て
適
切
に
監
視
さ
れ
る
よ
う
に
し
、
憲
章
の
根
底
に
あ
る
価
値
に
適
合
す
る
と
き
の
み
許
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
憲
章
の
保
護
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（para 85

）。
子
の
住
居
や
学
校
な
ど
は
親
の
決
定
権
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
の
行
為
が
社
会
的
に
許
容
さ
れ
る
最
低
基
準
を
下
回
る
情
況
で

あ
れ
ば
、
州
が
介
入
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。
親
が
自
由
の
権
益
を
有
す
る
も
、
親
と
子
の
権
利
の
衡
量
は
、
自
由
の
範
囲
を
確
定
さ
せ
る
議
論
と
い

う
よ
り
も
、
州
の
介
入
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
っ
て
い
る
か
の
問
題
で
あ
る
。

parens patriae

（
国
父
）
と
し
て
州
は
子
供
に
か
か
わ
る
立
法
に
長
い
歴
史
を
も
つ
。
攻
撃
さ
れ
て
い
る
法
条
項
は
子
の
生
命
の
危
険
が
あ
る
時
だ

け
で
な
く
、
治
療
が
子
の
健
康
や
安
寧
の
確
保
を
保
障
し
な
い
場
合
も
含
ま
れ
る
。
原
告
は
州
の
介
入
す
る
権
利
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
手
続
、

つ
ま
り
親
の
決
定
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
法
解
釈
を
問
題
と
し
て
い
る
。
児
童
福
祉
法
の
規
定
は
公
平
な
聴
聞
手
続
を
設
け
る
な
ど
、法
の
根
本
原
理
に
適
っ

て
お
り
、
合
理
性
に
疑
い
は
な
い
。
裁
判
所
の
後
見
命
令
手
続
も
対
審
的
手
続
と
十
分
な
客
観
的
証
拠
に
基
づ
い
て
お
り
、
合
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

か
か
る
法
枠
組
み
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
問
題
は
な
い
か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
月
三
一
日
の
後
見
命
令
と
八
月
一
八
、一
九
日
の
状
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態
審
査
を
検
証
し
た
結
果
、
公
平
か
つ
合
理
的
な
手
続
が
な
さ
れ
て
お
り
、
原
審
（T

arnopolsky

判
事
）
の
判
断
を
支
持
す
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
の
主
張

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ラ
マ
ー
は
、
憲
章
二
条
ａ
、
七
条
と
も
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
結
論
に
は
同
意
す
る
も
、
七
条
の
解
釈
は
異
に
す
る
。
い
わ

く
、
憲
章
七
条
の
自
由
権
益
は
、
親
の
子
に
対
す
る
治
療
選
択
権
も
、
州
の
関
与
な
く
子
を
教
育
す
る
親
の
権
利
も
含
ま
ず
、
家
族
と
い
う
統
一
体
の
自

律
な
い
し
保
全
と
い
っ
た
、
よ
り
一
般
的
な
自
由
を
い
う
。
具
体
的
な
自
由
は
二
条
以
下
の
各
条
項
で
保
障
さ
れ
、
七
条
は
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
自
由

を
保
障
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
根
本
的
自
由
で
あ
り
、
そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
よ
ら
ず
し
て
侵
害
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
障
す
る
。
憲
章
の
自
由
概
念
は

ア
メ
リ
カ
法
学
の
そ
れ
と
符
合
し
、
包
括
的
に
解
さ
れ
る
向
き
が
あ
る
一
方
で
、
七
条
の
自
由
の
解
釈
は
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
個
人

の
自
由
（freedom

）
が
先
験
的
に
社
会
の
根
本
価
値
と
し
て
認
識
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
条
や
六
条
の
自
由
は
憲
章
の
個
別
の
条
文
で
特
に
保
障

さ
れ
た
も
の
で
、
権
利
で
あ
る
。
七
条
の
「
自
由
に
対
す
る
権
利
（right to liberty

）」
は
、
憲
章
上
は
個
人
の
根
本
的
な
自
由
（freedom

）
の
意
味

で
は
な
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
符
合
す
る
限
定
が
な
さ
れ
る
の
が
、
根
本
的
な
権
利
な
の
で
あ
る
。
憲
章
の
自
由
は
合
目
的
的
に
解
さ
れ
、
憲
章
が
か
か
る
自
由

を
保
障
し
た
目
的
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
憲
章
の
文
言
、
そ
の
自
由
が
意
味
す
る
歴
史
的
起
源
、
関
連
す
る
他
の
権
利
条
項
を
資
と
し
て
、

憲
章
の
よ
り
大
き
な
目
的
や
特
徴
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
判
例
（
Ｍ
Ｖ
Ｒ
）
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
法
制
度
の
根
本
条
理
で
あ
り
、
政
策
の
領
域
で
は
な
く
法
制

度
の
番
人
と
し
て
の
司
法
に
固
有
の
領
域
内
に
あ
る
と
す
る
。
七
条
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
と
い
う
三
つ
を
規
定
す
る
が
、
法
制
度
の
う
ち
制
裁
や
刑
罰
の
方
法
や

使
用
の
局
面
に
か
か
わ
る
。
し
か
る
に
七
条
の
自
由
は
、
法
執
行
の
強
制
的
権
限
を
与
え
ら
れ
た
裁
判
所
も
し
く
は
そ
の
他
の
機
関
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ

た
り
、
奪
わ
れ
て
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
類
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（para 21

）。
こ
の
自
由
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ

る
か
ら
、
根
本
的
自
由
と
い
え
ど
も
「
自
由
の
概
念
の
身
体
に
か
か
わ
る
次
元
」
に
関
係
な
い
も
の
は
、
七
条
で
は
保
護
さ
れ
な
い
。
七
条
は
基
本
的
自

由
と
い
わ
れ
る
も
の
に
符
合
し
な
い
で
、
憲
章
の
他
の
個
所
で
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い
識
別
さ
れ
た
権
利
を
一
か
条
に
三
つ
並
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
個

人
の
自
律
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
自
由
へ
の
権
利
は
拘
禁
や
収
監
あ
る
い
は
そ
の
他
移
動
の
自
由
を
制
御
な
い
し
制
約
す
る

形
式
に
対
し
て
措
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
が
主
張
す
る
、
子
の
治
療
を
決
定
す
る
親
の
権
利
は
、
七
条
の
保
護
す
る
と
こ
ろ
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一

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

で
は
な
い
。

こ
の
事
件
は
、
信
教
の
自
由
に
基
づ
く
自
己
決
定
権
が
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
憲
章
二
条
ａ
の
事
件
と
し
て
も
言
及
さ
れ
る
が（

（（
（

、
七
条
の
「
自

由
」
の
意
義
を
解
釈
し
て
、
そ
れ
と
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
の
関
係
を
判
断
し
て
い
る
。
多
数
意
見
が
Ｍ
Ｖ
Ｒ
の
判
断
を
踏
襲
す
る
一
方
で
、
ラ
マ
ー
は
こ
れ
と
異
な

る
議
論
を
展
開
さ
せ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
「
自
由
」
の
意
義
を
問
う
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
由
の
中
に
子
に
対
す
る
親
の
監
護
権
や
教
育
権
が
含

ま
れ
る
か
を
判
断
し
て
い
る
。
親
と
子
の
か
か
る
関
係
は
家
族
内
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
州
（
国
家
）
が
介
入
で
き
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ

憲
法
は
家
族
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
お
ら
ず
、
国
家
が
そ
こ
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
、
干
渉
は
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。
本

件
が
七
条
の
自
由
と
し
て
親
権
に
は
州
の
不
干
渉
が
要
請
さ
れ
る
と
判
断
し
た
意
義
は
少
な
く
な
い
。
も
っ
と
も
、
ラ
マ
ー
は
こ
う
し
た
「
自
由
」
の
解

釈
に
反
対
し
て
お
り
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
の
関
係
で
刑
事
手
続
を
典
型
と
す
る
身
体
的
自
由
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
、
親
の
権
利
は
含
ま
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。

七
条
の
解
釈
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
味
を
含
め
て
先
輩
筋
と
も
い
う
べ
き
ア
メ
リ
カ
憲
法
修
正
第
五
条
や
第
一
四
条
が
参
照
さ
れ
る（

（（
（

。
も
と
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
憲
法
は
、
そ
の
判
例
や
学
説
が
直
接
、
カ
ナ
ダ
憲
法
解
釈
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
判
事
に
よ
っ
て
温
度
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ア
メ

リ
カ
憲
法
を
参
照
す
る
に
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

こ
の
事
件
で
は
親
の
子
に
対
す
る
監
督
権
な
る
も
の
が
自
由
（liberty

）
に
入
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
多
数
意
見
は
七
条
の
「
自
由
」
の
法

文
上
の
意
義
を
確
定
す
る
こ
と
は
避
け
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
関
係
さ
せ
て
個
別
的
に
判
断
し
て
い
る
。
日
本
語
で
は
同
じ
自
由
と
訳
さ
れ
る
が
、
憲
章
で
は

freedom

と
規
定
し
て
い
る
場
合
とliberty

と
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
微
妙
で
あ
る
も
の
の
、
別
意
に
解
す
る
の
が
合
理
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
、フ
ラ
ン
ス
語
文
で
は
と
も
にliberté

で
あ
る
。
多
数
意
見
は
特
段
、別
に
解
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
の
に
対
し
て
、ラ
マ
ー
は
そ
う
す
べ
き
と
し
た
。

そ
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
の
絡
み
で
身
体
の
自
由
、
特
に
刑
事
的
拘
束
か
ら
の
自
由
が
七
条
のliberty

だ
と
し
た
。

liberty

と
は
何
か
。
ア
メ
リ
カ
の
判
例
で
は
身
体
の
保
全
だ
け
で
は
な
く
、
結
婚
し
家
庭
を
築
き
子
供
を
育
て
、
自
由
人
の
正
当
な
幸
福
追
求
に
不
可

欠
の
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
長
い
間
に
認
め
ら
れ
た
特
権
（privileges

）
と
さ
れ
る（

（（
（

。
妊
娠
中
絶
が
憲
法
上
の
権
利
と
し
た
判
例
で
は
、
結
婚
と
か
家
族
は
ア
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二

メ
リ
カ
憲
法
の
ど
こ
に
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
個
人
的
選
択
権
は
修
正
条
項
で
明
記
さ
れ
た
権
利
以
上
の
も
の
を
包
括
す

るdue process

条
項
で
保
護
さ
れ
るliberty

で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
信
教
の
自
由
な
ど
列
記
さ
れ
た
個
別
の
自
由
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
恣
意
的
な

公
課
や
拘
束
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
（freedom

）
を
意
味
す
る
と
し
た（

（（
（

。

七
条
の
自
由
は
ア
メ
リ
カ
的
脈
絡
で
は
必
ず
し
も
理
解
さ
れ
ず
、
同
条
の
身
体
の
保
全
と
関
連
し
た
と
き
に
限
定
的
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。

た
だ
最
高
裁
判
事
に
あ
っ
て
も
こ
の
理
解
に
は
温
度
差
が
あ
り
、W

ウ
ィ
ル
ソ
ン

ilson

判
事
な
ど
は
ア
メ
リ
カ
的
に
理
解
す
る
少
数
の
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
（
後

述
）。財

産
権
が
入
ら
な
い
と
の
解
釈
は
憲
章
制
定
後
初
期
に
確
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
に
つ
い
て
、
本
件
は
刑
事
司
法
に
関
連
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ

る
と
し
た
。
ラ
マ
ー
そ
し
てC

コ
ル
ヴ
ァ
ン

olvin
が
限
定
ア
プ
ロ
ー
チ
の
主
唱
者
で
あ
る
。
コ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
そ
う
し
た
権
利
と
は
司
法
制
度
に
個
人
が
か
か
わ
っ
て

い
る
局
面
に
限
定
さ
れ
、
司
法
の
機
構
を
使
用
し
そ
の
機
構
の
質
に
対
す
る
権
利
と
す
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
刑
事
司
法
に
関
連
さ
せ
る
限
定
的
立
場
に
た
ち
、

拡
大
的
解
釈
と
は
一
線
を
画
す
る
一
方
で
、
七
条
の
実
体
的
権
利
に
つ
い
て
七
条
で
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
の
利
益
が
保
護
さ
れ
る
か
の
限
界
が
認
識
さ
れ

て
い
る
な
ら
、
緩
和
さ
れ
た
解
釈
も
否
定
し
な
い
と
し
、
七
条
の
射
程
が
刑
事
法
や
規
制
法
に
限
定
さ
れ
る
い
わ
れ
は
も
と
よ
り
な
く
、
行
政
法
領
域
で

個
人
の
身
体
的
危
険
を
及
ぼ
す
行
為
な
ど
は
七
条
で
問
題
に
し
う
る
と
す
る（

（（
（

。

判
例
は
限
定
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
明
確
に
し
た
の
が
Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
あ
る
。

2　

七
条
の
意
義
の
確
立
─
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
Ｂ
Ｃ
）
州
自
動
車
法
照
会
事
件
（
Ｍ
Ｖ
Ｒ
）

⑴　

争　

点

七
条
は
実
際
に
ど
う
審
査
さ
れ
る
か
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
味
も
含
め
て
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
一
九
八
五
年
の
自
動
車
法
照
会
事
件
（
Ｍ
Ｖ
Ｒ
）
で

あ
る（

（（
（

。
こ
れ
は
憲
章
下
で
初
め
て
七
条
違
反
が
判
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
制
定
の
Ｂ
Ｃ
州
自
動
車
法
九
四
条
二
項
が
憲
章
七
条
に
反
す
る
か
が
、
最
高
裁
に
照
会
（reference

）
さ
れ
た
。
同
条
一
項
は
無
免
許
や
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三

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

免
停
中
の
者
が
高
速
道
路
や
産
業
道
路
で
自
動
車
を
運
転
す
る
の
を
禁
止
し
、
第
一
回
目
の
違
反
に
は
三
百
ド
ル
以
上
二
千
ド
ル
以
下
の
罰
金
と
七
日
以

上
六
カ
月
以
内
の
拘
禁
を
科
し
、
そ
れ
以
後
の
違
反
に
は
、
違
反
が
起
き
た
と
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
百
ド
ル
以
上
二
千
ド
ル
以
下
の
罰
金
と
一
四
日
以

上
一
年
以
下
の
拘
禁
が
科
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
同
二
項
は
、
こ
の
刑
罰
は
絶
対
責
任
（absolute liability

）
で
あ
り（

（（
（

、
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
か
免
停
で

あ
る
と
か
の
知
識
に
か
か
わ
ら
ず
、運
転
し
た
と
の
証
拠
に
よ
っ
て
有
罪
と
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
Ｂ
Ｃ
州
控
訴
裁
判
所
は
、九
四
条
二
項
は
故
意
（m

ens 

rea

）
か
ら
絶
対
責
任
に
転
換
し
、
被
告
に
違
反
の
意
思
や
事
実
不
知
の
立
証
機
会
を
奪
っ
て
お
り
、
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
と
し
た
（495

）。
最
高
裁

は
全
員
一
致
で
こ
れ
を
支
持
し
た
。

⑵　

判　

旨

法
廷
意
見
（
ラ
マ
ー
判
事
）
は
ま
ず
七
条
の
意
味
を
明
確
に
す
る
。
は
じ
め
に
憲
章
制
定
か
ら
間
も
な
い
時
（
三
年
経
過
）
に
あ
っ
て
、
新
た
な
司
法

審
査
制
の
意
義
を
説
く
。
憲
章
制
定
前
は
、
司
法
審
査
は
州
と
連
邦
の
権
限
配
分
（distribution of pow

ers

）
に
か
か
わ
っ
た
が
、
憲
章
下
で
は
実
体

的
な
憲
法
上
の
権
利
を
問
題
と
す
る
。
裁
判
所
は
「
少
な
く
と
も
立
法
の
内
容
を
考
え
る
権
利
に
関
す
る
よ
う
に
な
り
、
変
わ
っ
た
の
は
性
格
と
い
う
よ

り
も
憲
法
判
断
の
範
囲
で
あ
る
」（496

）。
七
条
は
立
法
に
対
す
る
制
約
を
課
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
司
法
審
査
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
立
法
権
に
越

権
が
な
い
か
を
審
査
す
る
の
で
あ
り
、
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
影
響
も
あ
っ
て
、
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
手
続
の
み
な
ら
ず
実
体

的
なdue process

を
も
保
障
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
司
法
は
制
定
法
の
賢
明
さ
（w

isdom
 of enactm

ents

）
に
は
及
び
え
な
い
か
ら

手
続
の
み
と
の
考
え
も
あ
る
が
、
憲
章
の
七
条
は
こ
れ
を
司
法
の
判
断
に
委
ね
、
い
き
お
い
、
司
法
は
立
法
の
中
身
（content

）
も
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
（496

─497

）。
本
法
廷
の
仕
事
は
実
体
か
手
続
か
の
選
択
で
は
な
く
、
公
政
策
の
実
体
に
関
す
る
判
断
を
避
け
な
が
ら
憲
章
が
保
護
す
る
利
益
を

個
人
に
十
分
保
障
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
憲
法
判
断
は
合
目
的
的
解
釈
（purposive

）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
（498

─499

）。

そ
こ
で
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
を
解
釈
す
る
。
七
条
前
段
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
意
味
は
本
件
で
は
争
わ
れ
て
い
な
い（

（（
（

。
問
題
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
に
限
定
さ
れ
る
。
七

条
で
保
護
さ
れ
る
利
益
は
文
言
か
ら
明
白
で
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
で
あ
る
。「
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
保
護
さ
れ
た
利
益
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
命
、
自
由
、
個
人
の
安
全
を
奪
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四

わ
れ
な
い
権
利
を
「
格
づ
け
る
も
の
（qualifier

）」
で
あ
る
」（501

）。
た
だ
、
そ
の
単
一
的
な
権
利
と
し
て
の
意
味
は
明
白
で
は
な
く
、「
そ
の
条
項
の

文
言
が
保
護
し
よ
う
と
意
図
さ
れ
た
利
益
と
同
条
項
内
の
文
の
特
定
の
役
割
に
照
ら
し
て
、
決
定
さ
れ
る
。
修
飾
語
と
し
て
、
文
は
利
益
の
限
界
を
確
定

す
る
の
に
資
す
る
が
、
そ
れ
を
無
意
味
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
く
じ
い
た
り
す
る
よ
う
、
狭
く
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（501

）。
自
然
的
正
義
と
同

義
と
読
む
べ
き
で
は
な
く
、
憲
章
八
条
か
ら
一
四
条
ま
で
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
奪
わ
れ
る
こ
と
を
例
証
す

る
も
の
で
、「
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
味
に
は
か
り
し
れ
な
い
鍵
を
提
供
す
る
」（501

─502

）。
権
利
章
典
前
文
の
「
個
人
の
尊
厳
と
価
値
」
や
、
憲
章
前
文
の
法
の

支
配
に
基
づ
い
て
、
司
法
制
度
は
形
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
わ
れ
わ
れ
の
法
制
度
の
基
本
要
素
（basic tenets of our legal system

）
で
あ
り
、

「
一
般
的
公
共
政
策
の
領
域
に
で
は
な
く
、
裁
判
制
度
の
番
人
と
し
て
の
司
法
権
の
固
有
の
領
域
に
あ
る
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
解
釈
で
の
こ
う
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
七
条
の
文
言
と
構
造
、
同
条
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
、
八
条
か
ら
一
四
条
と
、
憲
章
自
身
の
特
徴
と
大
き
な
目
的
に
符
合
す
る
。
そ

れ
は
政
策
事
項
の
判
断
を
避
け
な
が
ら
、
七
条
の
保
障
に
有
意
な
内
容
を
提
供
す
る
」（503

）。「
コ
モ
ン
ロ
ー
の
公
理
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
発
展
し
て

き
た
も
の
や
、
人
権
の
国
際
法
で
表
現
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
」（503

）。
こ
れ
は
、
八
条
か
ら
一
四
条
の
文
言
や
憲
章
の
目
的
そ
の
も
の
に
符
合
す
る
。
Ｐ

Ｆ
Ｊ
を
定
義
し
た
条
文
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
あ
る
所
与
の
原
理
が
七
条
の
意
味
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
司
法
過
程
や
わ
れ
わ
れ

の
法
制
度
内
で
そ
れ
が
変
転
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
原
理
の
本
質
、
根
拠
、
合
理
、
必
須
の
役
割
を
ど
う
分
析
す
る
か
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

う
し
た
文
言
に
完
結
的
な
意
味
合
い
、
あ
る
い
は
単
純
な
列
挙
的
定
義
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
所
が
七
条
に
反
す
る
と
の
訴
え
を

受
け
る
時
、
具
体
的
な
意
味
を
斟
酌
す
る
こ
と
に
な
る
」（513

）。

こ
こ
で
こ
う
し
た
解
釈
に
制
憲
経
緯
、
つ
ま
り
七
条
で
議
会
は
何
を
意
図
し
た
か
を
斟
酌
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
カ
ナ
ダ
憲
法
に
関
す
る
上
下
両

院
特
別
委
員
会
議
事
録
（Proceedings and Evidence of the Special Com

m
ittee of the Senate and of the H

ouse of Com
m

ons on the 

Constitution of Canada

）
を
七
条
解
釈
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
。
そ
の
点
は
一
応
認
め
た
（adm

issibility

）
が
、
判
例
で
は
外
部
資
料
（extrinsic

）

は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
ル
ー
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
裁
量
だ
と
す
る
。
で
は
ど
れ
ほ
ど
重
視
す
る
か
。

こ
う
し
たw

eight

の
問
題
は
、憲
章
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
変
わ
る
も
の
で
は
な
い（508

）。
憲
章
は
多
様
な
人
々
が
交
渉
し
起
草
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
っ
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て
、
一
人
の
者
の
意
思
の
産
物
で
は
な
く
、
ど
の
見
解
が
決
定
的
か
は
断
じ
え
な
い
（508

）。

権
利
章
典
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
判
例
で
は
、
憲
章
は
新
し
い
権
利
や
自
由
を
公
認
し
、
そ
れ
ら
の
保
護
に
重
大
な
権
限
と
責
任
を
司
法
権
に
与
え
た

と
し
て
い
る
（509

）。「
権
利
章
典
二
条
ｅ
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
文
言
は
明
白
に
「
公
平
な
聴
聞
の
権
利
」
の
文
脈
に
置
か
れ
、
そ
れ
に
法
的
根
拠
を
与
え

た
。
七
条
は
同
じ
文
脈
を
創
造
し
な
い
。
七
条
で
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
文
言
は
、
根
源
的
な
権
利
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
文
脈
で
こ
れ
を
根
拠
づ
け
る
も
の
な
の
で
あ
る
」

（511

）。
か
く
し
て
、
七
条
の
「
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
権
利
で
は
な
く
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
奪
わ
れ
な
い
権
利
の
修
飾
語
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
こ
の
権
利
の
射
程
を
画
す
る
の

で
あ
る
。
…
…
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
司
法
過
程
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
法
制
度
を
構
成
す
る
根
本
的
原
理
で
あ
る
」（512

）。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
単
純
に
列
挙
さ
れ
た
権

利
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
用
語
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
七
条
違
反
の
訴
え
に
対
し
て
表
明
す
る
具
体
的
な
意
味
を
画
す
る
」（513

）。

七
条
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
う
え
で
、
本
件
の
問
題
、
つ
ま
り
絶
対
責
任
を
と
る
Ｂ
Ｃ
州
自
動
車
法
九
四
条
二
項
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
か
を
判
断

す
る
。
ま
ず
犯
罪
成
立
の
基
本
要
件
と
し
てactus non facit reum

 nisi m
ens sit rea

（
犯
罪
を
構
成
す
る
た
め
に
は
意
思
と
行
為
の
両
方
が
同
時
に

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
の
古
典
的
法
原
理
を
確
認
す
る
（515

）。
犯
意
（guilty m

ind

）
を
要
件
と
し
な
い
絶
対
責
任
（absolute liability

）
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ

に
反
す
る
と
の
判
例
（R. v. City of Sault Ste. M

arie,
［1978

］S.C.R.

）
が
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
規
制
的
な
性
格
の
事
犯
を
制
定
す
る
立
法
府
を
前
提
に

す
る
。
絶
対
責
任
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
奪
う
潜
在
性
が
あ
る
限
り
で
の
み
、
七
条
違
反
と
な
る
。
拘
禁
が
個
人
の
自
由
を
奪
う
の
は
明
ら
か
で
、
本
件
州
法
の

九
四
条
二
項
は
羈
束
さ
れ
て
い
る
。「
拘
禁
と
絶
対
責
任
の
連
結
は
七
条
に
反
し
て
お
り
、
政
府
側
が
憲
章
一
条
に
基
づ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
た
そ
う
し

た
自
由
の
侵
害
が
、
そ
の
情
況
に
お
い
て
自
由
で
民
主
主
義
の
社
会
で
七
条
の
権
利
を
合
理
的
に
制
限
で
き
る
の
を
正
当
化
す
る
こ
と
を
立
証
し
た
と
き

の
み
、
救
わ
れ
る
」（515

）。
絶
対
責
任
が
即
、
七
条
違
反
と
い
う
の
で
は
な
く
、
公
益
の
要
請
か
ら
犯
罪
の
種
類
に
よ
っ
て
は
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
、行
政
法
上
の
義
務
違
反
に
対
す
る
行
政
刑
罰
と
い
っ
た
行
政
的
便
宜
の
場
合
、純
粋
無
垢
の
人
や
情
況
を
斟
酌
せ
ず
に
絶
対
責
任
を
要
請
す
れ
ば
、

七
条
に
反
す
る（517

）。
よ
っ
て
、こ
の
九
四
条
は
、「
道
徳
的
に
無
垢
な
限
定
的
多
数
の
人
の
自
由
の
権
利
に
影
響
を
も
た
ら
す
。
限
定
的
多
数
の
人
に
と
っ

て
自
由
を
侵
害
さ
れ
る
効
果
を
有
す
る
絶
対
責
任
の
犯
罪
を
九
四
条
は
創
設
し
た
。
…
…
七
条
違
反
と
す
る
の
に
は
、こ
れ
だ
け
で
十
分
で
あ
る
」（520

）。
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で
は
こ
の
七
条
違
反
は
憲
章
一
条
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
か
。
州
政
府
側
は
、悪
質
な
運
転（bad driving

）に
よ
る
人
的
経
済
的
損
失
を
減
少
さ
せ
、

悪
質
な
運
転
者
を
道
路
か
ら
追
い
出
す
公
的
な
計
画
の
一
環
と
し
て
、
徹
底
し
た
禁
止
は
必
要
な
手
段
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
問
題
の
本
質
は
、「
Ｂ
Ｃ
州

政
府
が
、
数
人
の
無
垢
な
人
々
を
拘
禁
す
る
と
い
う
危
険
が
、
悪
質
な
運
転
者
を
同
州
の
道
路
か
ら
除
去
し
よ
う
と
の
意
図
が
与
え
ら
れ
て
、
自
由
で
民

主
主
義
の
社
会
に
お
い
て
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
か
、
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
わ
ず
か
な
人
々
を
自

由
に
さ
せ
て
お
く
の
を
上
回
る
成
功
で
な
く
、
事
犯
に
対
し
て
正
当
な
注
意
を
払
っ
た
と
の
抗
弁
に
開
か
れ
た
厳
格
責
任
で
あ
る
こ
と
で
測
ら
れ
る
の
で

あ
る
」（521

）。
本
件
九
四
条
二
項
は
七
条
違
反
で
あ
り
、
一
条
に
よ
る
正
当
化
も
認
め
ら
れ
ず
、
違
憲
無
効
と
し
た
。

M

マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア

cIntyre

判
事
の
補
足
意
見
は
多
数
意
見
を
敷
衍
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
自
然
的
正
義
に
限
定
さ
れ
ず
実
体
的
要
素
も
含
む
と
し
た
う
え
で
、
い
か
な
る
抗
弁

も
認
め
ず
に
短
期
の
拘
禁
を
科
す
の
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
違
反
す
る
と
し
た
（521

）。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
判
事
の
補
足
意
見
は
、
ま
ず
、
事
犯
に
は
制
定
法
上
、
故
意
を
要
件
と
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
る
。
行
為
自
体
で
犯

罪
と
す
る
も
の
に
は
、
規
制
的
な
い
し
公
共
の
福
祉
（public w

elfare

）
事
犯
が
あ
る
（522

）。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
限
定
的
修
飾
句
で
は
な
く
、
Ｐ

Ｆ
Ｊ
に
よ
ら
ず
し
て
権
利
侵
害
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
権
利
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
そ
れ
自
体
は
権
利
で
は
な
い
か
ら
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ

Ｐ
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
七
条
違
反
の
問
題
に
は
な
ら
な
い
（523

）。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
た
処
遇
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
民
主
主
義
社
会

に
お
い
て
合
理
性
も
正
当
性
も
な
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
て
い
な
い
限
り
と
の
文
言
は
、
一
条
の
も
と
で
制
約
を
課
す
政
府
の
権
限
を
制
限
す
る
。
Ｐ
Ｆ

Ｊ
に
の
っ
と
ら
な
い
七
条
の
権
利
に
課
さ
れ
る
制
約
は
、
さ
ら
に
一
条
の
テ
ス
ト
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
罪
刑
の
原
理
、
特
に
制
度
の
目
的
が

要
請
す
る
最
小
限
の
罪
刑
の
決
定
は
重
要
で
、
九
四
条
二
項
は
拘
禁
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
死
刑
は
別
と
し
て
、
他
に
代
替
で
き
な
い
と
の
判
断
で

究
極
的
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
で
あ
る
（533

）。「
不
知
、
無
知
、
そ
し
て
正
当
な
注
意
を
払
っ
た
後
で
侵
さ
れ
た
事
犯
に
強
制
的
な
拘
禁
期
間
を
設
定
す
る

の
は
、
過
剰
で
き
わ
め
て
非
人
道
的
で
あ
る
」（534

）
と
す
る
。
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⑶　

本
判
決
の
意
義

最
高
裁
は
、
短
期
の
拘
禁
（im

prisonm
ent

）
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
自
由
を
侵
害
す
る
か
ら
、
七
条
が
問
題
と
な
り
、
本
法
に
お
け
る
絶
対
責
任
は

Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
侵
害
す
る
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｂ
Ｃ
州
は
法
改
正
を
行
っ
た
。
犯
罪
法
（O

ffences A
ct

）
四
・
一
条
は
同
州
の
い
か
な
る
法
律
の
規
定
に

あ
っ
て
も
、「
な
ん
ぴ
と
も
絶
対
責
任
の
犯
罪
で
拘
禁
さ
れ
る
責
め
を
負
わ
な
い
」
と
し
た（

（（
（

。

Ｍ
Ｖ
Ｒ
は
七
条
の
意
義
、
と
り
わ
け
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
そ
れ
に
つ
い
て
先
例
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
は
広
範
な
解
釈
の
余
地
が
あ
り
、
そ
の
具
体
例
は

八
条
か
ら
一
四
条
ま
で
の
法
的
権
利
で
例
示
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
残
余
理
論
（residual

）
を
と
っ
た
と
い
え
よ
う
か（

（（
（

。
次
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
自
然
的
正
義

の
手
続
的
側
面
と
同
義
で
は
な
い
と
し
た
。
自
然
的
正
義
と
す
る
こ
と
は
、
保
護
さ
れ
た
権
利
の
内
容
を
奪
い
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
ひ
ど
く
弱
め
ら
れ
た
状
態

に
置
く
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
ラ
マ
ー
は
七
条
の
実
体
的
権
利
面
に
着
目
し
、
最
高
裁
は
州
の
立
法
も
無
効
に
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
判
決
に

か
か
わ
っ
た
判
事
全
員
（
ラ
マ
ー
に
加
え
て
、D

デ
ィ
ク
ソ
ン

ickson

首
席
判
事
、B

ビ
ー
ツ

eetz, C

シ
ュ
イ
ナ
ー
ル

houinard, L

ル
ダ
ン

edain, 

マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
個
別
意
見
を

述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
賛
成
し
て
い
る
）
が
、
七
条
に
実
体
的
意
義
を
認
め
て
い
る
。

こ
れ
は
憲
章
制
定
者
が
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
は
や
く
も
こ
れ
か
ら
決
別
し
、七
条
に
実
体
的
原
理
の
要
素
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
以
後
、

最
高
裁
が
七
条
の
規
範
的
意
義
を
形
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
は
開
放
的
で
あ
る
か
ら
司
法
の
積
極
的
な
原
理
形
成
が
可
能
な
領
域
と
な
り
、
司
法

積
極
主
義
の
足
が
か
り
と
な
っ
た（

（（
（

。
憲
章
制
定
当
初
の
論
点
は
七
条
が
実
体
的
正
義
ま
で
認
め
た
か
、
適
正
手
続
も
認
め
た
か
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
決

着
を
つ
け
た
。

も
っ
と
も
、
本
件
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
何
た
る
か
は
一
義
的
に
定
義
し
て
い
な
い
。
以
下
み
る
よ
う
に
最
高
裁
が
こ
れ
を
な
し
た
こ
と
は
な
い
。
一
方
で
、
い

か
な
る
場
合
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
か
は
判
断
し
て
い
る
。
本
件
は
そ
の
手
法
を
、
歴
史
的
原
理
、
派
生
的
原
理
（
半
影
理
論
）、
変
転
理
論
の
三
つ
の
原
理

を
黙
示
的
に
示
し
て
い
る
と
、K

カ
ナ
ン

anan

は
指
摘
す
る（

（（
（

。
歴
史
的
と
は
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
が
示
し
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
カ
ナ
ダ
法
制
度
の
歴
史
や
伝
統
に
深
く
根

ざ
し
た
法
原
理
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
コ
モ
ン
ロ
ー
や
憲
章
の
規
定
に
限
定
さ
れ
な
い
広
が
り
を
も
つ
。
憲
章
は
、
憲
法
の
み
な
ら
ず
人
民
固

有
の
人
権
に
よ
っ
て
も
政
府
が
規
定
さ
れ
る
立
憲
民
主
主
義
社
会
へ
の
移
行
の
目
的
を
も
ち
、
憲
章
に
規
定
さ
れ
た
人
権
に
保
護
が
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
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は
な
い（

（（
（

。

派
生
的
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
半
影
（penum

bre

）
理
論
を
援
用
し
、
法
的
権
利
の
章
（
七
条
か
ら
一
四
条
）
か
ら
演
繹
さ
れ
る
権
利
を
含
む
と
す
る（

（（
（

。

公
判
で
の
黙
秘
権
の
保
障
が
判
例
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
際
、
一
一
条
ｄ
や
一
一
条
ｆ
等
も
援
用
さ
れ
、
要
す
る
に
こ
の
原
理
は
補
完
（gap–

filler

）
で
あ
り
、
不
文
の
立
憲
原
理
と
も
重
な
る
。
た
だ
半
影
理
論
は
あ
く
ま
で
七
条
か
ら
一
四
条
の
な
か
で
のgap–filler

で
あ
る
の
に
対
し
、
不
文

原
理
は
憲
法
の
書
か
れ
た
条
項
や
法
制
度
を
活
性
化
さ
せ
る
「
構
成
原
理
」
や
「
必
須
の
不
文
の
公
理
」
に
ま
た
が
る
も
の
を
含
む（

（（
（

。
こ
れ
は
憲
章
初
期

の
判
例
で
展
開
さ
れ
る
も
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

変
転
的
（evolutionary
）
と
は
、
歴
史
的
で
も
派
生
的
で
も
な
く
、
裁
判
所
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
政
府
利
益
を
凌
駕
す
る
場
合
に
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
の
な
か
で
、
比
例
性
の
原
則
、
つ
ま
り
、
恣
意
性
（arbitrariness

）、
広
汎
性
（vagueness

）、
著
し

い
反
比
例
性
（gross disproortionality
）
に
収
斂
さ
れ
る
と
す
る
。
最
も
拡
大
的
な
原
理
で
あ
り
、
憲
章
は
国
家
に
個
人
の
尊
厳
と
自
律
を
尊
重
す
る

の
を
確
保
さ
せ
る
法
で
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
市
民
の
人
間
的
尊
厳
（hum

an dignity

）
を
保
護
す
る
と
い
う
一
義
的
目
的
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
固
く
結
び
つ
け
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

。

ま
た
、
本
件
は
七
条
の
審
査
方
法
が
三
段
階
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
意
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
条
違
反
を
主
張
す
る
に
は
、
第
一
に
、
侵
害
さ
れ

た
権
利
が
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
侵
害
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
た
や
り
方
で
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
情
況
に
応
じ
て
Ｐ

Ｆ
Ｊ
が
国
家
や
共
同
体
の
有
効
な
利
益
を
凌
駕
し
て
い
な
い
こ
と
を
個
人
の
方
で
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
七
条
侵
害
を
訴
え
る
者
の

立
証
責
任
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
第
三
に
、
違
憲
判
決
を
獲
得
す
る
に
は
、
七
条
侵
害
に
加
え
て
一
条
の
比
例
原
則
で
正
当
化
さ
れ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
条
の
立
証
責
任
は
国
に
あ
る
。

な
お
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
審
査
で
は
社
会
的
利
益
（societal interest

）
と
の
比
較
衡
量
が
な
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、
七
条
が
個
人
の
人
権

を
保
障
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
条
を
「
骨
抜
き
に
す
る
（em

asculate

）」
と
も
批
判
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
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ナ
ダ
憲
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包
括
的
基
本
権
（
富
井
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⑷　

刑
事
法
で
の
展
開

七
条
は
、
単
純
に
金
銭
の
み
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
民
事
事
件
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
由
は
そ
の
射
程
が
長
い
の
で
、
拘
禁
刑
で
の
自
由

の
剝
奪
が
典
型
と
な
る
刑
事
法
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
実
際
に
刑
事
事
件
で
の
七
条
援
用
が
多
い（

（（
（

。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
と
し
た
一
九
九
三
年
の
判
例
を
み
て
お
こ
う（

（（
（

。
一
九
八
一
年
二
月
一
四
日
に
一
二
年
の
懲
役
刑
を
受
け
た
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
が
、
判

決
時
の
仮
釈
放
法
（Parole A

ct

）
で
は
、
刑
期
の
三
分
の
二
を
終
え
た
時
点
で
善
良
な
在
監
生
活
を
送
っ
て
い
れ
ば
仮
釈
放
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
一
九
八
九
年
四
月
八
日
に
そ
の
三
分
の
二
の
経
過
日
を
む
か
え
た
。
し
か
し
、
一
九
八
六
年
に
同
法
が
改
正
さ
れ
て
、
予
定
の
釈
放
日
の
六
カ

月
前
に
矯
正
局
長
（Com

m
issioner of Corrections

）
は
、
該
当
者
が
死
傷
を
も
た
ら
す
犯
罪
を
犯
す
に
足
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
を
国
家

仮
釈
放
審
査
会
（N

ational Parole Board

）
に
か
け
て
、
刑
期
終
了
ま
で
仮
釈
放
さ
せ
な
い
こ
と
を
決
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
は
善
良

な
在
監
者
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
も
、
こ
の
改
正
法
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
仮
釈
放
を
否
定
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
改
正
法
を
七
条
違
反
と
訴
え
た
。

最
高
裁
は
、
改
正
法
は
合
憲
で
、
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
の
適
用
に
も
違
憲
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
し
た
。
法
令
違
憲
の
議
論
で
は
、
七
条
違
反
が
主
張
さ
れ
た
。

ま
ず
七
条
の
「
自
由
」
が
侵
害
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
仮
釈
放
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
仮
釈
放
の
期
待
権
は
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
修

正
第
一
四
条
の
適
正
手
続
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
自
由
の
権
益
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
は
、
そ
う
し
た
自
由
の
権
益
が
与
え
ら
れ
た
（vested

）

と
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
（not vested

）
と
か
は
問
題
で
は
な
く
、
保
護
さ
れ
た
自
由
権
益
が
制
約
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
そ
れ
が
Ｐ

Ｆ
Ｊ
に
符
合
し
た
も
の
か
ど
う
か
が
問
題
だ
と
し
た
。
仮
釈
放
法
が
改
正
さ
れ
な
け
れ
ば
、
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
は
八
九
年
四
月
八
日
に
自
動
的
に
仮
釈
放
さ

れ
る
高
度
の
期
待
権
を
有
し
た
か
ら
、
八
六
年
の
同
法
の
改
正
は
こ
の
自
動
的
な
仮
釈
放
の
蓋
然
性
を
奪
っ
た
意
味
で
自
由
の
期
待
権
を
減
じ
た
と
い
え

る
。
か
く
し
て
、
七
条
の
「
自
由
」
の
侵
害
を
認
め
た
。

で
は
そ
の
侵
害
の
仕
方
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
か
。
憲
章
は
些
細
な
（trivial

）
制
約
は
問
題
と
し
な
い
。「
さ
ら
な
る
自
由
の
剝
奪
に
相
当
す
る
条
件
に

実
質
的
な
変
化
（substantial change

）」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
「
自
分
の
自
由
を
主
張
す
る
者
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
保
護

に
も
か
か
わ
る
。
根
本
的
正
義
は
こ
れ
ら
の
利
益
の
間
で
、
手
続
と
実
体
法
の
両
方
で
公
平
な
均
衡
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
を
要
求
す
る
」。
ま
ず
、
被
告
人



一
六
〇

カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
の
利
益
と
社
会
の
利
益
の
公
正
な
バ
ラ
ン
ス
が
法
の
変
化
に
よ
っ
て
く
ず
れ
た
か
。
矯
正
制
度
は
国
の
専
門
的
な
裁
量
で
、
時
代
や
社
会

の
変
化
で
何
が
司
法
制
度
の
利
益
に
な
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
容
す
る
。
立
法
あ
る
い
は
規
則
に
よ
っ
て
矯
正
の
法
制
度
が
変
え
ら
れ
る
こ

と
自
体
、
根
本
的
正
義
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
本
件
の
刑
期
が
全
う
さ
れ
る
形
式
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
特
定
の
変
化
が
憲
章
に
反
す
る
か
。

こ
の
変
化
は
、
強
制
的
な
監
視
か
ら
釈
放
さ
れ
れ
ば
重
篤
な
傷
害
を
犯
す
か
も
し
れ
な
い
人
か
ら
社
会
を
保
護
す
る
公
益
に
直
接
か
か
わ
る
。
在
監
者
の

釈
放
さ
れ
る
利
益
よ
り
こ
の
公
益
が
勝
る
の
で
あ
り
、
両
者
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
は
公
平
に
保
た
れ
て
い
る
か
ら
、
憲
章
違
反
で
は
な
い
。
囚
人
に
は
聴

聞
の
機
会
が
改
正
法
で
も
保
障
さ
れ
、
手
続
も
十
分
で
あ
る
。
か
く
し
て
違
憲
で
は
な
い
と
し
た
。

刑
事
責
任
に
関
す
る
立
法
の
態
度
も
問
題
と
な
る
。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
は
厳
格
な
責
任
が
違
憲
と
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
法
で
は
責
任
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
判
事
は
三
つ
に
分
類
し
て
い
る（

（（
（

。
第
一
が
絶
対
責
任
（absolute liability

）
で
、
単
純
に
、
禁
止
行
為
を
な
す
こ
と
で
構
成
さ
れ

る
犯
罪
で
あ
る
。
過
失
や
故
意
は
要
求
さ
れ
な
い
。
法
律
を
犯
そ
う
と
す
る
意
図
や
合
理
的
に
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
を
怠
っ
て
も
、
犯
罪
と
さ
れ
る
。

第
二
が
厳
格
責
任
（strict liability

）
で
あ
る
。
単
純
に
禁
止
行
為
を
な
す
こ
と
が
構
成
要
件
で
あ
る
が
、
か
か
る
犯
罪
を
避
け
る
た
め
に
合
理
的
に
配

慮
し
た
こ
と
を
被
疑
者
が
蓋
然
性
の
衡
量
に
つ
い
て
の
民
事
上
の
規
準（civil standard of the balance of probabilities

）に
照
ら
し
て
立
証
す
れ
ば
、

抗
弁
と
な
る
。
実
際
、
合
理
的
な
注
意
を
払
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
被
告
人
の
み
が
有
責
と
さ
れ
る
か
ら
、
不
注
意
と
い
う
過
失
要
件
が
存
在
す
る
。

第
三
が
故
意
（m

ens rea

）
で
あ
り
、
禁
止
行
為
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
法
を
犯
す
意
思
（
も
し
く
は
法
が
破
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
注
意
を
欠
い

て
い
る
）
の
有
罪
意
思
（guilty m

ind

）
を
も
っ
て
そ
れ
を
行
っ
た
こ
と
で
構
成
さ
れ
る
。

Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
は
、
カ
ナ
ダ
法
に
は
長
く
な
じ
み
の
あ
る
絶
対
責
任
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
と
さ
れ
た
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
は
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
憲
法
に
習
熟
す
る
の
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
刑
事
法
で
の
原
理
的
側
面
に
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い（

（（
（

。

Ｍ
Ｖ
Ｒ
は
、
七
条
違
反
が
問
題
と
な
る
憲
法
審
査
は
、
①
七
条
の
生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全
の
権
利
が
剝
奪
さ
れ
た
か
、
②
そ
う
だ
と
し
た
な
ら
、

そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
な
さ
れ
た
か
、
③
そ
う
だ
と
し
た
な
ら
七
条
違
反
と
な
る
が
、
そ
れ
は
一
条
で
正
当
化
さ
れ
な
い
か
、
の
三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
る
と
し
た
。
こ
れ
が
い
か
な
る
規
準
に
具
体
化
さ
せ
て
い
く
の
か
を
次
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
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3　

Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
三
段
階
審
査
の
発
展

⑴　

妊
娠
中
絶
と
七
条
─M

モ
ー
ゲ
ン
テ
イ
ラ
ー

orgentaler

事
件
（
一
九
八
八
年
）

Ｍ
Ｖ
Ｒ
の
判
例
は
直
、
モ
ー
ゲ
ン
テ
イ
ラ
ー
事
件
に
踏
襲
さ
れ
た（

（（
（

。
妊
娠
し
た
女
性
お
よ
び
な
ん
ぴ
と
も
、
薬
品
等
（
手
段
は
列
記
さ
れ
て
い
る
）
で

中
絶
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
刑
法
二
五
一
条
を
、
最
高
裁
は
七
条
に
反
す
る
と
し
て
違
憲
と
判
断
し
た
。
原
告
は
医
師
で
あ
り
、
憲
章
二
条
ａ

や
一
二
条
違
反
も
主
張
し
て
い
る
が
、
本
件
は
七
条
に
照
ら
し
て
違
憲
と
す
る
判
断
で
十
分
と
し
て
い
る
。
判
決
（
デ
ィ
ク
ソ
ン
首
席
判
事
）
は
Ｍ
Ｖ
Ｒ

を
踏
襲
し
て
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
侵
害
さ
れ
た
と
判
断
し
た
な
ら
、
立
法
の
実
体
を
審
査
す
る
義
務
を
七
条
は
裁
判
所
に
課
し
て
い
る
と
し
、
か
か
る
侵
害
が

Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
符
合
し
て
い
な
け
れ
ば
正
当
化
さ
れ
な
い
と
し
た（

（（
（

。

そ
こ
で
ま
ず
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
、
と
り
わ
け
身
体
の
安
全
（
Ｓ
Ｐ
）
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
。
原
告
は
、
自
分
の
生
命
に
つ
い
て
根
本
的
な
決
定

を
な
し
、
そ
の
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
が
憲
章
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
判
例
法
上
、
身
体
の
保
全
に
干
渉
し
た
り
、

身
体
的
ス
ト
レ
ス
を
重
篤
に
刑
法
で
加
え
た
り
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｐ
を
侵
害
す
る
（56

）（
（（
（

。
医
学
的
な
証
拠
で
は
、
治
療
的
中
絶
（therapeutic abortions

）

は
一
週
間
か
ら
七
週
間
ま
で
待
た
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
二
五
一
条
に
よ
る
処
置
に
は
数
週
間
を
要
し
母
体
に
危
険
を
と
も
な
う
の
は
明
ら
か
で
、
身
体

の
安
全
の
権
利
を
侵
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
の
っ
と
っ
て
い
る
か
。
二
五
一
条
に
よ
っ
て
、
中
絶
を
望
む
妊
婦
は
認
定
さ
れ
た
病
院
の
治
療
中
絶
委
員
会
に
申
請
し
て
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
委
員
会
は
健
康
被
害
を
判
断
す
る
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
健
康
の
概
念
も
そ
の
基
準
も
曖
昧
で
、
ま
た
そ
の
実

務
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
の
手
続
は
治
療
的
中
絶
を
利
用
し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
治
療
的
中
絶
の
た
め
に
二
五
一
条
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
手
続
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
合
致
し
な
い（

（（
（

。
こ
う
し
た
刑
法
の
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
法
枠
組
み
は
「
明
ら
か
に
不
公
平
（m

anifestly unfair

）」
で
あ
り
、

Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
と
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
ビ
ー
ツ
の
補
足
意
見
も
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る（

（（
（

。
中
絶
の
権
利
が
七
条
で
保
障
さ
れ
た
も
の
か
は
判
断
し
て
お

ら
ず
、
そ
れ
が
憲
法
上
の
権
利
で
あ
る
の
か
は
依
然
不
明
で
あ
る（

（（
（

。
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二

そ
し
てO

akes

テ
ス
ト
を
使
っ
て
一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
か
を
判
断
す
る
。
そ
れ
は
法
の
目
的
と
手
段
の
比
例
性
で
あ
り
、
①
規
制
手
段
が
目
的
に
対

し
て
合
理
的
で
公
平
で
あ
っ
て
、
恣
意
的
で
は
な
い
か
、
②
手
段
が
最
小
限
の
規
制
に
止
ま
っ
て
い
る
か
、
③
目
的
に
対
し
て
自
由
や
権
利
制
限
が
比
例

し
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
本
件
刑
法
規
定
の
目
的
は
妊
婦
の
生
命
や
健
康
の
保
護
で
あ
る
と
こ
ろ
、
政
府
は
胎
児
の
利
益
を
持
ち
だ
し
て
い
る
。
胎
児
の

権
利
は
憲
法
上
独
立
し
た
価
値
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
議
会
が
本
件
刑
法
規
定
で
妊
婦
優
先
と
胎
児
保
護
の
国
家
利
益
に
関

連
し
て
な
し
た
特
定
の
衡
量
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
（74

）。
そ
し
て
比
例
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
憲
章
違
反
と
結
論
づ
け
た
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
補
足
意
見
は
、
明
白
に
不
公
平
と
判
断
せ
ず
、
ま
た
七
条
が
手
続
面
に
止
ま
ら
ず
個
人
の
尊
厳
に
基
づ
く
と
す
る
新
た
な
Ｐ
Ｆ
Ｊ
原
理

を
示
し
た（

（（
（

。
い
わ
く（

（（
（

、

個
人
の
尊
厳
の
理
念
は
、
憲
章
で
保
障
さ
れ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
に
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
個
人
は
、
自
分
自
身
の
宗
教
と
生
命
哲
学

と
、
誰
と
交
わ
る
か
を
選
ぶ
権
利
と
自
分
自
身
を
ど
う
表
現
す
る
か
の
権
利
と
、
ど
こ
に
住
み
、
何
を
職
と
し
て
追
求
す
る
か
を
選
ぶ
権
利
を
、
与

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
憲
章
の
根
底
に
あ
る
基
本
理
論
の
例
で
あ
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
国
家
は
個
人
が
な
し
た
選
択
を
尊
重
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
可
能
な
限
り
最
大
限
、
こ
う
し
た
選
択
を
よ
い
生
活
と
は
こ
う
だ
と
い
っ
た
一
つ
の
考
え
に
服
さ
せ
る
の
は
避
け
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
憲
章
が
基
づ
い
て
い
る
人
間
の
尊
厳
の
一
つ
の
側
面
は
、
国
家
か
ら
干
渉
さ
れ
ず
に
根
源
的
な
個
人
的
決
定
を
な
す
権
利
で
あ
る
。
こ

の
権
利
は
自
由
の
権
利
の
必
須
要
素
で
あ
る
。
自
由
は
…
…
広
範
な
意
味
を
持
ち
う
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
思
う
に
こ
の
権
利
は
、
適
切
に
解
釈
さ

れ
て
、
根
本
と
し
て
個
人
的
に
重
要
な
決
定
を
な
す
の
に
か
な
り
の
自
律
を
個
人
に
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
関
し
て
、
そ
れ
が
変
転
し
て
い
く
原
理
（evolving

）
で
あ
る
の
を
典
型
的
に
示
し
た
分
水
嶺
の
判
例
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
意
見
は
、「
い

か
な
る
権
利
や
利
益
や
価
値
が
自
由
で
民
主
的
な
社
会
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
の
規
範
的
判
断
に
お
い
て
、
変
転
す
る
社
会
価
値
に
注
目
し
て
い
る
」
の

で
あ
る（

（（
（

。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
先
の
事
件
で
こ
う
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
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カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

自
由
で
民
主
的
な
社
会
で
の
根
本
的
価
値
と
し
て
の
自
由
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
制
憲
者
は
、
彼
の
潜
在
を
完
全
に
発
展
さ
せ
て
現
実
化
さ
せ
、
彼

自
身
の
特
質
に
あ
う
よ
う
彼
自
身
の
生
き
方
を
計
画
し
、
よ
か
ろ
う
が
悪
か
ろ
う
が
彼
自
身
に
選
択
さ
せ
、
非
国
教
徒
（non–conform

ist

）、
特
異

で
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
で
さ
え
あ
る
、
今
日
の
語
法
で
い
え
ば
、「
自
己
中
心
（his ow

n person

）」
や
そ
う
し
た
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
に
個
人

の
自
由
が
あ
る
と
考
え
た
と
信
じ
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
貫
し
て
自
由
を
広
く
捉
え
、
そ
の
定
義
は
支
持
を
集
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
最
高
裁
の
多
数
を
占
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い（

（（
（

。
最

高
裁
は
七
条
の
自
由
を
「
根
本
的
な
個
人
の
選
択
」
に
限
定
し
て
い
る
よ
う
だ
（B

ブ
レ
ン
コ

lencoe

事
件
）（

（（
（

。
ブ
レ
ン
コ
事
件
で
は
、
先
例
（Godbout v. 

Longueuil

）
を
引
い
て
、
自
由
の
権
利
は
、「
個
人
が
固
有
の
私
的
選
択
を
州
の
干
渉
か
ら
自
由
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
以
上
減
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
個
人
的
自
律
の
権
利
」
だ
と
し
、
そ
う
し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
し
た（

（（
（

。
個
人
の
保
全
は
「
州
に
よ
る
深
刻
な
身
体
的
ス
ト
レ
ス
（serious 

state–im
posed psychological stress

）」
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
、
州
の
個
人
へ
の
干
渉
が
す
べ
て
七
条
違
反
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
身
体

的
損
害
が
州
の
課
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
重
篤
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
た（

（（
（

。
ブ
レ
ン
コ
は
、
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
で
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
回
復
す
る
た
め
の
手
続
が
遅
延
し
て
い
る
こ
と
に
七
条
違
反
が
あ
る
と
し
て
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の
要
件
を
当
て
は
め
て
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
は

認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
感
情
的
ス
テ
ィ
グ
マ
は
七
条
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
し
た（

（（
（

。 

七
条
の
保
護
を
受
け
る
に
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
自

由
や
身
体
の
安
全
の
利
益
が
相
当
に
重
要
（suffi

ciently im
portant

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

最
高
裁
は
、「
原
告
が
被
っ
た
ス
ト
レ
ス
や
ス
テ
ィ
グ
マ
や
不
安
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
剝
奪
し
な
か
っ
た
」
と
し
た
。
七
条
の
文
言
で
制
憲
者
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ

に
限
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
七
条
の
保
護
法
益
ま
で
昇
華
さ
れ
な
い
と
し
、
し
た
が
っ
て
七
条
の
前
提
と
な
る
自
由
や
身
体
の
安
全
の
権
利
の
侵
害
が
認

め
ら
れ
な
い
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
審
査
ま
で
な
す
必
要
は
な
い
と
し
た（

（（
（

。

三
段
階
審
査
の
う
ち
、
第
一
段
階
、
す
な
わ
ち
、
原
告
が
訴
え
て
い
る
権
利
侵
害
が
七
条
の
保
護
法
益
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

最
高
裁
に
七
条
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
限
定
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
態
度
は
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
定
義
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
本
件
で
問
題
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と
し
て
い
る
精
神
的
な
侵
害
は
七
条
の
保
護
類
型
に
入
ら
な
い
と
、
消
極
の
解
答
だ
け
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
七
条
の
自
由
の
利
益
に
、
根

本
的
な
個
人
の
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
実
を
類
型
化
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う（

（（
（

。

⑵　

Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
よ
り
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
審
査
を
重
視

売
春
の
権
利
は
憲
章
七
条
で
保
障
さ
れ
る
か（

（（
（

。
カ
ナ
ダ
刑
法
は
、
売
春
宿
（baw

dy–house

）
を
営
ん
だ
り
所
有
し
た
り
す
る
者
に
刑
事
責
任
を
科
し

（
二
一
〇
条
）、
売
春
者
と
同
居
し
た
り
、
公
的
な
場
所
で
売
春
の
勧
誘
を
し
た
り
す
る
者
も
罰
し
て
い
る
（
二
一
二
条
、
二
一
三
条
）（

（（
（

。
こ
の
構
成
要
件
に

該
当
し
た
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
者
が
、
こ
の
法
の
七
条
違
反
を
争
っ
た
。
最
高
裁
は
、
お
金
の
た
め
に
性
を
売
る
こ
と
は
カ
ナ
ダ
で
は
犯
罪
で
は
な
く
、

売
春
は
違
法
で
は
な
い
の
で
、
売
春
の
語
は
上
記
条
項
か
ら
削
除
さ
れ
る
と
判
断
し
た
（B ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

edford

事
件
）。

こ
れ
は
原
審
の
判
断
（H

im
el, J.

）
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
。
そ
れ
は
、
売
春
に
関
連
す
る
刑
事
罰
は
不
道
徳
な
行
為
を
処
罰
す
る
と
い
う
よ
り
も
社

会
的
な
損
害
を
統
御
す
る
こ
と
に
あ
り
、
科
学
的
な
証
拠
を
斟
酌
す
る
と
、
本
件
刑
事
法
で
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
合
理
的
関
連
は
な
い
と
し
た

も
の
で
あ
る（

（（
（

。
自
由
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
身
体
の
安
全
に
も
か
か
わ
り
、
そ
の
論
点
は
「
国
家
の
行
為
と
最
終
的
に
影
響
を
受
け
る
個
人
の
安
全
の
剝

奪
の
間
に
相
当
な
因
果
関
係
（suffi
cient causal connection

）
が
あ
る
か
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
認
め
た（

（（
（

。

売
春
規
制
を
合
憲
と
し
た
最
高
裁
の
先
例
が
あ
る
（“Prostitution Reference”

）（
（（
（

。
そ
こ
で
は
、
売
春
の
た
め
に
交
流
す
る
の
を
犯
罪
と
し
た
刑
法
規

定
の
構
成
要
件
が
曖
昧
（vague

）
だ
と
し
て
、
七
条
違
反
が
問
題
と
な
っ
た
。
最
高
裁
は
禁
止
規
定
が
広
汎
で
あ
る
の
は
認
め
た
け
れ
ど
も
、
知
覚
で

き
る
文
言
の
意
味
を
裁
判
所
が
定
義
で
き
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
と
し
て
、
合
憲
と
し
た
。
本
件
は
、
こ
の
先
例
は
照
会
（reference

）
で
あ
り
、
か
つ
争

点
が
異
な
る
と
し
て
（distinguish

）、
こ
れ
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
と
し
た
う
え
で
（paras 40

─47

）、
七
条
違
反
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
立
法
事
実
は
、

時
代
の
流
れ
で
変
化
し
て
お
り
、
政
府
部
門
に
委
譲
す
る
必
要
も
な
い
か
ら
、
最
高
裁
は
こ
れ
を
精
査
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（paras 48

─56

）。
ま
ず

身
体
の
安
全
の
侵
害
が
あ
る
か
。
売
春
宿
で
の
居
住
や
売
春
目
的
で
の
公
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
禁
止
す
れ
ば
、
七
条
の
身
体
の
安
全
の
侵
害
に
な

ら
な
い
か
。「
お
金
の
た
め
に
性
を
売
る
の
は
犯
罪
で
は
な
」
く
、
本
件
規
定
の
売
春
宿
で
の
そ
の
行
為
が
犯
罪
と
な
る
（para 61

）。
本
件
の
刑
法
規
定
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カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

で
は
街
頭
と
出
張
（out–calls

）
の
売
春
の
み
適
法
と
な
る
。
し
か
し
、
屋
内
の
売
春
の
方
が
街
頭
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
危
険
で
は
な
い
し
、
運
転
手

や
受
付
係
を
置
く
な
ど
す
れ
ば
よ
く
、
買
春
者
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
し
た
り
す
る
の
も
禁
じ
て
い
る
か
ら
、
身
体
の
安
全
を
害
し
て

い
る
の
は
明
ら
か
だ
（paras 63

─72

）。
本
法
諸
規
定
は
「
否
定
的
に
作
用
し
て
、
個
人
の
売
春
す
る
権
利
の
安
全
な
行
使
に
か
か
わ
る
」（para 73

）。

因
果
関
係
の
テ
ス
ト
に
は
、
①
相
当
因
果
関
係
（suffi

cient causal connection

）　

②
通
常
の
影
響
（general im

pact

）　

③
積
極
的
に
予
見
で
き
る

直
接
因
果
関
係
（active and foreseeable and direct causal connection

）
の
三
つ
が
あ
る
と
こ
ろ
、
柔
軟
な
適
用
が
可
能
な
①
が
本
件
で
は
ふ
さ

わ
し
い
。
売
春
の
危
険
を
避
け
る
た
め
の
手
段
が
本
法
規
定
だ
と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
達
成
す
る
相
当
な
手
段
で
な
い
ば
か
り
か
、
売
春
そ
の
も
の

を
禁
止
し
て
い
る
し
、
第
三
者
の
行
為
ま
で
不
当
に
制
約
し
て
い
る
。

で
は
そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
か
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
義
は
変
転
し
、
恣
意
性
（arbitrariness

）、
広
汎
性
（overbreadth

）、
著
し
い
反
比
例
性

（gross disproportionality

）
と
な
っ
て
い
る
（paras 96, 97

）。「
こ
れ
ら
三
つ
の
原
理
は
…
…
法
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
権
利
侵
害
を
、
法
の
有
効
性

（effectiveness

）
で
は
な
く
、
法
の
目
的
に
比
較
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
法
が
い
か
に
よ
く
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
か
と
か
、
い
か
に
多
く
の
人
口
が
そ

の
法
の
恩
恵
を
受
け
た
か
を
み
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ど
の
原
理
も
人
口
の
何
％
が
否
定
的
な
影
響
を
被
っ
た
か
を
は
か
る
も
の
で
な
い
。
分
析
は
質

で
あ
っ
て
（qualitative

）、量
で
は
（quantitative

）
な
い
の
だ
。
七
条
の
問
題
は
、Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
本
質
的
に
悪
い
法
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
か
で
あ
っ
て
、

著
し
い
反
比
例
性
、
広
汎
性
、
個
人
に
対
す
る
恣
意
的
な
効
果
は
、
七
条
違
反
を
立
証
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
」（para 123

）。
こ
れ
が
満
た
さ
れ
て
も
、

さ
ら
に
一
条
違
反
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
個
人
の
権
利
侵
害
と
い
う
負
の
効
果
が
公
益
を
は
か
る
に
法
の
差
し
迫
っ
た
実
質
的
利

益
に
釣
り
合
っ
て
い
る
か
の
審
査
で
、
七
条
で
の
審
査
と
異
な
る
（para 125

）。
こ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
満
た
さ
れ
ず
、
本
件
刑
法
規
定
は
違
憲
と
判
断

さ
れ
た
。

も
と
よ
り
、
売
春
を
規
制
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
公
的
関
心
の
高
い
重
要
な
問
題
な
の
で
、
議
会
に
委
ね
ら
れ
る
。
本
件
規

定
が
違
憲
と
な
れ
ば
規
制
が
緩
や
か
に
な
り
、
売
春
が
放
縦
に
な
る
た
め
、
本
件
判
決
の
実
効
に
一
年
間
の
猶
予
を
付
け
て
い
る
（paras 165

─169

）。

こ
の
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
で
は
、
売
春
が
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
権
利
な
の
か
は
判
断
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
判
断
は
本
件
に
は
必
要
な
い
と
し
、
本



一
六
六

件
刑
事
法
が
七
条
の
意
図
に
沿
っ
た
も
の
か
、
つ
ま
り
、
法
の
目
的
と
自
由
や
個
人
の
安
全
の
侵
害
が
合
理
的
関
連
を
有
す
る
も
の
か
を
判
断
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
感
覚
で
は
売
春
は
不
道
徳
で
規
制
す
べ
き
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
た
と
え
そ
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
科
学
的
に
客
観
的
で
説
得
的
な

証
拠
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
で
は
少
な
く
と
も
法
の
目
的
と
手
段
と
の
関
係
で
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
い
え
る（

（（
（

。

こ
の
判
断
で
興
味
深
い
の
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
か
っ
ち
り
定
義
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
あ
る
い
は
規
準
は
憲
章
の
歴
史
の
積
み
重
ね
と
と
も
に

緻
密
な
方
向
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
以
前
の
七
条
判
断
の
先
例
拘
束
性
を
認
め
な
い
、
あ
る
い
は
先
例
と
は
な

ら
な
い
（distinguish
）
と
す
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
売
春
が
七
条
あ
る
い
は
憲
章
で
保
護
さ
れ
る
自
由
か
は
判
断
を
避
け
て
お
り
、
本
件
刑
法
規
定
が
そ
の
目

的
か
ら
身
体
の
安
全
に
か
か
わ
る
と
判
断
し
（
す
り
か
え
？
）、
目
的
と
手
段
の
関
係
を
審
査
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
テ
ス
ト
で
処
理
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
民
の

自
由
を
拡
大
さ
せ
る
人
権
保
障
と
い
う
よ
り
も
、
裁
判
所
が
立
法
の
仕
方
を
精
査
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
立
法
の
作
法
を

吟
味
す
る
た
め
の
道
具
と
な
っ
て
い
て
、
目
的
と
手
段
の
有
機
的
合
理
的
関
係
が
診
断
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
よ
う
に
、
人
権
の
中
身
に
よ
っ
て

審
査
基
準
を
変
え
る
ス
タ
イ
ル
は
と
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
侵
害
さ
れ
た
人
権
が
そ
の
よ
う
な
も
の
か
は
問
わ
ず
、
少
な
く
と
も
憲
章
上
の
自
由
や
権
利
で

あ
れ
ば
、
同
じ
規
準
で
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

4　

三
段
階
審
査
の
定
着
と
Ｐ
Ｆ
Ｊ
概
念
の
深
化
─
─
尊
厳
死
規
制

七
条
の
適
用
可
能
性
の
射
程
の
問
題
は
、
尊
厳
死
を
め
ぐ
っ
て
鮮
明
に
意
識
さ
れ
、
そ
の
規
範
的
意
義
や
審
査
方
法
が
洗
練
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
み

る
次
の
二
つ
の
事
件
は
、
い
ず
れ
も
終
末
期
患
者
で
体
力
の
衰
え
か
ら
自
分
で
生
命
を
絶
ち
切
れ
な
い
者
が
、
医
師
の
助
け
を
受
け
て
こ
れ
を
実
行
す
る

の
を
刑
法
が
禁
じ
て
い
る
の
は
七
条
違
反
（
平
等
条
項
の
一
五
条
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
）
だ
と
し
て
争
っ
た
も
の
で
あ
る
。

R

ロ
ド
リ
ゲ
ズ

odriguez

事
件
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
判
断
と
な
る
七
条
の
違
憲
審
査
基
準
の
定
式
、
す
な
わ
ち
、
恣
意
的
、
広
汎
性
、
著
し
い
反
比
例
性
の
三
つ
の
テ
ス

ト
を
打
ち
出
し
た
ケ
ー
ス
で
も
あ
る（

（（
（

。



一
六
七

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

⑴　

ロ
ド
リ
ゲ
ズ
事
件

Ａ　

事
件
の
概
要
と
判
旨

自
殺
す
る
権
利
が
憲
章
で
認
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
事
件
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
概
念
が
問
題
と
さ
れ
た（

（（
（

。

筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
に
罹
っ
て
余
命
二
〜
一
四
カ
月
と
診
断
さ
れ
、
じ
き
に
呼
吸
も
含
む
自
律
行
動
が
で
き
な
く
な
り
、
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
が
確
実
で
あ
っ
た
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
は
、
や
が
て
死
ぬ
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
死
の
情
況
や
時
期
、
方
法
を
決
め
た
い
と
希
望

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
自
ら
死
を
実
行
す
る
た
め
の
体
力
は
す
で
に
な
く
、
尊
厳
死
は
他
者
の
助
け
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
、
自
分
が
決
め

た
死
期
に
専
門
医
に
こ
れ
を
実
行
し
て
も
ら
う
許
可
命
令
を
Ｂ
Ｃ
州
最
高
裁
判
所
に
求
め
た
。
そ
の
際
、
カ
ナ
ダ
刑
法
典
二
四
一
条
ｂ
が
、
自
分
と
自
分

が
依
頼
し
た
専
門
医
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
条
項
が
憲
章
七
条
、
一
二
条
、
一
五
条
ｂ
に
反
し
て
無
効
で
あ
り
、
五
二
条
一
項
に
よ
り
法
的
効
力

を
持
た
な
い
と
の
宣
言
を
憲
章
二
四
条
に
基
づ
い
て
求
め
た
。
カ
ナ
ダ
刑
法
典
二
四
一
条
ｂ
は
、
自
殺
を 

⒜ 

教
唆
、
ま
た
は 

⒝ 

幇
助
・
関
与
し
た
者
は
、

自
殺
が
完
遂
さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
四
年
以
下
の
禁
固
に
処
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
Ｂ
Ｃ
州
最
高
裁
判
所
（
第
一
審
）
と
控
訴
審
が
訴
え

を
退
け
た
の
で
、
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

本
件
の
憲
法
上
の
論
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
①
刑
法
二
四
一
条
ｂ
の
全
部
も
し
く
は
一
部
は
、
憲
章
七
条
、
一
二
条
、
一
五
条
一
項
に
反
し
て
い
る

か
？
②
そ
う
だ
と
し
て
も
、
憲
章
一
条
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
憲
章
違
反
に
は
な
ら
な
い
か
？　

多
数
意
見
（S

ソ
ピ
ン
カ

opinka

法
廷
意
見
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
、

G

ゴ
ン
テ
ィ
エ

onthier, I

イ
ア
コ
ブ
ッ
ケ

acobucci, M

メ
ジ
ャ
ー

ajor

判
事
同
調
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
刑
法
二
四
一
条
ｂ
は
七
条
に
反
せ
ず
合
憲
と
し
た（

（（（
（

。

二
四
一
条
ｂ
は
自
ら
の
死
の
時
期
と
方
法
を
統
制
す
る
の
を
禁
じ
て
い
る
点
で
七
条
に
違
反
す
る
か
が
、
本
件
の
本
質
的
問
題
で
あ
る
。
同
条
は
生
命

の
神
聖
不
可
侵
（sanctity

）
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
個
人
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
保
障
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
制
限
は
受
け
な
い
こ
と
を
保
障
す

る
。
本
件
で
は
い
か
な
る
実
体
的
利
益
が
法
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
。
助
け
が
な
け
れ
ば
自
分
の
命
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
、
二
四
一
条
ｂ
は
、
刑
罰
を
も
っ
て
自
殺
幇
助
を
一
切
禁
止
す
る
こ
と
で
そ
の
可
能
性
を
奪
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
安
全
に
か
か
わ
る
法
シ
ス
テ
ム
と

関
係
し
て
い
る
。
個
人
の
安
全
（security of person

）
は
、
刑
事
訴
追
の
恐
れ
な
く
生
命
や
健
康
へ
の
危
険
な
情
況
で
医
学
的
治
療
を
受
け
る
権
利
を



一
六
八

含
む
。
こ
れ
は
肉
体
と
精
神
の
両
面
で
の
個
人
を
保
全
（integrity

）
し
、
国
家
の
介
入
か
ら
個
人
の
自
律
を
優
先
さ
せ
る
原
理
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

自
身
の
身
体
に
関
す
る
決
定
の
自
律
権
（personal autonom

y

）
と
人
間
の
尊
厳
は
、
こ
れ
ら
に
関
与
す
る
刑
法
の
禁
止
か
ら
自
由
で
あ
る
限
り
で
、
個

人
の
安
全
が
優
越
す
る
。
医
療
で
自
分
の
身
体
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
を
選
択
す
る
権
利
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
二
四
一
条
ｂ
は
、

ロ
ド
リ
ゲ
ズ
の
自
律
を
侵
害
し
て
お
り
、
彼
女
の
安
全
を
侵
害
す
る
や
り
方
で
身
体
的
肉
体
的
苦
痛
を
与
え
て
い
る
。

で
は
こ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
い
る
か
。
こ
れ
は
手
続
の
み
な
ら
ず
実
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
主
観
的
判
断
に
流
れ
や
す
い
が
、
裁
判
所
が
判
断
す
る

と
き
は
普
遍
性
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
モ
ン
ロ
ー
を
根
拠
と
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
社
会
の
正
義
概
念
に
不
可
欠
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に

基
づ
い
た
原
理
が
要
求
さ
れ
る
。
歴
史
、
さ
ら
に
運
用
も
み
て
、
合
理
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
四
一
条
ｂ
は
自
殺
幇
助
を
包
括
的
に
禁
じ

て
い
る
。
こ
れ
が
、
傷
つ
け
ら
れ
や
す
い
人
を
保
護
す
る
国
家
利
益
に
関
係
の
な
い
恣
意
的
で
不
公
平
な
法
な
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
国
家
利
益
は
単

な
る
政
策
で
は
な
く
、
人
命
の
神
聖
不
可
侵
と
い
う
根
本
原
理
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
殺
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
神
と
国
王
に
対
す
る
罪
と
さ
れ
た
。
ス
ト
ア
哲
学
で
は
個
人
の
自
由
と
さ
れ
、
哲
学
で
は
一
致
を
み
な
い
。
カ
ナ
ダ
で
は

コ
モ
ン
ロ
ー
で
犯
罪
と
さ
れ
て
刑
法
典
に
規
定
さ
れ
る
も
、
自
殺
未
遂
罪
は
一
九
七
二
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
脱
刑
罰
化
（decrim

inalization

）

は
本
件
と
は
関
係
が
な
い
。
こ
れ
は
妊
娠
中
絶
の
一
部
非
刑
罰
化
と
異
な
り
、
自
殺
を
し
た
い
人
の
自
律
権
が
市
民
の
生
命
を
守
る
と
の
国
家
の
利
益
に

優
越
す
る
と
い
う
、
議
会
や
カ
ナ
ダ
人
の
包
括
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
自
殺
は
法
以
外
の
学
問
で
の
議
論
で
あ
っ
て
、
法
的
救

済
に
は
な
じ
ま
な
い
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
自
殺
幇
助
廃
止
の
法
案
が
出
さ
れ
て
は
、
こ
と
ご
と
く
否
決
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
修
正
第
一
四
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
自
由
権
益
と
し
て
、
生
命
維
持
装
置
を
拒
否
す
る
権
利
を
認
め
て
い
る
し
、
イ
ギ
リ
ス
も
消
極

的
安
楽
死
は
認
め
て
い
る
。
た
だ
濫
用
に
は
警
戒
的
で
、
厳
格
な
要
件
を
課
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
法
改
革
委
員
会
も
、
末
期
患
者
の
苦
痛
回
避
の
た
め
の

尊
厳
死
に
は
同
情
す
る
も
、
第
三
者
の
介
助
は
認
め
て
い
な
い
。
個
人
の
死
に
他
人
が
参
加
す
る
の
は
道
徳
的
、
そ
し
て
法
的
に
悪
で
あ
り
、
何
よ
り
も

濫
用
の
恐
れ
が
あ
っ
て
、
完
全
な
禁
止
以
外
に
は
濫
用
を
防
げ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
外
国
に
は
、
二
四
一
条
ｂ
の
よ
う
な
規
定
を
持
つ

国
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
国
も
あ
る
。
後
者
に
あ
っ
て
も
、
指
針
を
設
け
て
そ
れ
を
違
法
性
阻
却
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
西
欧
民
主
主
義
国
に
あ
っ



一
六
九

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

て
、
二
四
一
条
ｂ
の
よ
う
な
自
殺
幇
助
の
包
括
禁
止
（blanket prohibition

）
が
基
本
的
人
権
に
反
す
る
と
か
、
違
憲
だ
と
か
判
断
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

人
命
の
神
聖
不
可
侵
は
一
般
原
理
で
あ
り
、
個
人
の
自
律
や
尊
厳
が
優
越
す
る
限
定
的
例
外
情
況
に
服
す
る
。
そ
こ
で
は
死
の
過
程
へ
の
介
入
で
消
極

的
と
積
極
的
の
意
思
の
関
与
の
区
別
は
重
要
と
な
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
、
医
師
は
治
療
拒
否
の
意
思
表
示
は
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
区

別
に
医
師
の
意
図
は
重
要
で
、
苦
痛
緩
和
治
療
で
は
死
期
を
早
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
殺
幇
助
と
異
な
り
死
を
不
可
避
に
す
る
意
図
は
な
い
。
Ｐ
Ｆ

Ｊ
は
、
合
理
的
人
間
に
あ
っ
て
一
般
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
意
味
で
の
根
本
的
な
原
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
り
、
そ
れ

は
、
人
命
を
尊
重
し
保
護
す
る
制
度
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
死
刑
制
度
の
廃
止
が

あ
る
。
し
か
し
、
自
殺
幇
助
で
は
そ
こ
ま
で
の
域
に
達
し
て
い
な
い
。
二
四
一
条
ｂ
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
違
反
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

Ｂ　

違
憲
論

こ
れ
に
対
し
て
、M

マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン

cLachlin, L

ロ

ー

リ

ュ

デ

ュ

ベ

’H
eureux–D

ubé

判
事
の
一
部
同
調
、
一
部
反
対
意
見
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
件
は
ラ
マ
ー
の
反
対
意
見
の
よ
う
に
平
等
違
反
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
身
体
に
関
す
る
決
定
を
な
す
個
人
の
権
利
を
国
家
が
規
制
す
る
方
法
に
か

か
わ
る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
条
の
個
人
の
安
全
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と
の
多
数
意
見
に
は
賛
同
す
る
も
、
他
者
に
も
利
用
で
き
る
選

択
権
を
原
告
に
否
定
す
る
の
は
正
当
化
で
き
な
い
と
考
え
る
。「
個
人
の
安
全
は
、
自
分
の
身
体
に
関
す
る
決
定
で
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
尊
厳
を

守
る
人
格
的
自
律
の
要
素
で
、
…
…
何
が
自
分
の
身
体
に
と
っ
て
最
善
か
を
決
定
す
る
自
律
を
持
つ
の
は
、
人
間
の
尊
厳
と
役
割
（persona

）」
な
の
で

あ
る
。
国
家
が
こ
れ
を
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
や
り
方
で
侵
せ
ば
、
七
条
に
違
反
す
る
。
議
会
が
二
四
一
条
ｂ
で
そ
の
よ
う
に
し
て
い
な
い
か
が
問
題
な
の
で

あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
わ
れ
わ
れ
の
法
制
度
の
根
本
的
教
義
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
身
体
を
扱
う
原
告
の
個
人
的
権
利
を
制
限
す
る
立
法
の
枠
組
み
が
恣
意
的

（arbitrary

）
で
あ
る
な
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
と
な
る
の
を
判
断
す
れ
ば
よ
い
。
自
殺
を
非
刑
罰
化
し
た
こ
と
は
議
会
が
こ
の
問
題
は
法
以
外
の
領
域
に
委
ね

る
の
が
最
善
と
判
断
し
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
す
る
多
数
意
見
に
は
同
意
で
き
る
。
た
だ
、
合
法
で
あ
る
自
殺
と
違
法
で
あ
る
自
殺
幇
助
で
、
前
者
は

選
択
で
き
て
後
者
は
選
択
で
き
な
い
と
の
違
い
は
何
な
の
か
。
こ
の
問
題
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
が
一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
か
の
検
討
と
な
る
。
恣
意
的
な
処
遇

で
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
の
疑
い
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
立
法
の
枠
組
み
が
目
的
に
照
ら
し
て
正
当
化
で
き
な
い
方
法
で
個
人
の
特
定
の
保
護
利
益
を
侵
害
し
て
い
る
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か
が
考
察
さ
れ
る
。
多
数
意
見
は
個
人
と
国
家
の
利
益
の
比
較
衡
量
を
説
く
。
立
法
の
枠
組
み
が
恣
意
的
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
適
正
さ
は
国

家
が
立
証
す
る
責
め
を
負
う
。
こ
れ
は
一
条
の
審
査
で
な
さ
れ
る
。

立
法
が
自
殺
＝
合
法
、
自
殺
幇
助
＝
違
法
と
区
別
し
た
の
は
、
原
告
の
自
律
権
を
行
使
す
る
妨
げ
と
な
っ
て
い
て
恣
意
的
で
あ
る
。
ゆ
え
に
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に

反
し
て
お
り
、
二
四
一
条
ｂ
は
七
条
に
反
す
る
。
こ
れ
は
一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
か
。
国
は
、
個
人
の
自
由
の
侵
害
の
重
篤
さ
を
凌
駕
す
る
に
十
分
な
重

要
目
的
に
法
が
仕
え
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
殺
の
予
防
で
も
な
け
れ
ば
死
を
助
け
る
行
為
の
予
防
で
も
な
く
、
真
の
目
的
は
実

際
的
で
真
に
死
を
望
ま
な
い
者
を
殺
し
て
し
ま
う
恐
れ
に
あ
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
有
責
の
殺
人
に
は
十
分
な
救
済
が
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
規
定
が
必
要
か

は
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、
不
真
正
な
死
の
同
意
へ
の
懸
念
は
健
常
者
の
自
殺
に
も
あ
る
。
同
意
し
て
い
な
い
者
が
殺
さ
れ
た
り
、
脆
弱
な
人
の
同
意
が

不
適
切
に
招
来
さ
れ
た
り
す
る
恐
れ
は
常
在
す
る
。
こ
の
恐
れ
は
、
原
告
が
選
択
し
た
時
と
方
法
で
自
命
を
絶
つ
憲
章
七
条
の
権
利
を
凌
駕
す
る
に
十
分

か
。
原
告
の
よ
う
な
者
の
同
意
な
く
し
て
死
に
至
ら
し
め
ば
、
そ
れ
は
故
意
殺
人
罪
に
問
わ
れ
る
。
ま
た
二
四
一
条
ａ
で
自
殺
の
相
談
は
犯
罪
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
脆
弱
な
者
に
不
正
な
影
響
を
与
え
る
の
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
条
の
正
当
化
は
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。

自
殺
幇
助
を
ど
う
扱
う
か
は
議
会
の
役
割
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
そ
れ
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
自
殺
幇
助
を
刑
罰
化
す
る
議
会
の
意

図
を
先
読
み
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
議
会
が
す
で
に
設
定
し
た
規
制
の
法
枠
組
み
を
与
え
ら
れ
て
、
原
告
の
絶
命
の
能
力
を
否
定
す
る
こ
と

が
恣
意
的
で
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
な
い
個
人
の
安
全
の
制
限
に
匹
敵
す
る
か
を
判
断
す
る
と
い
う
、
は
る
か
に
控
え
め
な
仕
事
で
あ
る
。
議
会
は

自
殺
＝
合
法
、
自
殺
幇
助
＝
違
法
の
枠
組
み
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

Ｃ　

平
等
違
反
の
問
題

首
席
判
事
ラ
マ
ー
の
反
対
意
見
は
、
憲
章
一
五
条
違
反
で
一
条
で
も
正
当
化
さ
れ
な
い
と
判
断
す
る
の
で
、
七
条
や
一
二
条
に
は
言
及
し
な
い
。

平
等
違
反
は
、
①
憲
章
一
五
条
で
言
及
さ
れ
た
事
由
で
の
平
等
権
侵
害
が
あ
っ
た
か
、
と
り
わ
け
個
別
な
差
異
に
基
づ
く
特
定
の
人
な
い
し
集
団
の
差

別
が
あ
っ
た
か
、
②
そ
の
不
平
等
は
差
別
的
か
、
③
そ
う
で
あ
る
な
ら
憲
章
一
条
で
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
か
、
の
三
段
階
で
な
さ
れ
る
。
刑
法
二
四
一

条
ｂ
は
自
殺
幇
助
を
禁
じ
て
お
り
、
社
会
道
徳
上
正
当
化
さ
れ
る
。
一
九
七
二
年
、
自
殺
未
遂
は
犯
罪
で
な
く
な
り
、
自
殺
は
合
法
と
な
る
。
健
常
者
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カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

は
他
人
の
助
け
を
借
り
ず
に
自
殺
で
き
る
が
、
身
障
者
（disabilities

）
は
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
の
よ
う
に
他
人
の
助
け
な
く
し
て
は
自
ら
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
れ
は
法
の
効
果
に
お
い
て
明
確
な
不
平
等
を
生
む
か
ら
、
身
体
的
障
害
（physical disability

）
と
い
う
個
人
的
な
特
性
に
基
づ
く
差
別
で
あ
り
、

一
五
条
の
不
平
等
事
由
に
該
当
す
る
。
こ
れ
は
一
条
で
正
当
化
さ
れ
な
い
。
脆
弱
者
が
自
殺
を
強
要
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
の
立
法
目
的
は
多
数
意
見

と
同
様
、
正
当
で
あ
る
。
そ
の
手
段
は
こ
の
目
的
と
関
連
さ
せ
る
と
、
原
告
の
平
等
権
に
対
す
る
合
理
的
に
可
能
な
必
要
最
小
限
の
侵
害
に
な
っ
て
い
な

い
か
ら
、
比
例
テ
ス
ト
を
満
た
さ
な
い
。
自
殺
幇
助
を
全
面
禁
止
す
る
二
四
一
条
ｂ
は
脆
弱
者
を
保
護
す
る
が
、
こ
の
保
護
を
求
め
な
い
人
も
身
体
的
障

害
が
あ
る
こ
と
だ
け
で
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
（over–inclusive

）。

コ
ー
リ
も
次
の
よ
う
な
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
憲
章
七
条
は
人
間
存
在
の
天
賦
の
尊
厳
を
強
調
す
る
。「
個
人
の
命
は
死
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
死
は
生
命
の
ド
ラ
マ
の
最
後
の
幕
で
あ
る
」。
健
全
な
患
者
は
自
殺
で
き
る
の
だ
か
ら
、
刑
法
二
四
一
条
が
本
件
の
よ
う
な
末
期
患
者
に
対
し

て
の
み
禁
じ
る
こ
と
は
、
憲
章
一
五
条
に
も
違
反
す
る
。

Ｄ　

判
決
の
意
義

刑
法
二
四
一
条
ｂ
は
、
終
末
の
患
者
で
自
力
で
絶
命
で
き
な
い
者
に
対
し
て
、
首
席
判
事
を
除
く
八
人
が
憲
章
七
条
の
個
人
の
安
全
を
侵
害
し
て
い
る

と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
多
数
意
見
（
五
人
）
は
そ
れ
が
同
条
後
段
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
し
て
、
二
四
一
条
ｂ
を
合
憲
と
し

た
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
は
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
を
踏
ま
え
、
根
本
的
原
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
が
合
理
的
人
間
の
間
に
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
（general 

acceptance

）
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
た
。
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
の
要
素
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
安
楽
死
（euthanasia

）
に
は
存
在
し
な
い
と
し
た
。

こ
の
こ
と
は
死
ぬ
権
利
な
る
も
の
の
判
断
が
議
会
な
の
か
裁
判
所
な
の
か
の
視
点
の
相
違
に
も
な
る
。
多
数
意
見
は
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
問
題
で

あ
る
か
ら
議
会
の
役
割
だ
と
し
た
の
に
対
し
て
、
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
の
反
対
意
見
は
、
刑
法
二
四
一
条
ｂ
で
立
法
は
決
定
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ

が
公
平
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
裁
判
所
の
役
割
に
な
る
と
し
た
。

憲
章
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
味
を
ど
う
捉
え
た
の
か
。
専
門
医
に
よ
る
自
殺
幇
助
と
い
う
形
で
も
末
期
患
者
の
死
ぬ
権
利
を
憲
章
が
保
障
し
て
い
る
か
の
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判
断
が
、
本
件
で
期
待
さ
れ
る
。
刑
法
二
四
一
条
ｂ
は
末
期
患
者
の
治
療
を
拒
否
す
る
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と
み
て
、
憲
章
七
条
前
段
の
個
人
の
安
全

（security of person

）
が
個
人
の
尊
厳
の
神
聖
不
可
侵
を
基
軸
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
法
条
は
こ
れ
を
侵
害
し
て
い
る
と
の
認
識
は
共
有
さ
れ
る
。

し
か
し
、
後
段
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
は
異
な
っ
た
判
断
を
す
る
。
法
廷
意
見
は
、「
人
間
の
尊
厳
の
尊
重
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
根
底
に
あ
る
原
理
の
一
つ
で
あ

る
」
の
は
疑
う
余
地
は
な
い
け
れ
ど
も
、
独
立
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｊ
で
は
な
い
と
し
て
い
る
（592

）。
と
も
に
Ｍ
Ｖ
Ｒ
判
決
で
の
定
義
を
踏
襲
す
る
も
、
そ
の
具

体
的
な
中
身
は
別
に
認
識
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
利
害
の
限
界
を
画
す
る
の
に
資
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
権
利
で
あ
る
か
ら
無
意
味
に
す
る

ほ
ど
狭
く
解
さ
れ
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
の
法
制
度
の
根
本
教
義
（basic tenets

）
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
般
公
政
策
で
は
な
く
法
制
度
の
守
護
者
と
し
て

の
司
法
に
固
有
の
領
域
に
あ
る
と
し
た
（501, 503

）。
多
数
意
見
は
、
こ
れ
を
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
根
差
し
た
も
の
と
の
具
体
的
な
要
件
を
加
え
る（

（（（
（

。

こ
の
問
題
は
立
法
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
意
思
や
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
認
識
は
裁
判
所
の
憲
章
判
断
の
責
務
を
放
棄
す
る
と
批
判
さ
れ
る（

（（（
（

。
よ
し
ん
ば
こ
れ
に
の
っ
と
っ
た
と
し
て
も
、
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

ど
う
お
し
ば
か
る
の
か
。
当
時
の
世
論
調
査
で
は
、
本
件
の
よ
う
な
情
況
で
医
学
的
補
助
を
受
け
た
自
殺
は
容
認
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る（

（（（
（

。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
審
査
で
国
家
や
社
会
の
利
益
が
衡
量
さ
れ
、
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
判
断
基
準
に
な
る
こ
と
自
体
と
り
た
て
て
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
本
件
で
は
弱
者
を
保
護
す
る
国
家
利
益
の
正
当
化
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る（

（（（
（

。

法
廷
意
見
は
、「
死
を
早
め
る
患
者
の
権
利
」
を
憲
法
で
認
め
る
こ
と
に
深
刻
な
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、「
最
終
的
に
立
法
府
に
委
ね
る
の
は
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
の
複
雑
な
様
相
と
、
慎
重
な
制
定
法
の
指
針
も
漸
進
的
な
手
続
統
制
も
な
い
な
か
で
、
安
楽
死
を
む
し
ろ
立
法
化
す
る
の
は
、

個
性
を
危
う
く
す
る
潜
在
性
が
相
当
に
あ
る
か
ら
、
賢
明
で
あ
る
」（

（（（
（

と
の
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
の
ト
ラ
イ
ブ
の
学
説
に
同
調
す
る
。

コ
モ
ン
ロ
ー
は
自
殺
を
禁
じ
て
い
る
。
単
純
に
、
刑
法
二
四
一
条
ｂ
が
こ
れ
を
宣
言
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
議
会
は
、
一
九
七
二

年
に
自
殺
を
刑
法
か
ら
除
外
し
た
。
こ
の
立
法
趣
旨
を
ど
う
読
む
か
。
多
数
意
見
は
コ
モ
ン
ロ
ー
に
い
か
な
る
変
更
も
な
い
と
し
、自
殺
が
合
法
な
ら
も
っ

と
強
い
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
は
ず
で
、
こ
の
削
除
は
本
件
に
は
関
係
が
な
い
と
す
る
。
一
方
、
反
対
意
見
は
こ
の
削
除
を
重
視
し
、
自
殺
が
犯
罪
と
さ

れ
な
く
な
っ
た
以
上
、
健
常
者
は
自
力
が
あ
る
か
ら
自
殺
で
き
る
の
に
対
し
、
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
の
よ
う
な
脆
弱
者
は
で
き
な
い
と
い
う
二
四
一
条
ｂ
の
帰
結



一
七
三

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
と
す
る
。
こ
の
扱
い
を
ラ
マ
ー
は
一
五
条
の
平
等
権
の
問
題
と
し
た
の
に
対
し
、
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
だ
と
し
、
国

家
が
恣
意
的
な
処
遇
を
し
て
い
な
い
か
の
論
点
が
浮
上
し
た
。
首
席
判
事
ラ
マ
ー
に
は
死
ぬ
権
利
と
い
っ
た
困
難
な
問
題
は
避
け
た
い
と
の
配
慮
が
推
測

さ
れ
る
が
、
最
高
裁
が
憲
章
の
訴
訟
で
、
平
等
に
は
果
敢
に
立
法
に
反
省
を
促
す
契
機
を
持
っ
て
き
た
力
学
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
ま
れ
、
マ
ク
ラ
ッ

ク
リ
ン 

（
ロ
ー
リ
ュ
デ
ュ
ベ
判
事
同
調
。
コ
ー
リ
判
事
の
反
対
意
見
も
実
質
的
に
同
調
）
の
議
論
が
こ
こ
で
は
重
要
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
そ
れ
自
体
人
権
で

あ
り
、
国
家
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
扱
わ
れ
な
い
（fair

）
権
利
を
内
容
と
す
る
と
の
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
定
義
よ
り
も
具
体
的
で

あ
り
、
多
数
意
見
が
政
治
的
な
要
素
を
漂
わ
せ
る
の
に
対
し
て
、
法
的
で
あ
る
。

ラ
マ
ー
の
反
対
意
見
は
次
の
二
点
で
興
味
深
い
。
第
一
に
、
身
体
的
障
害
（disabled

）
に
基
づ
く
差
別
と
し
て
憲
章
一
五
条
違
反
を
指
摘
す
る
。
自

力
で
難
な
く
安
楽
死
で
き
る
健
常
者
と
の
差
別
が
あ
り
、
平
等
違
反
だ
と
し
た
の
に
は
、
説
得
力
が
あ
る
（
コ
ー
リ
判
事
同
調
）。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
審
査

（
三
段
階
ア
プ
ロ
ー
チ
）
で
、
原
告
の
抱
え
る
身
体
的
障
害
は
憲
章
一
五
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
明
文
の
差
別
事
由
に
該
当
す
る
と
し
た
。
ラ
マ
ー
は
、
自

殺
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
か
は
問
題
と
な
り
う
る
に
せ
よ
、「
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
に
自
殺
や
安
楽
死
の
道
徳
性
に
関
す
る
議
論
を
満
た
す
哲
学
的
理

論
的
な
考
察
に
よ
る
こ
と
な
く
、
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
憲
章
が
カ
ナ
ダ
社
会
の
世
俗
性
と
制
度
運
用
に
お
け
る
良
心
の
自
由
を
中

心
に
据
え
た
こ
と
を
本
質
的
に
確
立
さ
せ
た
こ
と
に
留
意
し
て
、
法
的
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」（553

）
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
違
憲
判
決
＝
憲
法
的
免
責
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
刑
法
二
四
一
条
ｂ
の
違
憲
の
判
断
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
一
年
間
の
猶
予
期
間
を

設
け
た
。
た
だ
本
件
原
告
に
つ
い
て
は
、
個
別
的
救
済
（Personal rem

edy

）
を
指
示
す
る
憲
法
的
免
責
（Constitutional exem

ption

）
を
認
め
た

（
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
ら
三
人
の
反
対
意
見
が
同
調
）
の
は
注
目
さ
れ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
へ
の
憲
法
的
免
責
は
上
級
裁
判
所
が
認
め
た
よ
う
に
行
う
こ
と
、
担

当
医
と
第
三
者
の
精
神
科
医
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
、
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
が
明
白
な
意
思
で
示
し
た
よ
う
な
や
り
方
で
な
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
、
条
件
と
し
て
つ

け
た
。
ラ
マ
ー
は
、
憲
法
的
免
責
は
無
効
宣
言
の
中
断
効
と
連
携
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

憲
法
的
免
責
はBig M

判
決
で
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
個
人
ま
た
は
集
団
に
適
用
さ
れ
れ
ば
違
憲
と
な
る
よ
う
な
場
合
、
当
該
立
法
が
改
廃
さ

れ
る
ま
で
は
有
効
な
立
法
と
し
て
憲
法
上
免
責
さ
れ
る
希
望
を
、
最
高
裁
は
と
き
と
し
て
傍
論
で
示
す
。
こ
れ
は
憲
法
判
断
の
効
力
に
関
す
る
司
法
裁
量



一
七
四

と
み
る
こ
と
が
で
き
、憲
章
五
二
条
一
項
で
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、個
別
救
済
の
内
容
や
範
囲
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

こ
れ
は
同
価
値
の
憲
法
の
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
類
の
も
の
で
、
本
来
は
立
法
府
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
る（

（（（
（

。

安
楽
死
が
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
情
況
は
、
人
間
の
尊
厳
で
は
な
く
、
憲
法
の
差
別
禁
止
条
項
に
反
す
る
疑
い
が
あ
る
こ
と
、
生
命
保
護
が
重
要

な
権
利
で
あ
る
か
ら
死
ぬ
権
利
は
否
定
さ
れ
、
そ
れ
は
国
家
利
益
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
が
、
安
楽
死
の
制
約
は
厳
格
な
審
査
が
必
要
と
の
普
遍
的
な
視
点

を
提
供
さ
れ
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る（

（（（
（

。
自
己
決
定
権
と
死
の
選
択
権
は
憲
法
で
保
護
さ
れ
る
と
し
た
の
は
コ
ー
リ
の
み
で
、
憲
章
が
自
ら
の
死
を
選
択

す
る
権
利
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
だ
。
安
楽
死
が
憲
章
で
認
め
ら
れ
る
か
の
判
断
は
、
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
実
体
的

価
値
に
踏
み
込
ま
な
い
も
の
と
し
て
狭
く
解
し
、
う
ま
く
避
け
た
と
い
え
る
。

で
は
、
法
廷
意
見
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
ど
う
み
た
の
か
。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
抽
象
性
ゆ
え
に
拡
大
す
る
の
を
警
戒
し
、
限

定
的
解
釈
を
し
て
い
る
。
い
わ
く
（590
）、

単
に
コ
モ
ン
ロ
ー
だ
か
ら
と
い
っ
て
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
構
成
す
る
に
十
分
だ
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
語
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
正
義
に
関
す
る
わ

れ
わ
れ
の
社
会
概
念
に
死
活
的
で
あ
る
と
何
ら
か
の
合
意
が
あ
る
原
理
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
わ
れ
わ
れ
の
社
会
が
倫
理
的

な
い
し
道
徳
的
と
考
え
る
こ
と
に
、
漠
然
と
一
般
化
す
る
ほ
ど
広
範
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
理
解
で
き
る
結
果
を
も
た
ら
す
や
り
方
で

何
ら
か
の
厳
密
さ
を
以
て
同
定
さ
れ
て
、
情
況
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
見
で
は
、
そ
れ
ら
は
ま
た
法
的
原

理
（legal princiles

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
包
括
性
を
認
め
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
具
体
的
な
定
義
や
原
理
の
発
見
方
法
は
判
示
し
な
か
っ
た
た
め
、
広
範
か
つ
放
縦
に
広
が

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
限
定
を
か
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
明
確
に
裁
判
で
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
い
難
い
。

二
〇
〇
三
年
のM

alm
o

–Levine

事
件
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
、
つ
ま
り
そ
れ
を
満
た
す
要
件
を
次
の
三
つ
に
整
理
し
て
い
る（

（（（
（

。
第
一
に
法
的
原
理
で
あ

マ
ル
モ

−

ル
ヴ
ァ
イ
ン



一
七
五

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

る
。
こ
と
第
二
に
、
そ
の
ル
ー
ル
な
い
し
原
理
に
、
法
制
度
が
公
平
に
機
能
す
る
や
り
方
の
根
本
で
あ
る
と
の
社
会
的
合
意
（societal consensus

）
が

あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
そ
の
原
理
が
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
剝
奪
を
ど
の
よ
う
に
認
定
す
る
か
を
管
理
で
き
る
規
準
を
も
た
ら
す
の
に
十
分
な
厳
密
さ
で
同
定
さ

れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、マ
リ
フ
ァ
ナ
の
単
純
所
持
を
犯
罪
と
す
る
麻
薬
統
制
法（N

arcotic Control A
ct

）が
七
条
に
反
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
被
告
側
は
、

マ
リ
フ
ァ
ナ
の
喫
煙
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
嗜
好
に
か
か
わ
り
、
こ
れ
を
可
罰
化
す
る
の
は
個
人
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
主
張
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
か
の

判
断
に
こ
の
三
要
件
を
当
て
は
め
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
、
Ｊ
・
Ｓ
ミ
ル
流
の
加
害
原
理
（harm

 theory

）
を
援
用
し（

（（（
（

、
こ
れ
が
七
条
に
内
包
さ
れ
て

い
な
い
と
す
る
（para 114
）。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
包
含
さ
れ
る
原
理
あ
る
い
は
ル
ー
ル
は
、「
法
シ
ス
テ
ム
が
適
正
に
機
能
す
る
よ
う
に
根
本
的
で
あ
る
と
す
る

相
当
な
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
、
生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全
の
剝
奪
を
認
め
る
た
め
の
測
定
可
能
な
規
準
に
委
ね
る
に
十
分
な
正
確
さ
で
同

定
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（para 113

）。
し
か
し
、
加
害
原
理
は
規
範
的
な
法
原
理
と
い
う
よ
り
、
重
要
な
国
益
を
記
述
す
る
も
の
と
し

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
（para 114

）。
そ
の
規
準
は
裁
判
で
使
用
す
る
に
耐
え
な
い
（para 127

）。
一
方
、有
害
を
避
け
る
こ
と
は
国
の
利
益
で
あ
り
（para 

131

）、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
禁
止
が
公
的
健
康
や
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
と
、
有
罪
に
さ
れ
た
人
を
含
む
禁
止
に
服
す
る
人
々
へ
の
反
対
の
効
果
の
間
に
比
例

関
係
が
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
（para 144

）。
立
法
目
的
が
正
当
で
も
そ
の
達
成
手
段
が
過
剰
（so extrem

e

）
な
ら
即
（per se

）、
比
例
し
て
い
な
い

（disproportionate

）
と
の
判
断
に
な
る
（Suresh

判
決
を
引
用
）。
最
低
絶
対
法
定
刑
（m

inim
um

 m
andatory sentence

）
は
な
い
か
ら
、マ
リ
フ
ァ

ナ
の
所
持
の
み
で
処
罰
し
て
も
粗
大
な
反
比
例
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
（para 168

）。

社
会
的
合
意
が
あ
る
と
の
判
断
は
ど
う
す
る
の
か
は
不
明
で
、
そ
れ
は
ま
た
裁
判
所
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
判
断
す
る
余
地
を
十
分
残
し
た
ま
ま
と
も
い
え
る（

（（（
（

。

母
国
セ
ル
ビ
ア
で
ヘ
ロ
イ
ン
の
運
び
屋
を
拒
否
す
れ
ば
母
親
を
殺
す
と
脅
迫
さ
れ
て
カ
ナ
ダ
へ
の
密
輸
を
犯
し
た
事
件
で
、
強
迫
さ
れ
た
者
で
罪
を
犯
す

意
思
が
な
け
れ
ば
、
脅
迫
者
は
犯
罪
現
場
に
脅
迫
を
じ
か
に
な
す
た
め
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
刑
法
の
規
定
が
問
題
と
な
っ
た
。
最
高
裁
は
、

刑
事
被
告
人
が
現
実
に
選
択
の
余
地
が
な
い
な
か
で
有
罪
の
汚
名
を
着
せ
る
の
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
、
憲
章
で
保
障
さ
れ
た
自
由
や
安
全
の
利
益
を
危
険
に

さ
ら
し
、
意
図
的
に
行
動
し
な
い
者
を
有
罪
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た（

（（（
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
内
心
の
非
自
発
性
（m

oral involuntariness

）
は
補



一
七
六

完
原
理
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
広
汎
す
ぎ
て
厳
密
に
解
釈
で
き
な
い
と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
構
成
す
る
と
す
る
の
は
疑
問
だ
と
の
批
判
が
あ
る（

（（（
（

。

マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
は
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
で
の
反
対
意
見
で
、
社
会
的
利
益
を
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
判
断
要
素
に
す
る
の
は
お
か
し
い
と
し
、
そ
れ
は
一
条
の
審
査
で
考

慮
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
い
わ
く（

（（（
（

、

社
会
利
益
を
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
持
ち
込
み
、
そ
し
て
刑
事
被
告
人
の
七
条
の
権
利
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
被
告
人
の
権
利
行
使
を
国
家
が
阻
害
す

る
の
は
、
適
切
で
は
な
い
。
社
会
利
益
は
憲
章
一
条
で
扱
わ
れ
る
べ
き
で
、
そ
こ
で
は
、
国
王
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
法
が
自
由
で
民
主
的
な
社
会
で

実
証
的
に
正
当
化
さ
れ
る
の
を
立
証
す
る
責
任
を
も
つ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
私
見
で
は
、
七
条
で
保
障
さ
れ
た
個
人
の
権
利
に
社
会
的
利
益
を
衡
量

す
る
の
は
、
憲
章
一
条
の
範
囲
内
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
は
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
要
素
と
し
て
取
り
込
み
、
介
助
さ
れ
た
自
殺
を
絶
対
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
の

に
、
広
く
西
欧
民
主
主
義
国
家
の
立
法
に
そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
社
会
科
学
的
事
実
と
し
て
変
容
し
て
お
り
、
ま
た
社
会

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
要
素
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
介
助
さ
れ
た
自
殺
が
立
憲
的
承
認
を
得
る
可
能
性
は
秘
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
な
る（

（（（
（

。
こ
れ
が
次
の
二
〇
一
五
年
の
ケ
ー
ス
で
実
現
し
た
。

⑵　

カ
ー
タ
ー
事
件（

（（（
（

Ａ　

事
件
の
概
要

T

テ
イ
ラ
ー

aylor

女
史
は
、
二
〇
〇
九
年
、
神
経
変
性
疾
患
の
筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
（am

yotrophic lateral sclerosis

（A
LS

））
に
罹
り
、
筋
肉
が
弱
ま
り

始
め
、
二
〇
一
〇
年
に
は
車
い
す
で
や
っ
と
短
い
距
離
を
移
動
で
き
る
程
度
に
ま
で
悪
化
し
、
耐
え
が
た
い
苦
痛
に
襲
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
常
生

活
に
も
介
護
を
要
す
る
よ
う
に
な
り
、
尊
厳
や
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
喪
失
を
痛
感
し
、
み
じ
め
に
死
ん
で
行
く
の
に
嫌
悪
を
訴
え
、
や
が
て
尊
厳
死
を
望



一
七
七

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

む
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
筋
力
が
な
い
た
め
自
分
の
力
で
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
を
認
め
て
い
る
ス
イ
ス
ま
で
行
け
る
財
力
も
な
い
。
カ
ナ
ダ

国
内
で
他
者
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な
い
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
刑
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
自
殺
は
苦
痛
を
と
も
な
い
、
選
択
肢
と
し
て
医

師
の
介
助
で
の
死
へ
の
移
行
（physician–assisted dying

（pady

））
し
か
な
い
。

K

カ

ー

タ

ー
ay

Carter
は
脊
髄
狭
窄
症
（spinal stenosis

）
の
持
病
が
悪
化
し
、
家
族
と
と
も
に
ス
イ
ス
に
渡
り
尊
厳
死
（death by dignity

）
を
実
施
し

た
。
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
法
上
何
ら
責
任
を
問
わ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
わ
ざ
わ
ざ
海
外
ま
で
出
掛
け
ず
と
も
カ
ナ
ダ
で
医
師
の
介
助
で
死
ぬ
こ
と
（physician–

assisted death

）
が
で
き
る
べ
き
だ
と
し
て
、
そ
の
医
師
と
娘
が
テ
イ
ラ
ー
の
訴
訟
に
参
加
し
た
。

第
一
審
（
Ｂ
Ｃ
州
最
高
裁
判
所
）
は
訴
え
を
認
め
二
四
一
条
ｄ
を
違
憲
と
判
断
し
た
が
、
控
訴
審
は
二
四
一
条
ｂ
がpady

を
禁
じ
て
い
る
の
は
憲
章

七
条
と
一
五
条
（
平
等
）
に
反
す
る
か
を
問
題
と
し
、
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
事
件
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。
最
高
裁
は
九
人
の
判
事
全
員
一
致
で
、
刑
法
二
四
一

条
ｂ
を
違
憲
と
判
断
し
た
。pady

「
を
禁
じ
る
こ
と
は
、
⑴
当
該
個
人
が
生
命
終
結
に
明
確
に
同
意
し
て
い
る
、
か
つ
、
⑵
そ
の
人
が
彼
（
女
）
の
情
況

で
個
人
に
忍
び
難
い
苦
痛
を
被
む
ら
せ
て
い
る
深
刻
か
つ
治
癒
で
き
な
い
医
学
的
条
件
（
病
気
、
感
染
症
、
不
能
を
含
む
）
に
あ
る
と
き
、
そ
う
し
た
助

け
を
受
け
る
の
を
意
思
能
力
の
あ
る
（com

petent
）
成
人
か
ら
剝
奪
し
て
い
る
限
り
、
無
効
で
あ
る
」（4. See also, 127, 147

）（
（（（
（

。

Ｂ　

判　

旨

①　

前
提
問
題

こ
の
論
点
の
前
に
二
つ
の
前
提
的
争
点
が
あ
る
。
第
一
が
、
二
四
一
条
ｂ
と
一
四
条
に
は
合
憲
と
し
て
い
る
最
高
裁
の
先
例
（
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
事
件
）
が

あ
る
か
ら
、
そ
の
拘
束
力
（stare decisis

）
で
本
件
は
争
え
な
い
（
政
府
の
主
張
）
か
で
あ
る
（42

─48

）。
な
る
ほ
ど
本
件
は
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
事
件
に
酷

似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
例
拘
束
性
は
絶
対
で
は
な
く
、
①
新
た
な
法
的
問
題
が
提
起
さ
れ
、
②
議
論
の
変
数
を
根
本
的
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
事
情
あ
る

い
は
証
拠
が
あ
る
と
き
、
確
立
し
た
判
示
事
項
で
あ
っ
て
も
再
考
で
き
る
。
本
件
は
こ
れ
ら
を
満
た
す
。
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
で
支
配
的
で
あ
っ
た
七
条
の
法
原

理
と
は
異
な
る
法
原
理
、
す
な
わ
ち
、
広
汎
性
と
著
し
い
反
比
例
性
（overbreadth and gross disproportionality

）
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
で
は
過
剰
包
摂
（over–inclusive

）
が
論
じ
ら
れ
、
弱
者
保
護
の
利
益
に
関
連
し
な
い
こ
と
で
不
当
あ
る
い
は
恣
意
的



一
七
八

（arbitrary or unfair

）
で
あ
る
か
を
問
う
た
。
広
汎
性
は
今
日
明
ら
か
に
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
法
が
法
の
目
的
に
何
ら
関
連
の
な
い
行
為
に

干
渉
し
て
い
る
か
を
問
う
。
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
の
多
数
意
見
は
著
し
い
反
比
例
性
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
立
法
事
実
の
基
盤
も
異
な
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
は
、
①

積
極
的
安
楽
死
と
消
極
的
の
倫
理
的
区
別
は
広
く
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
弱
者
保
護
の
た
め
の
中
間
措
置
（halfw

ay m
easure

）
が
欠
如
し
て
い

る
こ
と
、
③
白
地
的
禁
止
がslippery slope

（
ど
っ
ち
つ
か
ず
）
か
ら
守
る
の
に
必
要
と
す
る
西
欧
諸
国
の
間
に
実
質
的
合
意
が
あ
る
こ
と
、
に
依
拠
し

た
。
こ
れ
ら
は
本
件
に
は
み
ら
れ
な
い
。

第
二
が
、psdy

は
健
康
に
関
す
る
州
の
管
轄
権
に
あ
る
か
ら
、
連
邦
議
会
は
越
権
で
は
な
い
か
、
で
あ
る
（49

─53

）。
刑
法
な
の
だ
か
ら
連
邦
の
管
轄

で
あ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
（
一
八
六
七
年
憲
法
九
一
条
二
七
号
）
け
れ
ど
も
、
相
互
管
轄
免
責
（interjurisdictional im

m
unity

）
が
主
張
さ
れ
る
。

一
八
六
七
年
憲
法
九
一
条
は
連
邦
の
管
轄
権
、
同
九
二
条
は
州
の
管
轄
権
を
規
定
す
る
。
そ
れ
ら
は
排
他
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最
小
限
不
可
侵
の
核
た
る
内

容
を
持
つ
。
本
件
で
は
、pady

が
州
の
健
康
に
関
す
る
管
轄
権
の
「
保
護
さ
れ
た
核
（protected core

）」
を
阻
害
す
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
健
康
（health

）
は
州
と
連
邦
の
両
方
が
競
合
す
る
管
轄
領
域
で
、「pady

は
立
法
の
情
況
や
焦
点
し
だ
い
で
、
両
政
府
レ
ヴ
ェ
ル

に
よ
る
有
効
な
立
法
の
主
題
と
な
り
う
る
」
と
し
た
（53

）。

②　

七
条
審
査
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
実
体
的
権
利
の
侵
害

か
く
し
て
七
条
の
問
題
に
入
る
。審
査
で
は
三
段
階
テ
ス
ト
を
と
る
。第
一
に
、三
つ
の
実
体
的
権
利（
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
）の
侵
害
が
あ
っ
た
か
。ま
ず
生
命（life

）

で
あ
る
（57

─63

）。pady

の
禁
止
は
、
耐
え
が
た
い
苦
痛
に
な
っ
た
と
き
そ
う
す
る
の
を
恐
れ
て
、
時
期
尚
早
で
生
命
を
個
人
に
奪
わ
せ
る
効
果
を
持

つ
か
ら
、
生
命
権
に
か
か
わ
る
と
し
た
第
一
審
を
支
持
す
る
。
よ
り
広
い
質
的
な
（qualitative

）
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
べ
き
と
し
、
尊
厳
死
や
そ
の

時
期
を
決
定
す
る
権
利
を
含
む
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
第
一
審
は
、こ
れ
を
拒
否
し
て
、生
命
権
は
死
な
な
い
権
利
に
限
定
さ
れ
る
と
し
た
。
判
例
法
で
は
、

生
命
権
は
法
や
国
家
が
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
、
死
も
し
く
は
死
の
高
ま
っ
た
危
険
に
個
人
を
さ
ら
す
こ
と
に
か
か
わ
り
、
自
治
（autonom

y

）
や
生

活
の
質
は
伝
統
的
に
自
由
や
保
全
の
権
利
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
生
命
の
不
可
侵
（sanctity of life

）
は
最
も
根
本
的
な
社
会
的
価
値
で
あ
り
、
七
条

は
こ
れ
に
深
遠
な
る
尊
重
を
お
く
と
と
も
に
、
死
へ
の
移
行
で
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
包
含
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
命
の
不
可
侵
は
す
べ
て
の
人
間
の
命
は
是



一
七
九

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

が
非
で
も
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
も
は
や
み
ら
れ
な
い
。
法
は
こ
う
し
た
情
況
を
汲
ん
で
、
終
末
決
定
は
個
人
の
根
源
的
な
選
択
と
な
る
。

そ
こ
で
自
由
お
よ
び
身
体
の
安
全
の
権
利
が
問
題
と
な
る
（paras 64

─69

）。
両
者
は
個
人
の
自
治
と
尊
厳
を
保
護
す
る
利
益
で
あ
る
。
自
由
と
は
「
国

家
の
干
渉
か
ら
個
人
の
根
本
的
な
選
択
を
解
放
さ
せ
る
権
利
」
で
あ
り
、
個
人
の
安
全
は
、「
個
人
の
肉
体
的
保
全
を
国
家
の
干
渉
か
ら
解
放
さ
せ
る
よ
う

統
御
す
る
の
に
か
か
わ
る
個
人
の
自
治
の
概
念
を
包
含
す
る
」。
両
者
は
別
々
の
保
護
法
益
を
持
つ
が
、
本
件
の
目
的
か
ら
一
緒
に
考
察
で
き
る
。
第
一
審

は
、「
根
本
的
に
重
要
で
個
人
的
な
医
学
的
自
己
決
定
」
に
干
渉
し
、
肉
体
の
保
全
の
統
御
を
奪
い
、
苦
痛
と
心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
課
し
て
い
る
こ
と
で
テ

イ
ラ
ー
の
こ
れ
ら
の
権
利
を
制
限
し
た
と
し
て
、
重
篤
で
治
癒
不
可
能
の
病
人
の
尊
厳
と
、
保
全
の
重
要
な
決
定
を
な
す
機
会
を
否
定
し
た
と
判
断
し
た
。

こ
れ
に
同
意
す
る
。
自
分
の
運
命
を
決
定
す
る
成
人
の
権
利
は
、
自
ら
の
医
療
に
向
け
ら
れ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
基
礎
は
こ
の
原
理

で
あ
っ
て
、
自
由
と
個
人
の
保
全
を
保
障
す
る
七
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
由
の
利
益
は
「
国
家
の
強
制
ま
た
は
禁
止
が
重
要
か
つ
根
本

的
な
生
命
の
選
択
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
」
に
あ
り
、
本
件
は
ま
さ
に
こ
れ
に
当
た
る
。
な
お
、
カ
ー
タ
ー
を
ス
イ
ス
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
で
刑
事
責
任

を
問
わ
れ
る
脅
威
も
自
由
に
か
か
わ
る
が
、
争
点
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、pady

は
も
っ
ぱ
ら
、
提
供
す
る
者
で
は
な
く
求
め
る
者
の
権
利

が
問
題
と
さ
れ
る
。

③　

Ｐ
Ｆ
Ｊ
で
の
正
当
化
審
査

第
二
に
、
そ
れ
で
は
こ
う
し
た
実
体
的
権
利
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
や
り
方
で
侵
害
さ
れ
た
か
。
そ
も
そ
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
は
何
か
。
七
条
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
カ
タ

ロ
グ
を
規
定
し
て
い
な
い
。
三
二
年
に
わ
た
る
憲
章
の
判
例
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
理
を
出
し
て
は
い
る
も
の
の
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
侵
害
す
る
法
は
、
①
恣

意
的
②
広
汎
的
③
目
的
に
照
ら
し
て
著
し
く
反
比
例
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
最
低
限
の
憲
法
上
の
要
件
を
本
件
は
課
し
た
（72

）。

こ
れ
ら
は
法
の
目
的
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
る
か
ら
、
ま
ず
はpady

を
禁
止
し
た
法
目
的
を
明
確
に
す
る
。
そ
れ
は
、
弱
き
と
き
に
自
殺
し
よ
う
と

す
る
こ
と
か
ら
脆
弱
な
人
を
保
護
す
る
こ
と
で
、こ
れ
に
は
争
い
は
な
い
。
政
府
は
こ
れ
に
加
え
て
「
生
命
の
保
持
（preservation of life

）」
と
す
る
が
、

次
の
三
点
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
（76

─78

）。
第
一
に
、
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
の
多
数
意
見
が
そ
う
述
べ
た
と
し
、
な
る
ほ
ど
こ
の
法
廷
意
見
を
書
い
た
ソ
ピ
ン
カ

は
た
し
か
に
生
命
の
維
持
と
は
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
禁
止
の
特
定
の
目
的
を
述
べ
た
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
的
価
値
を
鼓
舞
さ
せ
る
た
め
に



一
八
〇

言
及
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
に
、
そ
の
よ
う
に
目
的
を
広
く
解
す
れ
ば
分
析
を
だ
め
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
手
段
の
正
当
性
の
比
例

原
理
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
判
例
は
、
攻
撃
さ
れ
て
い
る
法
の
目
的
は
七
条
の
た
め
に
厳
密
に
（precisely

）
定
義
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

次
に
、
①
②
③
を
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
か
の
審
査
に
入
る
。
ま
ず
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
判
断
で
は
、
攻
撃
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
競
合
す
る
社
会
利

益
あ
る
い
は
公
的
利
益
は
、
か
か
わ
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
競
合
す
る
道
徳
的
主
張
や
広
汎
な
社
会
利
益
は
、
一
条
の
審
査
で
な
さ
れ
る
の
が
適
切
で

あ
る
。
Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
ラ
マ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
わ
れ
わ
れ
の
司
法
シ
ス
テ
ム
の
必
須
の
要
素
か
ら
導
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
、
人

間
ひ
と
り
ひ
と
り
に
価
値
と
尊
厳
が
あ
る
と
の
信
条
に
根
づ
い
た
も
の
で
あ
る
」（81

）。

次
に
恣
意
的
（arbitrariness
）
は
ど
う
か
（83, 84

）。
こ
れ
は
、
法
の
目
的
と
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
に
そ
れ
が
課
す
制
限
と
の
間
に
何
ら
合
理
的
な
連
結
が
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
恣
意
的
な
法
は
法
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
。pady

の
目
的
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
、
介
助
に
よ
る
自
殺
を
禁
じ
る
こ
と
は
明

ら
か
に
こ
の
目
的
に
資
す
る
か
ら
、
恣
意
的
で
は
な
い
。

で
は
広
汎
性
は
ど
う
か
。
過
剰
包
摂
、
つ
ま
り
「
一
般
的
に
法
の
目
的
を
支
え
る
方
法
で
権
利
を
剝
奪
す
る
法
が
、
そ
の
目
的
に
何
ら
関
連
を
持
た
な

い
方
法
で
何
人
か
の
個
人
の
権
利
を
否
定
す
る
こ
と
で
行
き
過
ぎ
（go too far

）
て
い
な
い
か
」
を
審
査
す
る
（85

）。
こ
れ
は
Ｌ
Ｒ
Ａ
（
よ
り
制
限
的

で
な
い
他
の
選
び
う
る
手
段
）
の
テ
ス
ト
で
は
な
く
、
議
会
が
選
択
し
た
手
段
が
、
立
法
府
が
意
図
し
た
害
に
関
係
の
な
い
方
法
で
個
人
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を

剝
奪
し
て
い
る
か
を
審
査
し
、
広
汎
な
社
会
的
影
響
で
は
な
く
、
個
人
の
そ
う
し
た
権
利
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
。
こ
う
考
え
る
と
、pady

の
禁
止
は
、

何
人
か
の
個
人
の
権
利
を
制
限
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
場
合
で
は
弱
者
保
護
の
目
的
に
関
連
せ
ず
、
包
括
的
禁
止
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
広
汎
す
ぎ

る
（overbroad

）
と
い
え
る
。
政
府
は
弱
者
を
特
定
で
き
な
い
し
、
誰
で
も
弱
者
た
り
う
る
し
、
そ
も
そ
も
搾
取
的
と
非
搾
取
的
の
区
別
は
ぼ
ん
や
り
し

て
お
り
、
法
規
定
は
広
汎
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
条
で
議
論
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

著
し
い
反
比
例
性
は
ど
う
か
。
実
体
的
権
利
侵
害
が
法
の
目
的
と
の
比
例
原
則
を
法
外
に
欠
い
て
い
な
い
か
。
法
の
目
的
に
比
べ
て
原
告
の
権
利
に
否

定
的
な
効
果
が
一
見
し
て
認
め
ら
れ
る
か
、
そ
の
影
響
と
法
目
的
は
著
し
い
反
比
例
性
の
基
準
に
達
し
な
け
れ
ば
不
相
応
と
な
る
か
、
で
判
断
す
る
。
原
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告
の
権
利
の
否
定
は
「
非
常
に
重
篤
（very severe

）」
で
あ
り
、
著
し
く
反
比
例
に
な
る
。
影
響
を
受
け
る
個
人
に
不
必
要
な
苦
痛
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
だ
。

か
く
し
て
、pady

禁
止
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
た
や
り
方
で
あ
る
の
で
、
七
条
に
違
反
す
る
。
な
お
、
七
条
違
反
で
あ
る
の
で
、
一
五
条
（
平
等
）
違
反
は

論
ず
る
に
及
ば
な
い
（93

）。

④　

一
条
で
の
正
当
化
審
査

第
三
に
、
本
件
の
七
条
違
反
は
一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
か
。
こ
れ
に
はO

akes

テ
ス
ト
を
当
て
は
め
る
。
す
な
わ
ち
、
⑴
法
の
と
っ
て
い
る
手
段
が

そ
の
法
目
的
に
合
理
的
に
連
結
し
て
い
る
か　

⑵
法
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
の
侵
害
は
最
小
限
か　

⑶
法
の
有
害
な
効
果
と
有
益
な
の
と
で
は
釣
り

合
っ
て
い
る
か
（proportionality
）。
七
条
違
反
を
正
当
化
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
（95

）
と
し
た
一
方
で
、
政
府
が
一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
公
共
善

（public good

）、
つ
ま
り
競
合
す
る
社
会
的
利
益
が
憲
章
で
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
、
容
認
さ
れ
る
。
本
件
で
は
制
限
が
法
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
目
的
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
政
府
が
禁
止
は
比
例
的
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
か
が
問
題
の
焦
点
と
な
る
。
も
っ
と
も
、pady

は
複
雑
な
社
会
政
策
や
競
合
す
る
社
会
的
価
値
を
含
み
、
議
会
が
そ
れ
ら
を
衡
量
し
た
こ
と
に
委
譲
（deference

）
す
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
所
は
合
理
性

の
審
査
を
な
す
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
第
一
審
が
判
断
し
た
よ
う
に
、
絶
対
禁
止
は
「
複
雑
な
規
制
的
対
応
（com

plex regulatory response

）」
に

は
な
り
え
ず
、
委
譲
の
程
度
は
減
じ
ら
れ
る
（98

）。

第
一
に
、pady

の
禁
止
と
法
目
的
と
の
間
に
は
合
理
的
関
連
（rational connection

）
が
認
め
ら
れ
る
（para 100

）。
そ
れ
で
は
第
二
に
、
最
小
限

の
侵
害
（m

inim
al im

pairm
ent

）、
す
な
わ
ち
、
権
利
制
限
が
そ
の
目
的
に
合
理
的
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
立
法
目
的
達
成
に
、
よ
り
有
害
で
な
い

（less harm
ful

）
手
段
が
あ
る
か
、
の
立
証
を
政
府
が
行
っ
て
い
る
か
（102, 103
）。
こ
の
判
断
は
第
一
審
で
の
証
拠
が
物
を
い
う
。
第
一
審
が
、
科
学

者
や
医
師
そ
の
他
専
門
家
か
ら
証
拠
を
集
め
、pady

を
絶
対
禁
止
に
せ
ず
と
も
経
験
の
あ
る
医
師
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
弱
者
保
護
は
可
能
で
、
リ
ス

ク
も
少
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
正
当
で
あ
る
。
絶
対
禁
止
で
な
い
と
、
カ
ナ
ダ
は
安
楽
死
と
寛
容
死
（condoned m

urder

）
に
宙
ぶ
ら
り
ん
に
下
っ

て
い
く
こ
と
（slippery slope

）
に
な
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
国
際
的
に
み
て
そ
の
証
拠
は
な
く
、
第
一
審
の
判
断
に
誤
り
は
な
い
。
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Ｃ　

コ
メ
ン
ト

七
条
違
反
だ
け
で
は
違
憲
に
な
ら
ず
、
さ
ら
に
一
条
の
審
査
も
必
要
で
あ
る
と
は
、
確
立
し
た
手
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
審
査
基
準
の
相
違
や
関

係
が
本
件
で
明
確
に
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
で
議
論
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
（
（（（
（

。
七
条
審
査
は
恣
意
性
、
広
汎
性
、
反
比
例
性
の
テ
ス
ト
で
、
価
値
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
法
目
的
が
効
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
、
そ
の
否
定
的
効

果
が
並
外
れ
て
は
い
な
い
か
で
あ
る
。
一
条
の
審
査
は
問
題
を
異
に
し
、
法
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
が
公
共
利
益
を
凌
駕
す
る
止
む
に
や
ま
れ
な
い

実
質
的
な
（pressing and substantial

）
目
的
に
釣
り
合
っ
て
い
る
か
で
、
公
目
的
と
関
連
さ
せ
て
正
当
化
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
七
条
は
個
人
の
権

利
侵
害
の
次
元
に
止
ま
る
。
一
条
は
、
合
理
的
関
連
性
（rational connection

）、
最
小
限
の
侵
害
（m

inim
al im

pairm
ent

）、
権
利
侵
害
の
比
例
性

で
あ
り
、こ
の
審
査
は
量
的
で
あ
る
と
と
も
に
質
的
で
も
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
七
条
は
ど
れ
だ
け
の
人
が
侵
害
さ
れ
た
か
と
い
っ
た
量
の
問
題
で
は
な
く
、

質
の
問
題
で
あ
る
。
両
条
は
同
じ
関
心
に
根
差
す
が
、
分
析
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

⑶　

小　

括

カ
ー
タ
ー
事
件
は
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
判
決
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、
七
条
に
関
す
る
最
新
の
最
高
裁
判
例
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
や
審
査
方
法
は
同
条
に
関

す
る
立
憲
的
位
相
を
捉
え
る
の
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
要
件
は
絞
ら
れ
る
が
、
尊
厳
死
が
七
条
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
を

明
確
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

七
条
は
な
る
ほ
ど
三
つ
の
実
体
的
権
利
の
保
障
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
絶
対
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
け
れ
ば
制
限
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、
審
査
は
実
体
的
権
利
の
保
護
領
域
の
議
論
よ
り
も
（
む
し
ろ
こ
れ
自
体
は
す
ん
な
り
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
）、
国
家
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
や
り
方
で
侵

害
し
た
か
を
問
題
と
し
て
お
り
、
権
利
侵
害
よ
り
も
国
家
の
立
法
措
置
の
正
当
性
が
七
条
訴
訟
の
要
諦
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
違

憲
審
査
の
規
準
と
も
な
り
、
ま
た
国
民
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
の
っ
と
っ
た
扱
い
が
国
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
権
利
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
場
合
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
か
、
そ
の
規
準
は
何
か
、
が
七
条
の
関
心
と
な
る
。
や
や
穿
っ

た
見
方
を
す
れ
ば
、
法
文
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
処
遇
を
受
け
る
権
利
の
形
を
と
る
が
、
憲
法
訴
訟
の
関
心
は
国
家
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
た
措
置
を
と
っ
た
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か
に
あ
り
、
そ
の
反
射
と
し
て
そ
う
し
た
権
利
が
保
障
さ
れ
る
と
も
み
れ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
七
条
前
段
の
実
体
的
権
利
を
侵
害
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
正

当
化
事
由
と
し
て
機
能
す
る
面
も
あ
る
。
そ
の
際
の
挙
証
責
任
は
明
確
で
は
な
い
が
、
カ
ー
タ
ー
事
件
は
政
府
側
に
置
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
一

条
の
正
当
化
の
立
証
は
政
府
が
負
う
。

七
条
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
核
と
す
る
。
そ
の
意
義
を
章
を
改
め
て
掘
り
下
げ
て
い
こ
う
。

四　
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
立
憲
的
機
能

1　

概　
　
　

念

Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
定
義
や
射
程
は
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
も
明
確
に
さ
れ
た
と
は
い
え
ま
い
。「
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
法
制
度
の
基
本
原
理
（basic tenets of our 

legal system

）
に
見
出
さ
れ
る
裁
判
制
度
の
番
人
と
し
て
、
司
法
権
に
固
有
の
領
域
に
あ
る
」（

（（（
（

。
こ
の
定
義
は
ラ
マ
ー
自
身
が
Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
認
め
て
い
る
よ

う
に
、
具
体
的
な
法
規
範
と
し
て
は
使
え
ま
い
。「
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
意
味
と
し
て
何
ら
か
の
原
理
が
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
司
法
過
程
と
、
変
転
す
る
わ

れ
わ
れ
の
法
制
度
で
そ
の
原
理
の
性
格
、
根
拠
、
合
理
、
そ
し
て
本
質
的
役
割
の
分
析
に
か
か
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
網
羅
的
な
内
容
あ
る
い
は
簡

潔
な
列
挙
的
定
義
は
付
与
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
が
七
条
違
反
の
訴
え
で
表
明
す
る
具
体
的
な
意
味
づ
け
に
よ
る
で
あ
ろ
う
」（

（（（
（

。

Ｍ
Ｖ
Ｒ
以
後
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
や
法
制
度
の
基
本
原
理
を
咀
嚼
す
る
（
し
よ
う
と
す
る
）
判
例
が
出
て
く
る
が
、
そ
の
定
義
に
成
功
し
た
判
例
は
な
い（

（（（
（

。
こ
の

展
開
で
特
徴
的
な
の
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
は
カ
ナ
ダ
法
の
伝
統
に
よ
っ
て
根
本
と
さ
れ
る
も
の
で
、
一
義
的
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

た
法
概
念
が
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。
カ
ナ
ダ
法
の
漸
増
モ
デ
ル
と
も
い
う
べ
き
考
え
方
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
憲
法
が
軍
事
革
命
に
よ
っ
て
急

激
に
確
立
さ
れ
た
憲
法
原
理
を
と
っ
た
の
と
対
比
し
て
、
カ
ナ
ダ
憲
法
は
こ
の
体
験
を
持
た
ず
、
カ
ナ
ダ
が
自
己
規
定
し
て
い
く
漸
増
（increm

ental

）

の
ス
テ
ッ
プ
で
、
英
国
議
会
か
ら
権
能
を
手
中
に
し
て
い
っ
た
。「
憲
章
も
、
し
た
が
っ
て
、
法
と
政
府
の
比
較
的
安
定
し
成
熟
し
た
シ
ス
テ
ム
の
所
産
で

あ
る
。
憲
章
の
用
語
は
政
府
の
諸
機
関
の
間
と
、
個
人
と
国
家
の
間
の
法
的
関
係
を
画
定
さ
せ
た
公
法
伝
統
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
理
解
さ
れ
る
。
…
…
も
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ち
ろ
ん
伝
統
そ
の
も
の
は
変
遷
し
、
別
の
方
向
に
い
く
よ
う
に
み
え
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
実
際
、
憲
章
の
制
定
そ
れ
自
身
が
、
法
制
度
に
よ
っ
て
保
護
し

よ
う
と
す
る
利
益
に
与
え
ら
れ
た
高
次
の
価
値
の
証
拠
と
し
て
み
な
さ
れ
る
」（

（（（
（

。

コ
モ
ン
ロ
ー
諸
国
に
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
的
正
義
や
ア
メ
リ
カ
の
適
正
手
続
の
用
語
を
用
い
ず
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
公
平
な
聴
聞
（fair 

hearing

）
の
語
も
な
く
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
そ
れ
ら
と
同
一
で
は
な
い
、
そ
し
て
よ
り
広
い
、
つ
ま
り
手
続
的
な
正
義
に
限
定

さ
れ
な
い
意
義
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る（

（（（
（

。
ア
メ
リ
カ
の
適
正
手
続
の
解
釈
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
カ
ナ
ダ
の
「
憲
法
の
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ナ
ダ
の

伝
統
（our A

nglo–Canadian tradition of constitutional law

）」
に
符
合
さ
せ
て
解
釈
す
べ
き
と
の
先
駆
け
と
な
る
見
解
が
あ
る（

（（（
（

。
最
高
裁
の
い
う

よ
う
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
カ
ナ
ダ
の
法
伝
統
に
根
差
し
た
と
認
め
、
そ
の
う
え
で
そ
の
法
伝
統
と
は
何
か
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
義

的
に
で
き
る
代
物
で
は
な
い
。
た
だ
、
憲
章
が
違
憲
立
法
審
査
権
を
認
め
て
も
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
を
は
る
か
に
継
承
し
て
お
り
、
政
治

思
想
も
ア
メ
リ
カ
と
異
な
り
、
ト
ー
リ
ズ
ム
、
ホ
ィ
ッ
グ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
社
会
主
義
と
多
元
的
で
、
ど
れ
が
最
高
次
の
価
値
か
と
い
っ
た
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
が
な
い
と
指
摘
さ
れ
る（

（（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
的
と
い
う
の
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
は
成
文
化
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
憲
法
伝
統
の
根
本
理
念
は
不
文
法
原
理

た
る
議
会
主
権
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
権
力
分
立
は
弱
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
条
の
制
定
過
程
で
、
一
九
八
〇
年
九
月
の
憲
章
の
草
案
に
あ
っ
た
「
法
の
適
正
手
続
（due process of law

）」
の
文
言
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
書
き
換
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（（（
（

。
第
一
に
、
カ
ナ
ダ
法
は
権
利
章
典
二
条
ｅ
で
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
既
知
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の

文
言
は
政
治
的
に
責
務
を
課
す
も
の
で
は
な
く
、
単
に
手
続
に
の
み
か
か
わ
る（

（（（
（

。
第
三
に
、
な
ん
ぴ
と
も
認
め
る
よ
う
に
、
適
正
手
続
の
概
念
が
単
に
連

邦
管
轄
権
を
惹
起
さ
せ
る
た
め
に
お
も
し
ろ
お
か
し
く
使
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
用
語
で
裁
判
所
が
極
端
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
に

依
拠
す
る
の
を
慎
重
に
さ
せ
る
。
第
四
に
、
こ
の
概
念
は
当
時
の
支
配
的
な
手
続
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
自
然
的
正
義
よ
り
も
好
ま
し
い（

（（（
（

。

Ｍ
Ｖ
Ｒ
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
手
続
の
み
な
ら
ず
実
体
的
適
正
の
審
査
を
裁
判
所
に
義
務
づ
け
て
い
る
と
判
断
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
実
体
的
適
正
を
要
求
し
て
い
る

と
の
憲
法
解
釈
を
確
立
さ
せ
た
。
で
は
そ
れ
は
何
を
さ
す
の
か
。K

hadr

に
言
及
し
て
、
国
家
に
よ
る
差
別
行
為
、
不
公
正
、
国
際
法
違
反
が
こ
れ
に
当

た
る
と
し
た
の
を
女
性
差
別
撤
廃
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
さ
せ
て
実
体
的
平
等
だ
と
し
、
そ
れ
が
最
高
裁
の
傾
向
だ
と
も
論
じ
ら
れ
る（

（（（
（

。



一
八
五

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

二
〇
〇
二
年
のG

ゴ
ス
リ
ン

osselin

で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
は
「
基
本
的
な
必
要
性
（basic needs

）、
個
人
の
尊
厳
や
有
意
義
な
人
生
の
合
理
的
な
尊
重
、
自
己
統

治
（individual autonom

y

）、
個
人
の
安
全
と
い
っ
た
根
源
的
利
益
（fundam

ental interests

）」
で
あ
る
と
敷
衍
し
て
い
る
。
最
高
裁
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に

開
放
系
の
概
念
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
定
義
に
裁
判
官
は
全
く
自
由
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
慎
重
で
あ
る
と
い
え
る（

（（（
（

。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー

だ
け
で
は
な
く
、
憲
章
の
そ
の
他
の
権
利
や
哲
学
、
広
汎
な
倫
理
的
関
心
、
世
論
、
裁
判
所
制
度
な
ど
も
取
り
込
む
こ
と
と
な
る（

（（（
（

。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
類
す
る
規
範
は
権
利
章
典
に
あ
る
。
権
利
章
典
を
成
立
さ
せ
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ベ
イ
カ
ー
内
閣
は
、
基
本
的
人
権
（hum

an rights and 

fundam
ental freedom

s
）
の
存
在
を
認
識
し
、
こ
れ
を
憲
法
的
に
確
保
さ
せ
た
。
そ
こ
で
は
信
教
の
自
由
な
ど
の
実
体
的
権
利
に
加
え
て
、
弁
護
人
依

頼
権
な
ど
一
定
の
手
続
的
権
利
も
規
定
さ
れ
た
。
権
利
章
典
は
連
邦
の
法
律
で
あ
っ
て
、
連
邦
法
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
、
同
法
に
反
す
る
連
邦
法
は

無
効
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
、
憲
法
に
準
じ
る
法
律
で
あ
る（

（（（
（

。
今
日
、
憲
章
が
規
定
し
て
い
な
い
人
権
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。

カ
ナ
ダ
は
憲
章
で
ア
メ
リ
カ
型
の
違
憲
立
法
審
査
権
を
裁
判
所
に
認
め
、
そ
れ
は
立
法
の
内
容
に
ま
で
及
ぶ
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
議
会
優
越
の
憲
法
原
理

か
ら
、
裁
判
所
は
法
の
内
容
ま
で
は
統
制
で
き
な
い
。
カ
ナ
ダ
も
こ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
の
か
。
七
条
の
制
定
過
程
に
あ
る
よ
う
に
、due process

と

す
る
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
実
体
的
正
義
が
読
み
込
ま
れ
るL

ロ
ッ
ク
ナ
ー

ochner

流
の
展
開
を
避
け
る
た
め
に
、due porcess

と
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

制
憲
者
は
司
法
審
査
に
お
い
て
裁
判
所
が
立
法
の
実
体
的
価
値
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
立
法
府
の
領
域
で
あ
る
政
治
的
政
策
的
判
断
を
な
す
の
を
忌
避
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
権
利
章
典
二
条
ｅ
で
使
用
さ
れ
、
そ
れ
はfair hearing

と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
手
続
的
正
義
に
限
定
さ
れ
る

と
解
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
と
同
じ
文
言
の
憲
章
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
手
続
的
正
義
に
限
定
す
る
解
釈
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
説
得
力
は
あ
る
。

も
と
よ
り
、
制
憲
過
程
や
制
憲
者
意
思
は
憲
法
解
釈
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
憲
法
の
文
言
は
開
放
的
で
時
代
超
越
的

で
あ
る
か
ら
、
非
限
定
的
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
意
味
は
少
な
く
と
も
司
法
審
査
制
を
と
っ
た
以
上
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
そ
の

時
代
時
代
の
法
学
シ
ー
ン
を
反
映
さ
せ
て
確
定
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
い
う
文
言
自
体
開
放
的
で
、
簡
潔
な
意
味
（plain m

eaning

）
を

も
ち
え
な
い（

（（（
（

。
な
る
ほ
ど
権
利
章
典
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
手
続
的
意
義
が
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
七
条
は
権
利
章
典
二
条
ｅ
の
よ
う
に
明
白

な
限
定
を
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
権
利
章
典
と
同
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
も
そ
も
誤
り
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る（

（（（
（

。



一
八
六

2　

Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
包
括
性

⑴　

刑
事
司
法
で
の
包
括
規
定

日
本
国
憲
法
一
三
条
と
同
じ
よ
う
な
議
論
が
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
る
の
を
み
て
と
れ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
概
念
は
包
括
的
な
の
で
、
憲
章
が
規

定
す
る
権
利
以
外
の
権
利
を
憲
法
保
障
の
対
象
と
し
て
取
り
込
む
と
の
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
を
残
余
理
論
（residuary

）
と
い
う
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
概
念
は
そ

も
そ
も
明
確
で
は
な
く
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ
で
法
制
度
の
基
本
的
教
義
（basic tenets

）
と
定
義
さ
れ
た
。
か
か
る
表
現
か
ら
発
展
し
、
よ
り
具
体
的
な
意
味
合
い

が
最
高
裁
に
よ
っ
て
読
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（（（
（

。

こ
の
残
余
理
論
は
、
法
的
権
利
と
し
て
列
挙
す
る
八
条
か
ら
一
四
条
は
、
七
条
の
単
な
る
例
示
（illustrations

）
で
あ
り
、
実
体
的
根
本
正
義
を
考
え

る
の
に
何
ら
か
の
制
限
を
課
す
こ
と
に
資
す
る
と
し
、
根
本
的
正
義
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
価
値
は
、
八
条
か
ら
一
四
条
で
明
示
的
に
保
護

さ
れ
た
価
値
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る（

（（（
（

。

最
高
裁
は
、
強
制
さ
れ
た
自
己
負
罪
に
対
す
る
列
挙
さ
れ
た
権
利
は
証
言
の
強
制
に
の
み
適
用
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
事
被
告
人
の
公
判
前
の

黙
秘
権
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
で
保
障
さ
れ
る
と
し
て
い
る（

（（（
（

。
こ
の
ヘ
バ
ー
ト
事
件
で
は
、
警
察
の
被
告
人
聴
取
方
法
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

Ｍ
Ｖ
Ｒ
を
踏
襲
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
司
法
制
度
の
基
盤
だ
と
し
、
そ
れ
は
ま
ず
わ
れ
わ
れ
の
法
制
度
が
よ
っ
て
立
つ
基
盤
、
主
に
コ
モ
ン
ロ
ー
を
訪
ね
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
黙
秘
権
は
告
白
ル
ー
ル
（confessions rule
）
と
自
己
負
罪
特
権
（priviledges against self–incrim

ination

）
に
基
づ
く
も
、
欺
惘

的
な
警
察
行
為
か
ら
被
告
人
を
保
護
す
る
目
的
か
ら
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
限
定
さ
れ
ず
、
憲
章
は
制
定
者
の
意
図
に
拘
束
さ
れ
ず
に
時
代
時
代
の
概
念
で
判

断
さ
れ
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
特
定
の
ル
ー
ル
と
い
う
よ
り
も
広
汎
で
一
般
的
だ
と
し
た（

（（（
（

。
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
歴
史
的
と
も
派
生
的
（
半
影

理
論
）
と
も
い
わ
れ
る（

（（（
（

。
七
条
は
包
括
的
で
一
つ
の
ル
ー
ル
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
協
同
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
原
理
も
含
む
の
で
あ
っ
て
、「
被
拘
禁
者
の
黙

秘
権
は
、
哲
学
的
に
（philosophically

）、
公
判
で
の
自
己
負
罪
特
権
や
弁
護
人
依
頼
権
の
よ
う
な
、
関
連
す
る
権
利
と
両
立
す
る
」（

（（（
（

と
い
う
の
で
あ
る
。

憲
章
一
一
条
が
刑
事
被
告
人
の
権
利
を
列
挙
し
、
公
平
な
裁
判
を
要
求
し
て
い
る
が
、
公
判
外
で
の
黙
秘
権
は
七
条
で
保
護
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。



一
八
七

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
こ
の
法
廷
意
見
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
異
に
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
審
査
に
は
国
の
態
度
が
考
量
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
い
わ
く（

（（（
（

、「
公
権
力
が
Ｐ
Ｆ

Ｊ
に
反
し
た
ど
う
か
の
判
断
に
は
、
私
見
で
は
、
被
告
人
の
処
遇
に
絞
る
べ
き
で
あ
り
、
国
家
の
目
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
思
う
に
、
七
条
の
権
利

を
制
限
す
る
に
正
当
な
考
量
を
、
そ
の
射
程
と
内
容
を
断
定
す
る
の
に
差
し
は
さ
む
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
合
目
的
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
完
全
に
反
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
」。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
包
括
的
な
性
格
は
判
事
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
規
範
と
し
て
の
宿
命
を
背
負
い
、
司
法
権
が
積
極
的
に
そ
の
意
味
づ
け
を
な
す
よ
う
に
な
り
、

司
法
積
極
主
義
の
原
動
力
と
な
る
。
そ
れ
は
主
に
刑
事
司
法
に
向
か
い
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
の
人
権
保
障
の
拡
大
が
図
ら
れ
る（

（（（
（

。
ア
メ
リ
カ
の
適
正
手
続

条
項
は
、
実
定
的
権
利
が
な
い
時
、
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
援
用
さ
れ
る
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
全
部
に
ま
た
が
っ

て
人
権
を
活
性
化
さ
せ
る
原
理
で
あ
る
か
ら
、
拡
大
的
（expansive

）
で
あ
る（

（（（
（

。
根
本
（fundam

ental

）
と
は
手
続
に
限
定
さ
れ
ず
、
実
体
に
ま
で
及

ぶ
し
、
法
の
支
配
を
有
効
に
す
る
道
具
と
な
る
け
れ
ど
も
、
根
本
的
保
障
そ
れ
自
体
抽
象
的
で
、
無
限
の
事
例
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
都
度
根
本
が
判
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
司
法
権
が
究
極
の
判
断
権
者
と
し
て
君
臨
す
る（

（（（
（

。
結
果
、
司
法
積
極
主
義
が
惹
起
さ
れ
る
。

⑵　

行
政
手
続
へ
の
適
用
可
能
性

Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
自
然
的
正
義
を
含
む
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
行
政
の
審
判
所
（adm

inistrative tribunals

）
は
手
続
的
公
正
さ
を
順
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
七
条
が
及
ぶ
。
無
論
す
べ
て
の
行
政
手
続
で
は
な
く
、
そ
れ
が
生
命
、
自
由
、
安
全
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が

立
法
に
適
用
さ
れ
違
憲
無
効
に
で
き
る
場
合
に
は
、
制
定
法
が
明
示
あ
る
い
は
黙
示
で
行
政
裁
判
（adm

inistrative justice

）
の
根
拠
と
し
て
の
コ
モ

ン
ロ
ー
に
依
拠
す
る
の
を
排
除
し
て
い
る
と
き
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
制
定
法
が
公
平
義
務
を
排
除
あ
る
い
は
制
限
し
て
い
る
場
合
な
ど
で
、
七
条
違
反

が
問
題
と
さ
れ
る（

（（（
（

。

ロ
ド
リ
ゲ
ズ
で
、
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
が
政
府
の
恣
意
的
な
処
遇
を
受
け
な
い
権
利
と
し
てfairness

を
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
読
み
込
ん
で
い
る
の
が
、
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
は
適
正
手
続
に
ほ
か
な
ら
ず
、
経
緯
や
内
容
が
同
一
か
は
と
も
か
く
、
ア
メ
リ
カ
のdue process

と
軌
を
同
じ
く
す
る
の
は
紛
れ
も
な
い
。



一
八
八

自
然
的
正
義
は
ア
ン
グ
ロ
カ
ナ
ダ
法
（A

nglo–Canadian law

）
の
可
視
的
な
適
正
手
続
の
標
準
で
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
と
憲
章
七
条

の
両
者
に
最
も
密
接
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
あ
る（

（（（
（

。
自
然
的
正
義
は
一
七
世
紀
、
内
乱
や
弾
劾
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て
王
座
裁
判
所
が
二
つ
の
ル
ー
ル
を
自
然

的
正
義
と
言
明
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
二
つ
と
は
、audi alteram

 partem

（
一
方
当
事
者
は
聴
聞
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
、nem

o 

iudex in causa sua debet esse

（
何
人
も
自
分
自
身
の
事
件
に
判
事
と
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
日
、
自
然
的
正
義
が
適
切
な
聴
聞

の
機
会
の
保
障
と
、
利
害
関
係
の
な
い
中
立
の
判
事
に
よ
る
裁
判
の
法
理
と
し
て
語
ら
れ
る
。
自
然
的
正
義
や
そ
の
規
準
は
コ
モ
ン
ロ
ー
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
制
定
法
で
修
正
を
受
け
れ
ば
制
定
法
が
優
先
さ
れ
る
し
、
そ
も
そ
も
自
然
的
正
義
は
裁
判
の
概
念
で
あ
っ
て
、
立
法
や
政
策
の
プ
ロ
セ
ス
に
は

適
用
さ
れ
な
い（

（（（
（

。
判
例
に
よ
っ
て
七
〇
年
代
に
は
手
続
的
公
平
（procedural fairness

）
の
法
理
が
形
成
さ
れ
て
、
司
法
過
程
以
外
に
も
自
然
的
正
義

の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
的
正
義
や
手
続
的
公
平
の
違
反
に
は
司
法
審
査
が
及
び
、
い
わ
ば
「
新
自
然
的
正
義
」
と
な
り
、
カ
ナ
ダ
の

手
続
的
公
平
の
基
準
は
「
旧
自
然
的
正
義
」
と
は
幾
分
異
な
る（

（（（
（

。

移
民
法
が
告
知
聴
聞
の
機
会
を
与
え
て
い
な
い
と
し
て
難
民
認
定
規
定
を
無
効
と
し
たS

シ

ン

ingh

事
件
は
、
行
政
過
程
に
も
手
続
的
公
平
が
及
ぶ
と
し
た（

（（（
（

。

そ
こ
で
は
カ
ナ
ダ
権
利
章
典
二
条
ｅ
は
憲
章
制
定
後
も
意
義
が
あ
る
こ
と
を
説
き
、
権
利
義
務
を
規
定
す
る
権
限
の
あ
る
連
邦
政
府
の
行
政
決
定
者
に
は

根
本
的
正
義
の
手
続
面
を
順
守
す
る
義
務
を
課
す
も
の
と
し
た
。

原
告
は
す
べ
て
、難
民
条
約
の
適
用
を
主
張
す
る
、カ
ナ
ダ
入
国
の
難
民
で
あ
る
。
難
民
地
位
諮
問
委
員
会
（Refugee Status A

dvisory Com
m

ittee

）

に
従
っ
て
、
所
轄
大
臣
は
原
告
ら
が
難
民
条
約
の
難
民
で
は
な
い
と
認
定
し
た
。
彼
ら
は
再
決
定
を
求
め
て
移
民
審
判
所
（Im

m
igration A

ppeal 

Board

）
に
不
服
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
同
審
判
所
は
彼
ら
が
提
出
し
た
書
類
を
重
視
し
て
、
聴
聞
を
し
て
も
彼
ら
が
立
証
で
き
る
と
合
理

的
に
信
じ
る
に
足
る
根
拠
は
な
い
と
判
断
し
た
た
め
、
意
見
陳
述
（oral hearing
）
に
は
付
さ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
七
条
の
権
利
侵
害
を
連
邦
控
訴
裁
判

所
に
訴
え
た
が
、
却
下
さ
れ
た
の
で
、
権
利
章
典
二
条
ｅ
違
反
を
主
張
し
て
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

判
決
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
判
事
法
廷
意
見
。
デ
ィ
ッ
ク
ソ
ン
、
ラ
マ
ー
同
調
）
は
一
九
七
六
年
移
民
法
を
吟
味
し
、
安
寧
に
庇
護
さ
れ
る
難
民
の
権
利
を
認

め
た
う
え
で
、hearing

が
手
続
の
公
平
さ
の
古
典
的
な
意
味
か
は
明
確
で
は
な
く
、
移
民
法
は
こ
の
手
続
を
認
め
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
、
原



一
八
九

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

告
が
憲
章
七
条
の
権
利
を
保
障
さ
れ
る
地
位
に
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
同
条
の
「
な
ん
ぴ
と
も
」
に
、
難
民
で
あ
っ
て
も
カ
ナ
ダ
の
地
に
足
を
踏
み
い
れ

た
か
ら
に
は
原
告
は
含
ま
れ
る
と
し
た
点
は
、
政
府
も
認
め
て
い
る
と
し
、
問
題
は
七
条
の
権
利
が
原
告
に
適
用
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
政
府
の
主
張
を
以

下
の
よ
う
に
三
つ
に
整
理
し
て
検
討
し
て
い
る
。

第
一
に
、
七
条
前
段
の
実
体
的
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
（201

）。
政
府
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
一
つ
の
権
利
と
み
る
単
一
権
利
論
（single right

）
を
主

張
す
る
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
お
り
、
個
人
の
生
死
や
逮
捕
、
拘
束
と
い
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
。
こ
の
権
利
を
侵
害
し
そ
の
侵
害
の
態
様

が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
と
き
、七
条
違
反
と
な
る
。移
民
法
は
条
約
難
民
に
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
て
滞
在
す
る
か
ど
う
か
の
許
可
を
求
め
る
権
利
を
認
め
て
お
り
、

難
民
の
生
命
が
拒
否
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
と
き
は
返
還
さ
れ
な
い
権
利
も
認
め
て
い
る
。
七
条
の
「
自
由
」
は
広
す
ぎ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
を

明
確
に
す
る
の
は
裁
判
所
で
あ
る
。
本
国
に
召
還
さ
れ
れ
ば
七
条
の
権
利
が
毀
損
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
、問
題
は
そ
れ
が
七
条
の「
剝
奪（deprivation

）」

に
当
た
る
か
で
あ
る
。
条
約
難
民
迫
害
の
恐
れ
は
明
白
だ
と
し
て
も
、
母
国
に
返
さ
れ
た
と
き
生
命
や
自
由
が
奪
わ
れ
る
こ
と
に
は
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
自
由
と
同
様
身
体
の
安
全
も
権
利
章
典
一
条
で
言
及
さ
れ
、
広
範
な
意
味
を
含
む
。
判
例
は
明
確
で
は
な
い
。
法
改
革
委
員
会
は
一
九
四
八
年

の
世
界
人
権
宣
言
二
五
条
一
項
を
敷
衍
し
な
が
ら
、「
身
体
の
保
全
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
維
持
に
必
要
な
も
の
の
提
供
を
も
意
味
す
る
」
と
し
て

い
る
。
七
条
前
段
の
意
味
を
広
く
と
る
か
ど
う
か
は
考
え
る
必
要
は
な
い
。「
身
体
の
安
全
は
そ
う
し
た
刑
罰
自
体
か
ら
の
自
由
は
も
ち
ろ
ん
、
肉
体
の
罰

則
や
苦
痛
の
脅
威
か
ら
の
自
由
を
含
む
。
条
約
難
民
は
移
民
法
五
五
条
で
自
ら
の
生
命
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
国
に
カ
ナ
ダ
か
ら
移
送
さ
れ
な
い
権
利
を

有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
権
利
の
否
定
は
、
憲
章
七
条
の
意
味
で
の
身
体
の
安
全
を
剝
奪
す
る
の
に
相
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」（207

）。

第
二
に
、
そ
れ
で
は
移
民
法
で
設
定
さ
れ
た
難
民
の
地
位
の
決
定
の
た
め
の
手
続
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
符
合
し
て
い
る
か
（212

）。
七
条
が
手
続
的
公
平
を

含
む
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。
移
民
法
が
難
民
の
申
請
で
申
請
者
に
適
切
な
機
会
を
与
え
て
い
る
か
。
意
見
陳
述
（oral hearing

）
は
要
求
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
し
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
は
提
出
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
法
的
に
無
意
味
で
あ
る
と
の
政
府
の
主
張
は
、
支
持
で
き
な

い
。
事
は
死
と
か
身
体
へ
の
刑
罰
に
か
か
わ
る
の
だ
。
書
類
だ
け
で
は
不
十
分
で
、「
信
用
性
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、
信
用
性
が
意
見
陳
述
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
…
…
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
順
守
が
提
出
さ
れ
た
書
類
の
み
に
基
づ
い
て
信
用
性
の



一
九
〇

重
大
な
判
断
を
な
す
審
判
所
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
情
況
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
す
る
」（213

─214

）。
問
題
は
、
法
に
意
見
陳
述
が

欠
如
し
て
い
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
枠
組
み
が
難
民
申
請
者
に
自
分
の
ケ
ー
ス
を
言
明
す
る
の
に
提
供
さ
れ
る
機
会
の
不
適
切
さ
に
あ
る
。「
審
判
所

（Im
m

igration A
ppeal Board

）
で
の
手
続
は
準
司
法
的
で
あ
り
、
難
民
申
請
者
自
身
が
再
決
定
の
申
請
で
提
出
し
た
記
録
以
外
の
資
料
に
依
拠
す
る
権

利
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
」（214

）。
政
府
は
こ
の
手
続
を
非
対
審
的
（non–adversarial

）
と
み
る
が
、
こ
れ
は
高
度
に
対
審
的
（adversarial

）
で
当

事
者
主
義
的
（adversary

）
で
あ
る
（215

）。「
一
九
七
六
年
移
民
法
で
設
定
さ
れ
た
よ
う
な
難
民
地
位
の
主
張
に
対
す
る
決
定
手
続
は
、
そ
う
し
た
主

張
の
裁
決
に
お
い
て
難
民
申
請
者
の
根
本
的
正
義
（fundam

ental justice

）
に
符
合
し
て
お
ら
ず
、
七
条
に
反
す
る
」（216

）。

第
三
に
、
で
は
こ
の
七
条
違
反
は
一
条
に
よ
っ
て
正
当
化
で
き
る
か
。
意
見
陳
述
を
欠
く
こ
と
が
合
理
的
か
、
で
あ
る
。「
根
本
的
正
義
の
原
理
に
符
合

し
な
い
、
難
民
地
位
の
申
請
に
裁
決
の
制
度
で
、
申
請
者
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
剝
奪
す
る
こ
と
が
合
理
的
か
ど
う
か
。
…
…
自
然
的
正
義
や
手
続
的
公
平
の
諸

原
理
は
、
わ
れ
わ
れ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
遵
奉
さ
れ
、
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
で
憲
法
典
に
定
着
し
て
、
黙
示
的
に
、
行
政
の
便
宜
の
衡
量
は
こ
れ
ら
の
原
理
に

の
っ
と
る
必
要
性
を
凌
駕
し
な
い
と
認
識
す
る
。
審
査
基
準
が
一
条
の
下
で
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
よ
う
と
も
、
七
条
の
権
利
の
制
限
を
正
当
化
す

る
根
拠
は
、
こ
う
し
た
主
張
に
先
立
つ
い
か
な
る
も
の
以
上
に
強
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（219

）。
か
く
し
て
一
条
で
も
正
当
化
さ
れ
な
い
と

し
た
。

多
数
意
見
は
、
七
条
前
段
の
権
利
侵
害
が
な
さ
れ
た
時
、
意
見
陳
述
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ビ
ー
ツ
は
、
上
告
は
認
め
る

も
の
の
、
七
条
違
反
で
処
理
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
権
利
章
典
二
条
ｅ
の
問
題
だ
と
す
る
（223

）。
ま
ず
憲
章
二
六
条
の
規
定
に
注
目
す
る
。「
一
定
の
権

利
及
び
自
由
を
こ
の
憲
章
で
保
障
し
て
い
る
こ
と
で
、［
同
条
が
］
カ
ナ
ダ
に
存
在
す
る
そ
の
他
の
権
利
や
自
由
を
否
定
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
の
規
定
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
権
利
章
典
も
法
的
効
力
を
持
つ
の
で
あ
り
、
憲
章
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
権
利
章
典
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
。

権
利
章
典
二
条
ｅ
の
「
権
利
」
が
一
条
の
「
個
人
の
生
命
、
自
由
、
身
体
の
権
利
」
や
「
法
の
適
正
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
奪
わ
れ
な
い
権
利
」
の
権
利

と
同
じ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
条
ｅ
の
権
利
の
射
程
は
一
条
の
リ
ス
ト
よ
り
も
広
範
で
、
個
人
の
権
利
義
務
の
決
定
に
公
平
な
聴
聞
の
権
利
を
保
護
す

る
。
本
件
で
難
民
申
請
人
の
地
位
の
決
定
は
、
単
な
る
特
権
（privilege

）
の
取
消
で
は
な
く
権
利
義
務
の
決
定
で
あ
る
か
ら
、
二
条
ｅ
が
適
用
さ
れ
て
、



一
九
一

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
符
合
し
た
公
平
な
聴
聞
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
。
で
は
本
件
で
上
告
人
は
か
か
る
扱
い
を
受
け
た
か
。
明
ら
か
に
否
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
Ｐ

Ｆ
Ｊ
が
す
べ
て
の
場
合
に
意
見
陳
述
を
要
請
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い（

（（（
（

。
そ
の
規
準
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
的
権
利
の
性
質
と
、
か
か
わ
っ
て
い
る

個
人
へ
の
影
響
の
重
篤
さ
で
あ
る
。
本
件
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
要
請
が
及
ぶ
と
し
た
。

シ
ン
事
件
は
、
七
条
が
不
法
滞
在
者
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
、
カ
ナ
ダ
国
内
に
物
理
的
に
入
国
し
て
い
る
者
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
難
民
の
地
位
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
聴
聞
の
権
利
を
与
え
て
い
る
と
し
、
七
条
が
権
利
と
特
権
を
区
別
し
て
い
る

と
す
る
の
を
拒
否
し
た（

（（（
（

。

こ
の
移
民
難
民
法
（Im

m
igration and Refugee Protection A

ct

（IRPA

））
は
、
九
・
一
一
を
契
機
と
す
る
緊
張
し
た
安
全
保
障
環
境
に
あ
っ
て

政
府
の
手
続
の
裁
量
を
緩
や
か
に
解
す
る
傾
向
が
出
て
お
り
、
そ
こ
で
憲
章
七
条
違
反
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
九
・
一
一
よ
り
前

に
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
に
公
共
安
全
緊
急
事
態
準
備
大
臣
と
移
民
大
臣
が
発
行
す
る
安
全
保
証
状
（Security Certificate

（SC

））
で
カ
ナ
ダ

の
安
全
保
障
に
と
っ
て
危
険
な
人
物
を
国
外
退
去
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
は
安
全
保
障
上
危
険
な
疑
い
の
あ
る
非
カ
ナ
ダ
人
（non–citizens

）
を

拘
禁
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
。
本
人
は
そ
う
し
た
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
概
要
は
知
ら
さ
れ
る
か
ら
、
Ｓ
Ｃ
自
体
は
合
憲
と
判
断

さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
九
・
一
一
直
前
、
実
際
に
は
六
日
前
に
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
Ｓ
Ｃ
発
給
手
続
が
省
力
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
永
久
在
住
者

（perm
anent residents

）
に
は
Ｓ
Ｃ
発
給
前
に
安
全
保
障
情
報
審
査
委
員
会
（Security Intelligence Review

 Com
m

ittee

）
の
面
前
で
の
聴
聞
手

続
が
廃
さ
れ
、
発
給
後
、
連
邦
裁
判
所
（Federal Court

）
で
の
審
査
は
保
障
さ
れ
る
も
、
被
拘
禁
者
は
安
全
保
障
を
損
な
う
と
す
る
情
報
の
サ
マ
リ
ー

さ
え
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
安
全
保
障
情
報
の
内
容
や
入
手
方
法
の
機
密
性
を
重
視
す
る
公
益
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
は
九
・
一
一
以
降
、
テ
ロ
対
策
に
力
点
を
置
き
、
直
後
の
一
二
月
一
八
日
に
反
テ
ロ
法
（A

nti–terrorism
 A

ct

（A
T

A

））
を
制
定
し
て
、
こ

れ
に
基
づ
き
諸
法
を
改
正
し
て
、安
全
保
障
の
名
の
下
に
捜
査
権
限
を
強
化
し
て
い
る（

（（（
（

。
Ａ
Ｔ
Ａ
制
定
直
後
、テ
ロ
リ
ス
ト
の
疑
い
の
あ
る
（「
タ
ミ
ー
ル
・

イ
ー
ラ
ム
解
放
」
の
ト
ラ
に
属
し
て
い
た
）
ス
リ
ラ
ン
カ
人S

ス
レ
ッ
シ
ュ

uresh

の
Ｓ
Ｃ
を
出
し
て
入
国
を
拒
否
し
た
ケ
ー
ス
で
、
彼
が
送
還
さ
れ
れ
ば
拷
問
を
受
け

る
疑
い
が
あ
り
、
こ
れ
を
保
護
す
る
の
は
国
際
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
な
い
の
は
憲
章
七
条
に
反
す
る
と
訴
え
ら
れ
た
。
最
高
裁
は
次
の
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よ
う
に
述
べ
て
、
七
条
に
反
し
な
い
と
し
た（

（（（
（

。

例
外
的
な
情
況
で
拷
問
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
強
制
送
還
が
、
憲
章
七
条
に
よ
っ
て
、
も
し
く
は
同
一
条
で
指
示
さ
れ
た
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
の
過
程
の
結

果
と
し
て
、
正
当
化
さ
れ
る
可
能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ま
た
は
彼
女
が
送
還
さ
れ
て
拷
問
さ
れ
る
と
信
ず
る
実
質
的
な
根
拠
が
あ
る
場
合
、

カ
ナ
ダ
は
そ
の
者
を
強
制
送
還
で
き
な
い
の
は
、
憲
章
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
適
用
さ
れ
て
、
拷
問
の
た
め
の
強
制
送
還
を
一
般
的
に

排
除
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
深
刻
な
拷
問
の
危
険
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
が
肯
定
的
に
排
除
さ
れ
る
の
は
ま
れ
で
し
か
な
い
と
予
言
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
と
が
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
の
一
つ
で
あ
る
と
き
は
、
正
確
な
予
言
は
避
け
ら
れ
る
。
拷
問
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
強
制
送
還
を
例
外
的
に
認

め
る
裁
量
の
幅
は
、
あ
る
と
す
れ
ば
将
来
の
事
例
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
と
の
判
例
法
理
は
、
ス
レ
ッ
シ
ュ
で
は
生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
の
判
断
に
委
譲
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
（
（（（
（

。
公
平
な
手
続
は
コ
モ
ン
ロ
ー
の
原
則
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
下
の
点
を
考
量
す
べ
き
と
し
て

い
る（

（（（
（

。⑴
決
定
に
先
立
つ
手
続
を
な
す
と
し
た
決
定
の
性
質
、
す
な
わ
ち
、「
行
政
過
程
の
司
法
過
程
へ
の
類
似
性
」　

⑵
制
定
法
の
枠
組
み
で
の
特
定
の
決

定
の
役
割　

⑶
決
定
が
個
人
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
要
性　

⑷
の
っ
と
る
べ
き
手
続
に
関
し
て
処
分
が
な
さ
れ
た
決
定
を
訴
え
て
い
る
個
人
の
正
当
な

期
待　

⑸
行
政
機
関
自
身
が
な
し
た
手
続
の
決
定

Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
外
国
人
の
入
国
を
い
く
つ
か
の
理
由
で
制
限
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
安
全
保
障
へ
の
危
険
で
あ
り
、
テ
ロ
に
従
事
し
て
い
る

ほ
か
、
テ
ロ
集
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
含
む
。
入
国
不
可
の
者
は
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
、
政
府
が
危
険
で
あ
る
と
判
断
す
る
者
を
退
去
さ
せ
る
た

め
に
、
Ｓ
Ｃ
の
手
続
が
開
始
さ
れ
る
。
移
民
大
臣
ま
た
は
保
安
長
官
は
、「
定
住
市
民
あ
る
い
は
外
国
人
は
安
全
保
障
の
理
由
か
ら
入
国
不
可
で
あ
る
」
と

宣
す
る
Ｓ
Ｃ
に
サ
イ
ン
す
る
。
大
臣
は
こ
れ
を
連
邦
裁
判
所
に
付
託
し
、
判
事
が
Ｓ
Ｃ
は
合
理
的
で
あ
る
か
を
審
査
す
る
。
不
合
理
な
ら
取
り
消
さ
れ
、
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合
理
的
な
ら
非
カ
ナ
ダ
市
民
は
入
国
不
可
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
、
退
去
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
。
当
該
人
物
が
保
護
を
求
め
る
な
ら
、
大
臣
の
決
定
が
合

法
的
に
作
成
さ
れ
た
か
を
判
事
は
審
査
す
る
。
こ
の
判
事
の
決
定
は
控
訴
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｃ
の
合
理
性
を
判
事
が
審
査
し
て
、
国
家
の
安
全
保
障
や
他
者

へ
の
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
と
判
断
す
る
な
ら
、
根
拠
と
な
る
証
拠
は
開
示
さ
れ
な
い
。
Ｓ
Ｃ
が
発
行
さ
れ
る
と
定
住
人
は
拘
禁
す
る
こ
と
が
で
き
、
外

国
人
は
拘
禁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ナ
ダ
国
民
の
場
合
は
四
八
時
間
以
内
に
審
査
さ
れ
、
そ
の
後
六
カ
月
ご
と
に
審
査
さ
れ
る
。
外
国
人
は
、
発
効

後
一
二
〇
日
は
条
件
付
で
拘
禁
さ
れ
、
国
外
退
去
が
命
じ
ら
れ
る
。
法
は
無
期
限
の
拘
禁
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
現
実
に
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
強
化
さ
れ
た
Ｓ
Ｃ
の
手
続
が
問
題
と
な
っ
た
の
が
二
〇
〇
七
年
の
チ
ャ
ー
カ
ウ
イ
事
件
で
あ
る（

（（（
（

。
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
市
民
権
移
民
大
臣
と
公
共
安
全

緊
急
事
態
大
臣
に
外
国
人
あ
る
い
は
カ
ナ
ダ
永
住
者
が
、
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
入
国
を
認
め
ず
、
と
り
わ
け
Ｓ
Ｃ
に
記
載
さ
れ
た
者
の
拘
禁
ま
で
に

至
る
と
宣
言
す
る
Ｓ
Ｃ
の
発
給
権
を
授
権
し
て
い
る
（
七
七
条
）。
こ
の
Ｓ
Ｃ
と
拘
禁
は
と
も
に
連
邦
裁
判
所
の
審
査
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
過
程
で
Ｓ
Ｃ
が
発
行
さ
れ
た
あ
る
い
は
拘
禁
が
命
じ
ら
れ
た
根
拠
と
な
る
情
報
の
す
べ
て
ま
た
は
い
く
つ
か
を
本
人
に
開
示
し
な
い
こ
と
が
で
き
る

（
七
八
条
）。
Ｓ
Ｃ
が
い
っ
た
ん
発
行
さ
れ
る
と
、
永
住
者
は
拘
禁
さ
れ
、
拘
禁
は
四
八
時
間
以
内
に
審
査
さ
れ
る
。
外
国
人
の
場
合
、
拘
禁
は
自
動
的
に

な
さ
れ
、
判
事
が
Ｓ
Ｃ
に
理
由
が
あ
る
と
判
断
し
て
か
ら
一
二
〇
日
た
た
な
い
と
、
司
法
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
八
二
─
八
四
条
）。
Ｓ
Ｃ
が

合
理
的
で
あ
る
と
し
た
判
事
の
判
断
は
控
訴
で
き
な
い
、
も
し
く
は
裁
判
所
の
審
査
に
服
さ
な
い
（
八
〇
条
三
項
）。
判
事
が
合
理
的
と
判
断
す
れ
ば
、
証

明
書
は
退
去
命
令
と
な
り
、
そ
れ
は
控
訴
で
き
ず
直
ち
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
八
一
条
）。
本
件
で
原
告
で
あ
る
Ｃ
は
永
住
者
で
、
Ｈ
と
Ａ
は
外
国

人
で
、Convention refugee

（
条
約
難
民
）
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
カ
ナ
ダ
に
住
ん
で
い
た
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と

で
安
全
保
障
の
脅
威
に
な
る
と
し
て
、
逮
捕
拘
禁
さ
れ
た
。
Ｃ
と
Ｈ
は
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
〇
六
年
に
条
件
付
で
釈
放
さ
れ
た
が
（
Ｈ
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

に
国
外
追
放
さ
れ
る
よ
う
に
勧
告
さ
れ
た
）、
Ａ
は
拘
禁
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
と
同
控
訴
裁
判
所
は
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
こ
の
制
度
を
合
憲
と
判
断

し
た
。

こ
う
し
た
Ｓ
Ｃ
の
制
度
が
憲
章
に
反
す
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
第
一
に
七
条
に
反
す
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
侵
害
す
る
結
果
や

情
況
に
関
し
て
手
続
的
正
義
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
（19

）。
拘
禁
に
は
事
前
に
公
平
な
司
法
手
続
が
必
要
で
、
聴
聞
、
特
に
独
立
か
つ
公
平
な
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（im
partial

）
司
法
官
の
面
前
で
、
事
実
と
法
に
つ
い
て
決
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（28, 29

）。
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
聴
聞
を
規
定
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
発
行

の
結
果
に
対
す
る
行
政
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
聴
聞
は
な
さ
れ
な
い
が
、直
ち
に
司
法
審
査
を
要
求
し
そ
こ
で
聴
聞
を
受
け
る
か
ら
、聴
聞
は
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
そ
の
判
事
が
独
立
公
平
か
、
さ
ら
に
本
人
が
事
案
に
接
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
質
問
等
を
な
し
う
る
よ
う
に
事
案
に
つ
い

て
十
分
知
ら
さ
れ
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
要
件
の
う
ち
、
後
二
者
は
満
た
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
。
そ
れ
は
憲
章
一
条
に
よ
っ
て
も
正
当
化

さ
れ
な
い
。「
Ｓ
Ｃ
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
の
決
定
と
拘
禁
の
審
査
の
た
め
の
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
手
続
は
、
事
実
と
法
に
つ
い
て
の
司
法
的
決
定
へ
の
個
人

の
権
利
と
、
自
ら
の
事
件
を
熟
知
す
る
権
利
へ
の
侵
害
を
最
小
限
に
す
る
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
な
い
。
カ
ナ
ダ
そ
し
て
外
国
で
発
展
し
た
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
、
政
府
が
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
な
し
た
以
上
に
、
重
要
な
情
報
を
極
秘
に
し
た
ま
ま
で
個
人
を
保
護
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
よ
り

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
議
会
が
決
定
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
由
で
民
主
主
義
の
社
会
の
要
件
を
満
た
す
の
に
は
、
よ
り
多
く
の

こ
と
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（87

）。

さ
ら
に
、
恣
意
的
な
勾
留･

拘
禁
を
禁
じ
る
憲
章
九
条
と
、
勾
留
の
有
効
性
を
人
身
保
護
令
状
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
勾
留
が
違
法
な

場
合
に
釈
放
さ
れ
る
権
利
を
保
障
す
る
一
〇
条
ｃ
に
も
違
反
し
、
一
条
で
も
正
当
化
で
き
な
い
と
断
じ
る
。
外
国
人
は
明
ら
か
に
定
住
人
と
異
な
っ
て
、

一
二
〇
日
間
は
拘
禁
さ
れ
た
ま
ま
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
拘
禁
審
査
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い 

（88

─94

）。
残
虐
異
常
な
処
遇
や
刑
罰
を
禁
じ
た
同
一
二
条
に

つ
い
て
は
合
憲
限
定
解
釈
を
し
た
。
Ｓ
Ｃ
と
拘
禁
審
査
で
外
国
人
が
差
別
さ
れ
て
い
る
の
は
同
一
五
条
（
平
等
）
に
反
す
る
か
。
同
六
条
が
カ
ナ
ダ
市
民

に
の
み
出
入
国
な
ら
び
に
在
住
の
権
利
を
保
障
し
て
お
り
、
差
別
で
は
な
い
と
し
た
。
法
の
支
配
に
対
す
る
違
反
の
主
張
も
退
け
て
い
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
枠
組
み
は
二
つ
の
点
が
七
条
に
反
す
る
と
し
て
、
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
七
八
条
ｇ
で
、
非
開
示
の
適
切
な
代
替
措

置
を
設
け
な
い
で
本
人
に
決
し
て
開
示
さ
れ
な
い
証
拠
を
使
う
の
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
な
お
こ
の
違
憲
判
決
は
一
年
間
の
猶
予
を
設
け
て
い
る
。

140

）。
も
う
一
つ
は
、
八
四
条
二
項
で
外
国
人
に
一
二
〇
日
間
の
自
動
的
な
抑
留
を
課
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
秘
密
の
保
護
は
重
要
な
目
的
で
あ
る
と

認
め
た
う
え
で
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
は
よ
り
制
限
的
で
な
い
他
の
手
段
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
刑
事
手
続
以
外
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。
い
わ
く
、「
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
多
く
は
刑
事
事
件
で
発
展
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
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そ
の
適
用
が
刑
事
事
件
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
を
意
味
し
な
い
。
保
護
さ
れ
て
い
る
利
益
の
一
つ
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
に
で
も
適
用
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
刑
事
事
件
で
適
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
刑
事
訴
訟
だ
か
ら
で
な
く
、
そ
の
自
由
の
利
益
が
常
に
刑
事
事
件

に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
」（17

─18

）。

こ
の
Ｓ
Ｃ
の
プ
ロ
セ
ス
で
連
邦
裁
判
所
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
も
っ
と
も
、
連
邦
裁
判
所
は
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
裁
判
所
（
一
八
六
七
年
憲
法

九
六
条
）
で
は
な
く
、
制
定
法
で
創
設
さ
れ
た
裁
判
所
（
同
一
〇
一
条
）
で
あ
る
か
ら
、
人
身
保
護
令
状
を
含
む
適
切
な
救
済
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
裁

判
所
か
、そ
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
で
憲
章
違
反
を
審
査
で
き
る
か
は
、議
論
と
な
る（

（（（
（

。
連
邦
裁
判
所
は
難
民
移
民
法
で
包
括
的
な
管
轄
権
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、

審
議
の
効
率
性
か
ら
も
人
身
保
護
令
状
を
発
給
で
き
る
裁
判
所
と
さ
れ
、
ま
た
外
国
人
に
対
し
て
釈
放
が
必
要
か
を
検
討
す
る
た
め
に
政
府
の
判
断
が
憲

章
に
適
合
し
て
い
る
か
を
審
査
で
き
る
こ
と
は
、
憲
章
二
四
条
一
項
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
す
る
説
が
あ
る（

（（（
（

。

政
府
は
一
九
七
八
年
以
来
、
Ｓ
Ｃ
が
カ
ナ
ダ
を
テ
ロ
か
ら
防
御
す
る
の
に
必
須
の
道
具
で
あ
る
と
の
見
解
を
固
持
し
て
お
り
、K

カ
ワ
ジ
ャ

haw
aja

最
高
裁
判
決

を
受
け
て
（
違
憲
部
分
に
つ
い
て
一
年
の
猶
予
を
設
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
Ｓ
Ｃ
は
立
法
改
正
が
な
け
れ
ば
二
〇
〇
八
年
二
月
二
三
日
に
違
憲

無
効
と
な
る
）、
法
改
正
案
を
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
二
日
提
出
し
た
（Bill C –3

）。
そ
れ
は
外
国
人
に
つ
い
て
も
カ
ナ
ダ
人
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
手
続
に

し
て
、
拘
禁
の
審
査
を
外
国
人
も
四
八
時
間
以
内
と
し
、
連
邦
裁
判
所
判
事
が
こ
れ
を
行
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑶　

社
会
権
の
包
含
性

Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
権
利
概
念
と
し
て
の
中
身
の
解
釈
は
開
放
さ
れ
た
ま
ま
で
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
決
め
る
コ
モ
ン
ロ
ー
的
な
装
い
を
み
せ
て
い
る
。
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ

は
そ
の
侵
害
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
け
れ
ば
保
障
さ
れ
る
。
実
体
的
権
利
を
盛
り
込
ま
れ
る
も
の
の
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
い
う
絞
り
を
か
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

最
高
裁
は
実
体
的
権
利
制
限
を
具
体
的
に
要
件
づ
け
な
い
こ
と
で
、
司
法
に
よ
る
読
み
込
み
の
特
権
を
享
受
し
て
い
る（

（（（
（

。

七
条
が
包
括
的
で
開
放
的
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
国
家
の
基
本
権
保
護
義
務
を
読
み
込
む
解
釈
も
あ
る
。
国
家
以
外
の

ア
ク
タ
ー
も
含
め
て
個
人
の
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
情
況
に
あ
る
と
き
、
そ
れ
を
排
除
す
る
た
め
特
定
の
集
団
に
何
ら
か
の
保
護
を
国
家
が
与
え
る
義
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務
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
保
護
機
能
に
よ
っ
て
潜
在
的
に
創
設
さ
れ
る
義
務
解
怠
は
、
七
条
に
お
い
て
国
家
の
保
護
機
能
を
い
か
に
し
て
か
か

わ
ら
せ
る
か
に
典
型
的
に
現
れ
る（

（（（
（

。

開
放
系
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
の
包
括
的
性
格
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
社
会
権
も
読
み
込
め
る
か
が
論
じ
ら
れ
る
。
カ
ナ
ダ
社
会
で
貧
困
度
が
増
し
て
お
り
、

統
計
的
に
特
定
の
集
団
の
貧
困
化
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
種
や
性
、
植
民
地
主
義
な
ど
の
深
い
カ
ナ
ダ
社
会
の
政
治
的
部
分
が
関
係
し

て
い
る
と
も
い
わ
れ
る（

（（（
（

。
国
際
的
に
は
、
国
際
人
権
規
約
で
か
か
る
権
利
は
人
権
と
し
て
普
遍
的
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

カ
ナ
ダ
憲
法
に
は
日
本
国
憲
法
二
五
条
の
よ
う
な
社
会
権
規
定
が
な
い
。
そ
こ
で
生
活
保
障
を
国
家
に
請
求
す
る
権
利
や
、
国
家
が
こ
れ
を
確
保
す
る

法
義
務
は
、
憲
法
的
に
確
保
で
き
な
い
の
か
が
、
問
題
と
な
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
の
社
会
保
障
制
度
が
争
わ
れ
た
次
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
は
示
唆
的
で
あ
る
。

両
者
と
も
社
会
的
利
便
を
提
供
す
る
大
制
度
に
埋
め
込
ま
れ
た
個
別
の
制
約
を
争
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
先
に
み
た
ゴ
ス
リ
ン
は
、
三
〇
歳
未

満
の
請
求
者
は
受
給
の
た
め
に
は
三
〇
歳
以
上
の
請
求
人
の
受
給
レ
ヴ
ェ
ル
に
達
す
る
た
め
の
訓
練
を
受
け
な
け
れ
ば
ら
な
い
と
す
る
ル
ー
ル
が
問
題
と

な
っ
た（

（（（
（

。
判
決
は
七
条
の
実
体
的
権
利
拡
大
に
絞
り
を
か
け
、
七
条
は
自
由
や
身
体
の
保
全
に
対
す
る
州
の
干
渉
の
う
ち
、
そ
れ
が
法
制
度
の
運
用
か
ら

発
す
る
タ
イ
プ
に
限
定
さ
れ
る
と
し
た（

（（（
（

。
法
廷
意
見
（
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
）
は
司
法
の
運
営
で
、
よ
り
特
定
的
に
は
裁
決
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
な
さ
れ
た

Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
剝
奪
に
七
条
が
限
定
さ
れ
る
か
を
決
定
す
る
の
は
時
期
尚
早
だ
と
し
た（

（（（
（

。 

バ
ス
ト
ラ
シ
ュ
判
事
は
七
条
が
伝
統
的
な
刑
事
司
法
の
コ
ン
テ
キ

ス
ト
以
外
で
も
司
法
の
権
限
に
関
す
る
も
の
に
及
ぶ
と
し
た
う
え
で
、
本
件
で
は
原
告
の
損
害
と
司
法
制
度
あ
る
い
は
そ
の
運
営
の
関
係
が
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
七
条
の
権
利
剝
奪
で
あ
る
た
め
に
は
、
司
法
あ
る
い
は
行
政
過
程
に
類
す
る
州
の
行
為
に
よ
っ
て
剝
奪
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た（

（（（
（

。

も
う
一
つ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
健
康
保
険
制
度
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
も
の
を
民
間
の
保
険
会
社
で
得
る
た
め
の
保
険
に
入
る
の
を
禁
止
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
法

が
、
四
対
三
で
七
条
に
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
（C

チ
ャ
ウ
ィ

haoulli

事
件
）（

（（（
（

。
こ
の
ケ
ベ
ッ
ク
法
の
一
般
的
な
目
的
は
、
支
払
い
能
力
に
か
か
わ
ら

ず
す
べ
て
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
民
に
、
可
能
な
限
り
の
最
高
品
質
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（para 49

）。
し
か
し
、
こ
の
公
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ー
制
度
に
よ
る
措
置
を
求
め
る
に
は
過
剰
な
遅
延
が
あ
り
、
カ
ナ
ダ
国
外
に
治
療
の
た
め
に
旅
行
で
き
る
富
裕
層
以
外
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
効
果
的
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な
個
別
の
ケ
ア
ー
を
受
け
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
生
命
や
身
体
の
保
全
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
し
た
（para 123

）。

こ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
か
で
は
意
見
が
分
か
れ
る
。
本
件
の
本
質
的
問
題
は
、「
現
実
に
は
ウ
エ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ト
の
た
め
に
、
公
部
門
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
お
金
を
使
う
用
意
の
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク
人
が
、
州
に
よ
っ
て
そ
う
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
か
」

で
あ
る
。
少
数
意
見
と
も
に
、「
お
金
を
支
出
す
る
」
権
利
は
そ
れ
が
財
産
権
で
あ
る
た
め
憲
法
上
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、「
公
の
制
度
が
生
命
を
維
持

す
る
ケ
ア
ー
を
施
し
え
ず
、
個
人
が
同
時
に
民
間
の
施
設
で
そ
の
ケ
ア
ー
の
コ
ス
ト
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
保
険
に
加
入
す
る
の
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
な

ら
、
そ
の
時
当
該
個
人
は
、
彼
（
女
）
の
身
体
の
安
全
を
剝
奪
さ
れ
る
信
号
を
出
す
情
況
に
潜
在
的
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
」
こ
と
で
は
合
意
し
て
い

る
（para 203

）。D

デ

シ

ァ

ン
escham

ps
判
事
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
人
権
憲
章
九
・
一
条
に
違
反
し
て
い
る
か
ら
憲
章
違
反
を
判
断
す
る
に
及
ば
な
い
と
す
る
（para 

100

）。
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
、
メ
ジ
ャ
ー
、
バ
ス
ト
ラ
シ
ュ
の
三
人
は
、
公
の
健
康
保
険
制
度
を
保
護
す
る
と
い
う
法
目
的
に
、
法
が
選
択
し
た
手
段
で
あ

る
民
間
保
険
の
禁
止
は
何
の
関
係
も
な
い
恣
意
的
な
や
り
方
だ
と
し
て
、
七
条
違
反
と
し
た（

（（（
（

。「
健
康
保
険
の
禁
止
と
質
の
あ
る
公
の
保
険
制
度
の
間
に
事

実
上
、
真
実
の
索
連
関
係
（connection

）
は
存
在
し
な
い
」（para 139

）。

ビ
ニ
ー
、
ル
ベ
ル
、
フ
ィ
シ
ュ
の
反
対
意
見
は
、
民
間
の
保
険
は
原
資
を
公
的
制
度
か
ら
拡
散
さ
せ
る
と
の
事
実
分
析
を
重
視
し
、
こ
の
法
の
手
段
は

目
的
に
関
連
し
て
い
る
と
し
て
、
恣
意
的
で
は
な
い
と
し
た
（paras 256, 257

）。
た
だ
次
の
言
説
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
を
受
け
る
憲
法
上

の
権
利
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
る（

（（（
（

。

ケ
ベ
ッ
ク
州
民
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
ケ
ア
ー
を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
や
り
方
で
州
外
で
必
須
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
を
受
け
る
の
を

認
め
る
と
い
う
安
全
弁
（safety valve

）
は
、（
完
全
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
）
重
要
で
あ
る
。
申
立
人
の
い
う
よ
う
に
、
こ
の
安
全
弁

が
あ
ま
り
に
も
ま
れ
に
し
か
開
か
れ
て
い
な
い
な
ら
、
裁
判
所
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
決
定
に
直
接
影
響
さ
れ
た
そ
う
し
た
患
者
の
権
利
の
執
行

を
見
守
る
の
に
利
用
で
き
る
。
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
司
法
が
介
入
す
れ
ば
、
一
層
、
健
康
保
険
に
申
立
人
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
挑
戦
す
る
の
を
認
め
る
の

に
は
好
ま
し
い
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
健
康
保
険
へ
の
申
立
人
の
挑
戦
を
拒
め
ば
、
個
別
の
情
況
に
し
つ
ら
え
た
個
人
の
救
済
を
は
か
る
こ
と
か
ら
個
別
の
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患
者
を
締
め
出
す
こ
と
は
な
い
と
強
調
す
る
の
は
、
重
要
で
あ
る
（para 264

）。

最
高
裁
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
に
財
産
権
は
入
ら
な
い
と
し
て
い
る
も
の
の
、
社
会
保
障
制
度
に
公
平
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
が
七
条
で
完
全
に
退
け
ら
れ
る

と
ま
で
判
示
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
憲
法
構
造
は
ど
う
で
あ
れ
、
社
会
保
障
制
度
を
立
法
政
策
と
し
て
州
も
含
め
て
構
築
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
否

定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ひ
と
た
び
、
州
が
社
会
保
障
制
度
の
枠
組
み
を
立
法
で
立
ち
上
げ
た
な
ら
、
そ
の
枠
組
み
で
個
人
の
七
条
の
権
利
、
と
り
わ

け
身
体
の
安
全
が
剝
奪
さ
れ
る
か
は
、
七
条
の
関
心
と
な
る
。
チ
ャ
ウ
ィ
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
何
ら
か
の
社
会
保
障
の
立
法
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
手
段
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
違
憲
と
な
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。

こ
の
文
脈
で
は
社
会
権
を
論
じ
る
の
は
生
産
的
で
は
な
い
し
、
七
条
の
憲
法
議
論
と
し
て
的
を
射
て
な
い
。
こ
こ
に
七
条
の
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
憲
法
規
範
と

し
て
の
機
能
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
社
会
権
と
か
の
実
体
的
権
利
を
第
一
義
に
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
立
法
権
の

行
使
に
不
当
な
点
が
あ
っ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
規
範
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

3　

日
本
国
憲
法
と
の
比
較

七
条
が
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
適
正
手
続
規
定
を
意
識
し
て
い
た
の
と
同
様
に
、
わ
が
国
は
カ
ナ
ダ
に
先
立
つ
こ
と
約
四
〇
年
前
、
日
本
国
憲
法
は
三
一
条

制
定
で
同
じ
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
同
条
は
「
法
の
定
め
る
手
続
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
「
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
か
ら（

（（（
（

、
刑
事
司
法
手

続
の
法
定
主
義
を
要
求
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。

七
条
は
適
正
手
続
と
い
う
語
を
意
図
的
に
避
け
、
ま
た
刑
罰
権
の
行
使
と
い
う
限
定
句
を
設
け
ず
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
侵
害
と
広
く
と
っ
て
い
る
。
権
利
章

典
が
明
確
に
手
続
的
権
利
と
し
てdue process

を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
憲
章
が
こ
れ
を
あ
え
て
使
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
手
続
の
適
正
に
限

定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ア
メ
リ
カ
憲
法
修
正
第
五
条
も
「
法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
ず
、
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
な
い
」

と
し
て
お
り
、
文
言
で
は
刑
事
司
法
手
続
に
限
定
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
憲
章
七
条
も
修
正
五
条
も
、
規
定
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
に
刑
事
司
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法
過
程
に
お
け
る
権
利
を
意
図
し
て
い
る（

（（（
（

。
カ
ナ
ダ
で
は
七
条
か
ら
一
四
条
が
刑
事
司
法
で
の
「
法
的
権
利
」
と
一
般
に
は
認
識
さ
れ
る
。
し
か
し
、
判

例
は
必
ず
し
も
刑
事
司
法
に
限
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
刑
事
が
第
一
義
で
あ
る
と
し
て
も
、
公
権
力
行
使
一
般
に
及
ぶ
。

そ
う
考
え
る
と
七
条
は
、
手
続
の
み
な
ら
ず
、
実
体
的
権
利
に
つ
い
て
も
包
括
性
が
認
め
ら
れ
る
。
同
条
前
段
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
も
日
本
国
憲
法
一
三
条
の

「
生
命
、
自
由
、
及
び
幸
福
追
求
」
を
彷
彿
さ
せ
る
包
容
力
が
あ
り
、
後
段
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
も
同
様
に
手
続
に
限
定
し
て
い
な
い
規
定
の
仕
方
と
な
っ
て
い
る
。

判
例
も
法
の
一
般
原
則
と
い
っ
た
捉
え
方
を
基
本
と
し
、
そ
う
し
た
も
の
と
裁
判
官
が
認
識
で
き
る
原
理
を
こ
れ
に
代
入
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

実
定
憲
法
が
人
権
の
カ
タ
ロ
グ
を
規
定
し
た
こ
と
で
人
権
の
包
括
性
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
憲
章
二
六
条
は
、「
憲
章
が
一
定
の
権
利
や
自
由

を
保
障
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
カ
ナ
ダ
に
存
在
す
る
そ
の
他
の
権
利
や
自
由
を
認
め
な
い
こ
と
と
な
る
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
憲
法
修
正
第
九
条
の
「
憲
法
が
一
定
の
権
利
を
列
挙
し
た
こ
と
で
、
人
民
が
保
有
す
る
そ
の
他
の
権
利
を
否
定
な
い
し
軽
視
し
た
も
の
と

解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
と
同
じ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
解
釈
の
原
理
を
規
定
し
、
従
来
存
在
す
る
権
利
の
保
障
を
確
認
し
た
規

定
と
み
る
べ
き
で
、
日
本
国
憲
法
の
よ
う
な
包
括
的
基
本
権
の
規
定
と
は
読
め
な
い
。

憲
章
七
条
は
包
括
的
基
本
権
規
定
に
該
当
す
る
と
い
え
よ
う
。
判
例
は
そ
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
実
体
的

適
正
手
続
の
よ
う
に
無
限
に
広
が
り
、
司
法
権
に
よ
っ
て
実
体
的
権
利
の
カ
タ
ロ
グ
が
形
成
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
る
空
気
も
感
じ
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
制
憲
趣
旨
も
そ
う
な
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
概
念
の
議
論
は
こ
う
し
た
限
界
、
つ
ま
り
権
利
と
認
め
る
こ
と
で
そ
の
射
程
や
限
界
も
明
確

に
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
い
て
、
不
明
確
あ
る
い
は
広
汎
な
法
文
が
違
憲
と
な
る
憲
章
上
の
根
拠
は
七
条
に
求
め
ら
れ
る（

（（（
（

。
こ
の
理
論
は
カ
ナ
ダ
憲
法
で
は
貧

弱
と
い
わ
れ
て
お
り
、
法
廷
で
法
律
家
が
条
項
の
意
味
を
議
論
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
が
法
の
支
配
か
ら
当
然
の

帰
結
で
あ
る
と
認
識
さ
れ（

（（（
（

、法
文
の
明
確
性
は
憲
章
七
条
や
一
条
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
。
立
法
の
明
確
な
文
言
は
法
に
服
す
る
人
々
に
公
平
な
告
知（fair 

notice

）
を
与
え
、
官
吏
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
権
限
が
行
使
さ
れ
る
の
を
制
限
す
る
た
め
で
あ
る（

（（（
（

。

最
高
裁
は
、
犯
罪
は
判
事
に
よ
る
よ
り
も
制
定
法
で
一
義
的
に
定
義
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
こ
の
理
論
を
認
め
た（

（（（
（

。「
公
平
な
告
知
の
実



二
〇
〇

質
的
側
面
は
、
法
は
立
法
の
根
底
に
あ
る
価
値
の
基
層
（substratum

）
に
基
づ
い
て
、
何
ら
か
の
行
為
と
、
立
法
が
社
会
生
活
で
果
た
す
役
割
に
触

れ
て
い
る
と
い
う
主
観
的
な
理
解
で
あ
る
。
国
家
は
関
与
に
法
的
根
拠
が
な
い
時
の
み
法
を
通
し
て
関
与
で
き
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
制
定
法

は
相
対
的
に
射
程
が
狭
く
、
大
概
、
社
会
に
少
し
し
か
反
映
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
規
制
立
法
は
こ
れ
で
あ
る
。
制
定
法
の
前
に
実
質
的
告
知

を
欠
く
欠
点
は
、
法
の
現
実
の
文
言
を
公
民
の
注
意
に
さ
ら
け
だ
す
こ
と
で
補
て
ん
さ
れ
、
し
か
る
に
実
質
的
告
知
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…
公

平
な
告
知
の
形
式
と
実
質
の
側
面
と
の
一
定
の
結
び
つ
き
は
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。
公
平
な
告
知
は
、
制
定
法
が
い
く
ば
く
か
一
般
的
な
文
言
で
、
つ
ま
り

市
民
が
そ
の
実
質
を
に
わ
か
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
り
方
で
書
か
れ
て
い
る
と
き
、
社
会
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
価
値
の
基
層
の
何
ら
か
の

要
素
に
か
か
わ
ら
な
い
と
き
に
は
、
与
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
制
定
法
が
し
ば
し
ば
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
（no 

coincidence

）
の
で
あ
る
」（

（（（
（

。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
手
続
の
み
保
障
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
射
程
は
常
に
進
化
を
と
げ
て
い
く
け
れ
ど
も
、
法
制
度
の
基
盤
を
核
と
し
て
定
義
さ
れ
、
違
憲
審

査
の
基
準
も
含
む
こ
と
か
ら
、
日
本
国
憲
法
一
三
条
に
近
い
。
包
括
的
基
本
権
と
し
て
の
性
格
も
共
有
さ
れ
る
。
カ
ナ
ダ
の
最
高
裁
は
七
条
の
規
範
内
容

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
の
り
出
し
、
こ
う
し
た
態
度
が
同
条
で
認
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
七
条
の
中
身
は
立
法
を
待
た
ず
に
司
法
権
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
躊
躇
な
い（

（（（
（

。

日
本
国
憲
法
三
一
条
違
反
の
議
論
は
、
そ
れ
が
実
体
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
生
命
と
自
由
で
あ
り
、
同
条
で
そ
の
他
の
実
体
的
権
利
の
侵
害
は
考
慮
さ
れ
な

い
。
第
三
者
所
有
物
没
収
事
件
で
は
、
ま
ず
財
産
権
の
侵
害
が
立
証
さ
れ
、
そ
の
侵
害
が
適
正
手
続
に
よ
ら
ず
し
て
な
さ
れ
た
の
で
、
三
一
条
違
反
と
判

断
さ
れ
た（

（（（
（

。
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
財
産
権
侵
害
は
七
条
は
も
含
め
て
、
憲
章
上
の
問
題
に
な
ら
な
い
か
ら
、
権
利
章
典
な
ど
別
の
実
体
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
審
査

さ
れ
る
。
信
教
の
自
由
の
侵
害
の
違
憲
性
は
憲
章
二
条
と
一
条
で
処
理
さ
れ
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
問
題
と
す
る
に
及
ば
な
い
。
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
他
の
憲
法
条
項
で
救

え
な
い
人
権
を
取
り
込
む
面
は
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
日
本
国
憲
法
一
三
条
の
議
論
の
よ
う
に
、
新
し
い
人
権
が
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
あ
る
い
は
七
条
で
読
み

込
め
る
か
の
議
論
は
熱
心
で
は
な
い
。
七
条
は
行
政
手
続
に
も
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
刑
事
手
続
の
章
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
刑
事
司
法
プ
ロ

セ
ス
で
の
身
体
の
自
由
が
関
心
と
な
り
、
そ
の
中
身
は
事
例
に
応
じ
て
具
体
化
さ
れ
る
（
先
に
み
た
よ
う
に
、
黙
秘
権
の
捜
査
段
階
で
の
保
障
な
ど
）。
こ
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と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
七
条
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
侵
害
の
審
査
は
淡
白
で
、
七
条
の
議
論
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ
は
日
本
国
憲
法
三
一
条
の
よ
う

に
告
知
聴
聞
と
い
っ
た
手
続
の
適
正
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
立
憲
的
価
値
の
問
題
と
な
る
。

4　

違
憲
審
査
基
準
の
設
定
と
し
て
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ

二
〇
一
五
年
の
カ
ー
タ
ー
判
決
も
示
す
よ
う
に
、
七
条
の
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
剝
奪
さ
れ
る
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
次
に
そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
か
の
議
論

と
な
り
、
そ
の
際
、
比
例
性
の
原
則
と
し
て
の
、
恣
意
性
、
広
汎
性
、
著
し
い
反
比
例
性
と
い
う
三
つ
の
規
準
（proportionality trium

virate

）
で
ふ

る
い
に
か
け
ら
れ
る（

（（（
（

。
恣
意
性
と
は
、
当
該
法
が
「
立
法
の
背
後
に
あ
る
国
家
利
益
に
符
合
し
な
い
、
あ
る
い
は
関
係
を
持
た
な
い
」
な
ら
、
七
条
違
反

と
な
る（

（（（
（

。
立
法
あ
る
い
は
処
分
を
恣
意
的
と
す
る
の
は
、
法
あ
る
い
は
処
分
の
目
的
に
合
致
し
な
い
（inconsistency

）
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
、
立
法
目

的
を
見
極
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
目
的
に
仕
え
る
法
ま
た
は
決
定
の
効
率
性
を
経
験
則
か
ら
評
価
す
る
。
チ
ャ
ウ
ィ
が
示
し
た
よ
う
に
、
社
会
科
学

的
証
拠
が
物
を
い
う
こ
と
に
な
る（

（（（
（

。
も
っ
と
も
、
政
府
側
が
合
理
的
関
連
性
を
実
証
す
る
の
で
、
こ
の
主
張
は
な
か
な
か
成
功
し
な
い
よ
う
で
あ
る（

（（（
（

。

広
汎
性
で
は
、
法
が
選
択
し
た
手
段
が
法
の
目
的
達
成
の
た
め
よ
り
も
広
い
場
合
、
七
条
違
反
と
さ
れ
る
。
性
犯
罪
前
科
者
が
校
庭
や
公
園
な
ど
で
ふ

ら
つ
い
て
い
る
の
が
見
つ
か
れ
ば
放
浪
罪
（vagrancy
）
に
な
る
と
し
た
刑
法
規
定
が
広
汎
だ
と
し
て
、
七
条
違
反
と
判
断
さ
れ
た（

（（（
（

。
子
供
の
安
全
を
保

護
す
る
目
的
で
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
し
た
一
方
で
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の
必
要
以
上
の
広
い
規
制
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
の
で

あ
る
。
第
一
に
規
制
し
て
い
る
地
理
的
範
囲
が
広
す
ぎ
る
。
第
二
に
規
制
期
間
が
長
す
ぎ
て
審
査
も
な
い
。
第
三
に
マ
イ
ナ
ー
な
犯
罪
者
も
含
み
、
広
き

に
す
ぎ
る
。
広
汎
性
（overbroad

）
で
は
、
裁
判
所
は
違
憲
と
訴
え
ら
れ
た
立
法
の
目
的
を
同
定
し
、
そ
の
う
え
で
そ
の
立
法
が
法
目
的
を
達
成
す
る
の

に
必
要
な
手
段
に
な
っ
て
い
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（（
（

。

著
し
い
反
比
例
性
は
、
マ
ル
モ
─

ル
ヴ
ァ
イ
ン
事
件
で
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
と
し
て
確
定
さ
れ
た（

（（（
（

。
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
所
持
が
禁
錮
刑
の
対
象
と
な
り
う
る
と

規
定
し
た
刑
法
に
つ
い
て
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
を
禁
止
す
る
正
当
な
国
の
利
益
が
あ
る
か
、
あ
る
と
し
て
も
マ
リ
フ
ァ
ナ
所
持
ま
で
は
国
の
利
益
に
対
応

さ
せ
る
に
は
極
端
す
ぎ
な
い
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
テ
ス
ト
は
比
例
性
で
は
な
く
著
し
い
反
比
例
性
だ
と
し
（para 143

）、
そ
れ
は



二
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一
二
条
の
残
虐
か
つ
非
情
の
刑
罰
を
禁
止
し
た
規
定
の
審
査
テ
ス
ト
か
ら
く
る
と
し
た（

（（（
（

。
著
し
い
反
比
例
性
で
は
、
①
法
が
「
正
当
な
国
家
利
益
」
を
追

求
し
て
い
る
か
、
②
法
が
そ
の
利
益
に
著
し
く
反
比
例
し
て
い
る
か
、
を
審
査
す
る
（para 143

）。
判
決
は
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
七
条
違

反
で
は
な
い
と
し
た
。
反
対
意
見
（
ル
ベ
ル
、
デ
シ
ャ
ン
）
は
、「
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
単
純
使
用
を
制
裁
す
る
た
め
に
刑
法
を
使
う
こ
と
で
生
じ
る
損
害
は
、

そ
の
禁
止
が
も
た
ら
し
う
る
効
用
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の
だ
」
と
し
て
い
る
（para 301

）。

著
し
い
反
比
例
性
の
テ
ス
ト
は
、
法
（
あ
る
い
は
行
政
処
分
）
が
極
端
で
あ
っ
て
そ
れ
自
体
で
正
当
な
政
府
利
益
に
反
比
例
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
み

る
（
（（（
（

。
著
し
い
反
比
例
性
は
比
例
性
の
審
査
と
酷
似
し
、
一
条
の
比
例
テ
ス
ト
（O

akes

テ
ス
ト
）
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で（

（（（
（

、
有
害
に
対
し
て
有
益
の
効
果
を
衡

量
す
る
。
広
汎
性
の
審
査
に
置
き
換
わ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
広
汎
性
同
様
、
立
法
目
的
を
達
成
す
る
の
に
制
定
さ
れ
た
手
段
の
効
力
を
審
査
す

る
裁
判
所
の
ま
さ
に
権
限
な
の
で
あ
る（

（（（
（

。
た
だ
、
著
し
い
反
比
例
性
が
違
憲
審
査
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
比
例
性
と
ど
う
異
な
る
の
か
。
両
者
と
も
に
流

動
的
で
あ
る
か
ら
、
区
別
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
も（

（（（
（

、
マ
ル
モ
─

ル
ヴ
ァ
イ
ン
事
件
が
あ
え
て
、
比
例
性
で
は
な
く
著
し
い
反
比
例
性
を
テ
ス
ト

と
し
て
用
い
た
の
は
、
意
味
が
あ
ろ
う
。
違
憲
の
判
断
は
す
べ
か
ら
く
憲
章
の
各
条
に
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
一
条
の
審
査
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
七
条
と
て
例
外
で
は
な
い
。
そ
し
て
一
条
の
テ
ス
ト
は
比
例
性
で
あ
る
。
こ
の
一
条
の
テ
ス
ト
と
七
条
の
そ
れ
を
区
別
す
る
こ
と
を
マ

ル
モ
─

ル
ヴ
ァ
イ
ン
事
件
は
こ
だ
わ
っ
た
と
い
え
よ
う（

（（（
（

。
す
な
わ
ち
、「
七
条
で
の
問
題
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
や
原
理
の
境
界
を
輪
郭
づ
け
る
こ

と
で
あ
り
、
他
方
、
一
条
の
下
で
は
、
そ
の
剝
奪
が
正
当
化
さ
れ
る
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
」（para 97

）。

一
条
の
審
査
はO

akes

テ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
は
比
例
性
の
審
査
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
七
条
で
も
比
例
性
の
審
査
を
行
う
の
だ
か

ら
、
改
め
て
一
条
の
審
査
を
す
る
に
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
判
事
は
Ｍ
Ｖ
Ｒ
の
補
足
意
見
で
そ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

る
（
（（（
（

。
実
際
で
は
、
七
条
違
反
で
あ
る
な
ら
、
さ
ら
に
一
条
の
審
査
を
設
け
て
い
る（

（（（
（

。
憲
章
制
定
初
期
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
首
席
判
事
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

憲
章
適
合
性
審
査
は
一
条
で
の
比
例
審
査
を
究
極
と
す
る
。
い
わ
く（

（（（
（

、

最
高
裁
は
、
自
由
で
民
主
的
な
社
会
に
不
可
欠
の
価
値
原
理
に
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
私
が
信
ず
る
に
、
若
干
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
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個
人
の
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
、
社
会
的
正
義
や
平
等
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
広
汎
で
多
様
な
信
条
の
調
整
、
文
化
や
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
尊
重
、
そ
し
て
社
会
の
個
人
や
集
団
の
参
加
を
高
め
る
政
治
社
会
制
度
へ
の
忠
誠
を
具
体
化
す
る
。
自
由
で
民
主
的
な
社
会
の
根
底
に
あ
る
価
値

原
理
は
、
権
利
あ
る
い
は
原
理
の
制
限
に
対
し
て
、
そ
の
効
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
合
理
的
か
つ
実
証
的
に
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
示
さ
れ
る
べ
き
究

極
の
基
準
や
憲
章
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
権
利
や
自
由
の
起
源
な
の
で
あ
る
。

七
条
違
反
か
ど
う
か
は
、
同
条
が
抽
象
的
文
言
で
保
障
す
る
実
体
的
権
利
（
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
）
の
侵
害
が
あ
っ
た
と
認
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に

反
し
て
い
る
か
の
審
査
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
判
例
学
説
と
も
に
両
者
の
法
的
定
義
や
概
念
は
具
体
的
で
は
な
く
、
裁
判
所
も
一
義
的
に
し

よ
う
と
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
七
条
自
体
、
変
移
的
な
（transform

ative

）
規
定
で
、
そ
の
憲
法
規
範
と
し
て
の
意
義
は
時
代
と
と
も
に
変
転
し
て
い

く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
込
め
は
違
憲
審
査
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
行
う
。
こ
の
認
識
は
大
方
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
条
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
包
含
さ
れ
る
一
つ
の
権
利
だ
と
認
識
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
裁
判
所
は
一
義
的
に
確
定
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い（

（（（
（

。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は

国
民
個
人
の
具
体
的
な
憲
法
上
の
権
利
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
恣
意
性
や
著
し
い
反
比
例
性
と
い
っ
た
立
法
の
審
査
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

政
府
が
憲
法
に
の
っ
と
っ
た
立
法
行
為
を
行
っ
て
い
る
か
の
審
査
の
た
め
の
規
範
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
国
民
個
人
の
側
、
い
わ
ば
受
動
的
地
位
の
国
民

か
ら
眺
め
れ
ば
、
国
家
に
よ
っ
て
不
当
な
処
遇
を
さ
れ
な
い
、
国
家
に
よ
っ
て
不
当
に
個
人
の
領
域
に
干
渉
を
受
け
な
い
権
利
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い

え
る
。
た
だ
、
こ
の
切
り
札
と
な
る
個
人
の
領
域
が
ど
こ
ま
で
か
は
裁
判
所
は
明
ら
か
に
せ
ず
、
否
、
あ
え
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
Ｌ

Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
不
当
な
毀
損
が
あ
れ
ば
、
そ
の
公
権
力
行
使
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
着
目
す
る
こ
と
と
な
る
。

五　

む
す
び
に
か
え
て

七
条
は
そ
れ
が
保
障
す
る
権
利
内
容
を
司
法
に
委
ね
た
、開
放
的
な
憲
法
規
定
で
あ
る
。そ
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
何
た
る
か
は
判
例
で
具
体
的
に
さ
れ
て
い
く
が
、
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四

今
後
の
展
開
に
は
未
知
数
な
部
分
も
否
定
で
き
な
い
。
最
高
裁
自
身
、
七
条
の
射
程
は
「
予
見
す
る
に
依
然
む
ず
か
し
い
」
と
し
て
い
る（

（（（
（

。

さ
て
最
後
に
宿
題
を
片
付
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
い
か
な
る
日
本
語
訳
が
適
当
か
。「
正
義
の
根
本
的
原
理
」
と
か
「
司
法
の
根
本
原
理
」

と
の
訳
が
あ
る
。
前
者
は
七
条
の
包
括
性
を
う
ま
く
表
し
て
い
る
が
、
道
徳
的
抽
象
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
残
り
、
裁
判
規
範
と
し
て
の
法
規
範
性
が
弱
く
な

る
き
ら
い
が
あ
る
。
正
義
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
の
だ
。
後
者
は
七
条
の
位
置
づ
け
と
法
規
範
性
を
示
し
て
い
る
が
、
狭
義
に
解
し
て
包
括

的
側
面
を
う
ま
く
出
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
感
が
あ
る
。
残
余
理
論
の
匂
い
も
あ
る
。

む
ず
し
い
の
はjustice
の
訳
で
あ
ろ
う
。O

xford

の
辞
典
で
は
、
①
人
民
を
公
正
に
処
遇
す
る
（fair treatm

ent of people

）、
②
公
平
あ
る
い
は

合
理
的
な
質
、
に
続
い
て
、
③
「
犯
罪
を
犯
し
た
人
民
を
処
罰
す
る
の
に
使
用
さ
れ
る
法
制
度
（legal system

）」
と
あ
る
。
さ
ら
に
④
裁
判
官
の
こ
と
、

と
さ
れ
る
。
憲
章
が
裁
判
規
範
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
法
的
な
意
義
の
考
察
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

カ
ナ
ダ
法
辞
典
で
はjustice

はO
xford

辞
典
と
同
じ
意
味
と
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
つ
い
て
は
自
然
的
正
義
と
同
義
で
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、
Ｍ

Ｖ
Ｒ
の
判
決
の
箇
所
を
引
用
し
て
い
る（

（（（
（

。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
権
利
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
を
格
づ
け
る
も
の
（qualifier

）
で
、
そ
の
機
能
は
当
該
権
利
の
射
程
を

設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
の
支
配
と
個
人
の
尊
厳
と
価
値
と
信
頼
に
基
づ
い
た
司
法
制
度
運
営
の
必
須
の
要
件
と
し
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
国
際
法
と
憲

章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
事
実
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
原
理
で
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
わ
れ
わ
れ
の
司
法
過
程
だ
け
で
な
く
法
制
度
の

他
の
構
成
要
素
の
基
本
的
な
支
柱
や
原
理
に
見
出
さ
れ
る
、
と
。

カ
ナ
ダ
憲
法
で
はjustice

は
司
法
制
度
と
同
義
で
あ
る
。
一
八
六
七
年
憲
法
九
二
条
一
四
項
は
州
の
立
法
管
轄
権
の
事
項
と
し
て
州
の
司
法
制
度
の
管

理
運
営
（A

dm
inistration of Justice in Province

）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
はjustice

が
明
ら
か
に
司
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
司
法
的
意
味
合
い
を
込
め
る
余
地
は
あ
る
が
、
法
的
に
は
カ
ナ
ダ
で
は
意
外
と
限
定
的
に
解
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
七
条
の
役
割
は
謙

虚
で
、「
社
会
目
的
の
追
及
の
仕
方
に
か
か
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
し
方
が
向
け
ら
れ
る
目
的
に
で
は
な
く
」、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
た
や

り
方
で
は
奪
わ
れ
な
い
と
し
、
こ
の
原
理
が
「
行
為
規
範
の
制
度
設
計
と
そ
の
制
度
の
運
営
の
副
次
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
順
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
要
請
す
る
」（

（（（
（

。
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こ
う
考
え
て
く
る
と
、fundam

ental justice

は
政
治
社
会
の
脈
絡
で
個
人
を
不
正
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
意
義
で
あ
り
、
実
体
と
い
う
よ
り
も

制
度
の
根
本
原
理
で
あ
り
、
た
だ
政
府
の
そ
の
不
順
守
に
は
司
法
救
済
の
道
が
あ
る
（
実
定
憲
法
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
）
と
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
根
本
法
原
理
と
訳
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
個
人
が
適
正
か
つ
公
正
に
処
遇
さ
れ
る
権
利
を
根
本
に
お
い
た
制
度
設
計
と
運
用
を
求
め
る

規
範
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
立
法
に
対
す
る
注
意
事
項
と
な
る
も
、
そ
の
法
的
意
味
は
一
義
的
と
い
え
る
ほ
ど
明
確
で
は
な
く
、
憲
法
が
立
法
へ
の
指
令
と
し
て
の
機
能

が
最
重
要
だ
と
す
れ
ば
、
は
な
は
だ
投
げ
や
り
で
不
案
内
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
何
を
盛
り
込
む
か
。
制
憲
者
と
し
て
は
見
切
り
発
車
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、

お
り
か
ら
導
入
さ
れ
た
司
法
審
査
制
度
で
こ
の
意
義
を
ど
う
解
す
る
か
が
司
法
の
責
務
と
な
り
、
結
果
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
立
憲
的
意
義
の
画
定
に
そ
の
積
極
的

な
役
割
を
惹
起
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た（

（（（
（

。

ホ
ッ
グ
は
三
〇
年
経
過
し
た
七
条
の
展
開
を
こ
う
述
懐
し
て
い
る（

（（（
（

。
妊
娠
中
絶
や
売
春
、
自
殺
幇
助
な
ど
の
法
を
無
効
に
す
る
権
限
を
判
事
に
与
え
る

こ
と
に
な
る
と
は
、
だ
れ
が
想
像
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
司
法
積
極
主
義
に
帰
結
す
る
展
開
が
多
数
決
主
義
の
民
主
主
義
に
逆
行
す
る
批
判
の
矢
面
に
た

た
さ
れ
る
一
方
で
、少
数
者
を
保
護
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
の
評
価
も
あ
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
三
〇
年
の
七
条
の
司
法
の
成
果
はbrilliant

（
光

輝
的
）
で
あ
る
し
、
司
法
積
極
主
義
は
続
い
て
い
る
。
こ
の
傾
向
に
あ
れ
ば
「
次
の
三
〇
年
で
七
条
の
キ
ャ
リ
ア
は
一
層brilliant

に
な
る
で
あ
ろ
う
」。

（
1
）Constitution A
ct, 1982, Schedule B to Canada A

ct 1982, U
.K

., 1982, c. 11.　

以
下
、
条
項
を
記
す
。 

法
形
式
と
し
て
は
、
憲
章
を
一
九
八
二
年
憲
法
の
な

か
に
取
り
込
ん
で
い
る
。

（
2
）
憲
章
は
一
九
八
二
年
憲
法
の
一
部
で
、「
権
利
及
び
自
由
」
と
し
て
、
基
本
的
自
由
（
二
条
）、
民
主
的
権
利
（
三
条
─
五
条
）、
移
動
の
権
利
（
六
条
）、
法
的
権
利

（
七
条
─
一
四
条
）、
平
等
権
（
一
五
条
）
を
規
定
し
て
い
る
。

（
3
）
刑
法
制
定
権
は
連
邦
の
権
限
で
あ
り
（
一
八
六
七
年
憲
法
九
一
条
二
七
号
）、
刑
事
裁
判
の
組
織
や
プ
ロ
セ
ス
に
連
邦
が
包
括
的
権
限
を
有
す
る
一
方
で
、
民
刑
事
裁

判
の
運
営
（adm

inistration

）
は
州
の
権
限
と
さ
れ
（
同
九
二
条
一
四
号
）、
刑
事
罰
を
科
す
州
法
が
連
邦
制
の
憲
法
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
富
井
幸
雄
「
カ
ナ

ダ
競
争
法
と
憲
法
─
連
邦
制
と
競
争
法
（
上
）（
下
）」
国
際
商
事
法
務
三
三
巻
七
号
九
三
九
─
九
四
四
頁
、
八
号
一
〇
八
一
─
一
〇
八
八
頁
、
平
成
一
八
年
、
参
照
。

（
4
）D

ennis K
linck, T

he Charter and Substantive Crim
inal “Justice”, 42 U

.N
.B. L.J. 191, 191

（1993

）.
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（
5
）B

ERN
A

RD W
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U
N

SO
N

 A
N

D E
U

GEN
E M

EEH
A

N, C
A

N
A

D
A’ S C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N

A
L L

A
W

 IN
 A N

U
T

SH
ELL 177

（2nd ed. 1998

）.
（
6
）
「
新
た
な
憲
章
が
古
い
権
利
章
典
よ
り
は
る
か
に
強
力
な
道
具
と
な
っ
た
の
は
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
憲
章
は
一
九
八
二
年
憲
法
に
よ
っ
て
立
憲

化
（entrenched

）
さ
れ
、
国
家
の
基
本
法
（fundam

ental law

）
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
違
法
な
行
為
や
手
続
を
違
憲
と
宣
言
す
る
権
限
を
判
事
に
与
え
た
」。

Frederick V
aughn, Judicial Politics in Canada: Patterns and T

rends, 5 C
H

O
ICES 1, 11

─12

（1999

）.

（
7
）
前
者
が
、高
橋
和
之
編
『
世
界
憲
法
集
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
四
年
）
一
三
六
頁
（
佐
々
木
雅
寿
訳
）。
後
者
が
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
編
『
新
版　

史
料
が
語
る
カ
ナ
ダ
』

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
三
二
四
頁
（
長
内
了
訳
）。

（
8
）2 P

ET
ER H

. H
O

GG, C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W
 O

F C
A

N
A

D
A 47.1

（Looseleef, 2005

）. H
ereinafter cite as H

ogg
. John D

. W
hyte, Fundam

ental Justice: 
T

he Scope and A
pplication of Section 7 of the Charter, 13 M

A
N. L. R

EV. 455, 461

─62, 473

（1983

）.

（
9
）P

A
T

RICK J. M
O

N
A

H
A

N, C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W
 426

─427

（3rd ed. 2006

）. See also, id. at 422, table 13.2.　

一
二
六
件
で
あ
り
、
そ
の
次
が
八
条
で
六
〇

件
で
あ
る
。

（
10
）H

A
M

ISH S
T

EW
A

RT, F
U

N
D

A
M

EN
T

A
L JU

ST
ICE: S

ECT
IO

N 7 O
F T

H
E C

A
N

A
D

IA
N C

H
A

RT
ER O

F R
IGH

T
S A

N
D F

REED
O

M
S 19

（2012

）.

（
11
）Eric Colvin, Section Seven of the Canadian Charter of R

ights and Freedom
s, 68 C

A
N. B. R

EV. 560, 560

─61

（1989

）.

（
12
）Chaoulli v. Q

uebec

（A
.G.

）, ［2005
］ 1 S.C.R. 791 at para 193

（Binnie, J., dissenting

）.

（
13
）
「
七
条
は
、
そ
の
ま
さ
に
包
括
的
な
言
語
が
、
憲
章
の
他
の
条
項
で
は
主
張
す
る
の
が
む
ず
し
い
あ
ま
た
の
憲
法
上
の
主
張
の
根
源
に
さ
せ
て
お
り
、
憲
章
上
最
も
肥

沃
な
（fertile

）、
変
幻
自
在
で
さ
え
あ
る
条
項
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
」。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 307.

（
14
）W

hyte, supra note 8 at 471.　

W

ホ
ワ
イ
ト

hyte

は
実
体
的
権
利
ま
で
七
条
で
読
み
込
め
る
と
す
る
。Id. at 469

─470.

（
15
）
七
条
を
「
発
動
さ
せ
る
に
は
第
一
に
、「
生
命
、
自
由
、
身
体
の
保
全
」
の
権
利
の
剝
奪
が
あ
っ
た
こ
と
の
認
定
、
第
二
に
、
そ
の
剝
奪
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
い
る
と

の
認
定
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。R. v. Beare, ［1988

］ 2 S.C.R. 387, at 401

（La Forest J.

）, cited in Blencoe v. B.C. H
um

an Rights Com
m

ission, ［2000

］ 
2 S.C.R. 307 at para 47.

（
16
）D

avid M
. Siegel, Canadian Fundam

ental Justice and U
.S. D

ue Process: T
w

o M
odels for a G

uarantee of Basic A
djudicative Fairness, 37 G

EO. 
W

A
SH. IN

T
’L L. R

EV. 1, 6

─7

（2005

）.　

憲
章
は
権
利
を
憲
法
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。
が
、
そ
う
し
た
列
挙
さ
れ
た
権
利
は
結
果
の
特
定
の
質
（quality

）
ま
で
必
ず

し
も
保
障
し
た
も
の
で
は
な
く
、そ
れ
は
特
定
の
手
続
を
用
い
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、そ
う
し
た
人
権
は
具
体
的
な
行
為
を
規
制
す
る（
迅
速
な
裁
判
な
ど
）

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
は
質
的
な
手
段
（qualitative m

easure

）
で
は
な
い
。Id. at 7, 7 n.26.　

カ
ナ
ダ
憲
法
で
は
憲
法
上
の
人
権
をentrenchm

ent

と
い
い
、

憲
法
典
に
実
定
化
さ
れ
た
り
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
権
利
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
り
、
そ
の
他
、
通
常
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
で
変
更
さ
れ
た
り
な
ど
し
て
立
憲
化

（constitutionalization

）
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。Id. at 1.

（
17
）H

ogg, at 47.11

─47.21.　

H

ホ
ッ
グ

ogg

は
最
高
裁
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
と
し
た
権
利
と
し
て
、
黙
秘
権
（right to silence

）
や
公
平
な
裁
判
（fair trial

）
を
受
け
る
権
利



二
〇
七

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

や
刑
事
裁
判
で
の
事
前
の
証
拠
開
示
請
求
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
規
範
的
内
容
と
し
て
論
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
立
憲
的
意
義

に
着
目
し
そ
の
意
義
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
刑
事
訴
訟
法
に
は
深
く
か
か
わ
ら
な
い
。

（
18
）P

ET
ER W

. H
O

GG, C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W
 O

F C
A

N
A

D
A

 1064

（4th ed. 1997

）.
（
19
）Id. at 1065.　

フ
ラ
ン
ス
語
の
条
文
で
は
、
そ
の
文
法
に
従
っ
て
忠
実
に
訳
せ
ば
、「
な
ん
ぴ
と
も
生
命
、
自
由
及
び
個
人
の
安
全
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。
な
ん

ぴ
と
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
な
い
か
ぎ
り
そ
の
権
利
を
奪
わ
れ
な
い
」
と
な
る
。
長
内
訳
で
は
「
何
び
と
も
、
生
命
、
自
由
及
び
身
体
の
安
全
に
対
す
る
権
利
を
有
し
、

司
法
の
基
本
原
理
（
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
訳
─
筆
者
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
権
利
を
奪
わ
れ
な
い
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
読
み
方
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
法
文

で
は
二
つ
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
判
例
は
単
一
の
権
利
と
し
て
い
る
。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 61

─62.

（
20
）
三
つ
の
権
利
の
記
述
の
前
段
部
分
は
単
な
る
権
利
宣
言
で
あ
り
、そ
の
法
的
効
果
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
限
り
維
持
さ
れ
る
と
の
条
文
と
結
合
し
て
（conjunctively

）

読
ま
れ
る
。Colvin, supra note 11 at 563.

（
21
）
七
条
は
権
利
章
典
の
こ
の
二
つ
の
条
項
のam

algam

（
混
合
物
）
だ
と
し
た
う
え
で
、
財
産
権
（
一
条
ａ
項
）
に
及
ば
な
い
こ
と
と
、
権
利
や
義
務
の
画
定
（
二
条

ｅ
）
に
及
ば
な
い
こ
と
で
、
射
程
が
狭
く
さ
れ
て
い
る
。H

O
GG, supra note 18 at 1065

─66.　

本
文
の
こ
の
段
落
の
記
述
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

（
22
）Id. at 1074.

（
23
）
契
約
の
自
由
と
い
っ
た
財
産
権
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
含
ま
れ
な
い
。Irw

in T
oy Ltd. v. A

.G. Q
uebec, ［1989

］1 S.C.R. 927, at 1003.

（
24
）J.M

. E
V

A
N

S, H
.N

. JA
N

ISCH, A
N

D D
A

V
ID J. M

U
LLA

N, A
D

M
IN

IST
RA

T
IV

E L
A

W
: C

A
SES, T

EX
T A

N
D M

A
T

ERIA
LS 151

（4th ed. 1995

）.

（
25
）Irw

in T
oy v. Q

uebec ［1989

］ 1 S.C.R. 927. 
こ
れ
ら
三
つ
の
権
利
は
自
然
人
の
属
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
権
利
章
典
で
は
法
人
適
用
は
未
解
決
で
あ
る
。
た
だ
、
連

邦
の
「
解
釈
法
（Interpretation A

ct, R.S.C. 1985, c. I
─21

）」
三
五
条
一
項
は
、person

に
は
法
に
別
の
定
め
の
な
い
限
り
法
人
が
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
な

お
憲
章
二
条
ｄ
の
表
現
の
自
由
に
関
し
て
、
最
高
裁
は
、
憲
章
七
条
は
純
粋
に
商
業
的
な
活
動
に
は
及
ば
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。R. v. Edw

ards Books and A
rt 

Ltd.,

［1986

］ 2 S.C.R. 713 at para 156.

（
26
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 57

─61.　

法
人
で
も
七
条
の
権
利
に
反
す
る
政
府
の
行
為
を
攻
撃
す
る
と
き
、
七
条
に
依
拠
す
る
権
利
が
あ
る
。W

holesale 
T

ravel Group v. H
arvey v. N

ew
 Brunsw

ick

（A
ttorney General

）, ［1996

］2 S.C.R. 876.　

七
条
の
権
利
主
体
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
ほ
か
に
、「
な
ん
ぴ

と
」
に
は
不
法
移
民
が
入
る
と
す
る
の
が
判
例
で
あ
る
こ
と
、
胎
児
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。H

O
GG, supra note 18 at 1067

─68.　

七
条
適
用
の
訴
訟

の
要
件
は
、
そ
の
対
象
が
公
権
力
の
行
使
（state action

）
で
あ
り
、
原
告
は
自
然
人
で
七
条
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。S

T
EW

A
RT, 

supra note 10 at 21

─22.

（
27
）Irw

in T
oy Ltd. v. A

.G. Q
uebec, ［1989

］1 S.C.R. 927, at 1003

─1004. See also, S
T

EW
A

RT, supra note 10 at 91

─92.　

憲
章
制
定
過
程
で
社
会

党
（Socialist Party

）
が
財
産
権
の
保
障
を
盛
り
込
む
の
に
強
く
反
対
し
た
経
緯
や
、
財
産
権
を
保
障
す
る
条
項
で
州
や
連
邦
の
社
会
福
祉
立
法
や
労
働
組
合
な

ど
の
制
度
を
解
体
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
と
の
懸
念
か
ら
、
こ
う
し
た
社
会
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
調
和
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。Roderick A

. M
acdonald, 



二
〇
八

Procedural D
ue Process in Canadian Constitutional Law

: N
atural Justice and Fundam

ental Justice, 39 U
. F

LA. L. R
EV. 217, 243

（1987

）.
（
28
）
憲
章
は
私
人
間
の
訴
訟
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 32.

（
29
）Canada

（Justice

） v. K
hadr, ［2008

］ 2 S.C.R. 125.
（
30
）
も
っ
と
も
、こ
の
判
決
で
即
時
に
開
示
が
命
じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ナ
ダ
証
拠
法
（
二
〇
〇
一
年
の
反
テ
ロ
法
（
Ａ
Ｔ
Ａ
）
に
よ
っ
て
公
式
秘
密
法
（O

ffi
cial 

Secrets A
ct

）
か
ら
（Canada Evidence A

ct

に
変
更
）
に
よ
っ
て
本
件
記
録
等
が
開
示
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
開
示
に
よ
っ
て
カ
ナ
ダ
の
安
全
保
障
や
国
際

関
係
に
障
害
と
な
ら
な
い
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
、
指
定
さ
れ
た
判
事
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。See, at para 41.

（
31
）Gosselin v. Q

uebec, ［2002

］ 4 S.C.R. 429.

（
32
）Id. at paras 75
─84.

（
33
）Id. at paras 205
─223.

（
34
）H

O
GG, supra note 18 at 1075

─76.

（
35
）Id. at 1076 ; W

hyte, supra note 8 at 458.

（
36
）
修
正
第
五
条
や
第
一
四
条
の
「
雄
弁
な
る
言
い
回
し
か
ら
は
、
ど
れ
ほ
ど
…
…
多
く
の
不
確
定
性
が
生
み
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
」。H

. L. A
. 

ハ
ー
ト
／
長
谷
部
恭

男
訳
『
法
の
概
念
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
三
九
頁
。

（
37
）Re B.C. M

otor V
ehicle A

ct, ［1985

］ 2 S.C.R. 486, at 531

（W
ilson, J., concurring

）.

（
38
）
制
憲
プ
ロ
セ
ス
で
の
議
論
は
以
下
に
よ
る
。S

T
EPH

EN R
O

SS, H
ELEN IRV

IN
G A

N
D H

EIN
Z K

LU
G, C

O
M

PA
RA

T
IV

E C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W
: A

 C
O

N
T

EX
T

U
A

L 
A

PPRO
A

CH 199

─200

（2014

）.

（
39
）N

icholas Bala and J. D
ouglas Redfearn, Fam

ily Law
 and the “Liberty Interest”: Section 7 of the Canadian Charter of R

ights, 15 O
T

T
A

W
A L. 

R
EV. 274, 288

（1983

）.　

こ
の
論
文
は
、
憲
章
の
解
釈
に
議
会
で
の
審
議
を
重
要
な
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
七
条
の
意
義
を
検
討
す
る
。

（
40
）
憲
章
制
定
後
の
判
例
で
は
、
手
続
は
中
心
で
あ
る
も
の
の
、
実
体
的
価
値
の
側
面
の
保
障
も
無
視
で
き
な
い
と
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
を
早
く
も
示
唆
し
て
い
る
。

控
訴
審
で
オ
ン
タ
リ
オ
州
控
訴
審
判
事Robins

は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
今
や
憲
章
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｊ

は
、「
自
然
的
正
義
」
あ
る
い
は
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
」
と
同
様
に
、
自
由
な
社
会
の
市
民
が
公
平
な
手
続
に
あ
ず
か
る
基
本
的
な
権
利
が
保
障
さ
れ
る
の
を
意
図
し
た
包

括
的
な
表
現
で
あ
る
。
根
本
的
正
義
の
到
達
に
不
可
欠
な
公
平
さ
（fairness

）
の
基
準
な
い
し
原
理
が
静
態
で
あ
る
わ
け
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
何
が
恣
意
的
で
不
公
平
で
不
正
で
あ
る
か
を
社
会
が
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
応
じ
て
、
変
転
し
発
展
し
続
け
る
の
で
あ
る
」。Re Potm

a and the Q
ueen, 

41 O
.R.

（2d

）43, at 52

（C.A
. 1983

）.「
カ
ナ
ダ
の
判
事
は
、
時
に
解
釈
主
義
者
（
Ｒ
・
ボ
ー
ク
ば
り
の
、
制
憲
時
の
意
味
が
憲
法
の
意
味
と
す
る
）
の
解
釈
手
法

を
用
い
る
け
れ
ど
も
、
自
身
の
憲
法
原
理
を
［
憲
章
の
］
文
書
が
批
准
さ
れ
た
と
き
に
理
解
さ
れ
た
原
理
に
置
き
換
え
る
の
は
自
由
だ
と
思
っ
て
い
る
」。Robert E. 

H
aw

kins, Interpretivism
 and Sections 7 &

 15 of the Canadian Charter of R
ights and Freedom

s, 22 O
T

T
A

W
A L. R

EV. 275, 305

（1990

）.



二
〇
九

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

（
41
）Peter H

ogg, T
he Brilliant Charter of Section 7 of the Charter, 58 S.C.L.R.

（2d

）195, at para 6

（2012

）.
（
42
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 126.

（
43
）
七
条
の
審
査
に
一
条
の
審
査
を
加
え
る
べ
き
か
は
議
論
が
あ
る
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
っ
て
い
る
。H

O
GG, supra note 18 at 1066.　

一
九
八
八
年
の
、
中
絶
を
規

制
し
た
刑
法
を
七
条
違
反
と
判
断
し
た
判
例
で
、D

デ
ィ
ク
ソ
ン

ickson

判
事
は
一
条
の
審
査
を
行
い
、
法
の
目
的
が
胎
児
の
保
護
に
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
母
体
の
健
康
を
保
持

す
る
た
め
の
中
絶
は
こ
の
目
的
に
比
例
し
て
お
ら
ず
、一
条
の
テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
ー
し
な
い
と
し
て
、違
憲
と
判
断
し
て
い
る
。M

orgentaler v. T
he Q

ueen, ［1988

］ 
1 S.C.R. 30.

（
44
）
「
七
条
は
、
法
的
手
続
の
結
果
と
し
て
個
人
の
身
体
的
自
由
に
干
渉
す
る
の
を
超
え
る
利
益
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
が
今
や
明
確
と
な
っ
た
」
と
判
例
を
総
括
し
て

い
る
。Philip Bryden, Section 7 of the Charter outside the Crim

inal Context, 38 U
.B.C. L. R

EV. 507, 513

（2005

）.　

そ
し
て
七
条
の
判
例
は
、「
す
べ

て
の
法
手
続
は
、
す
べ
て
の
法
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
さ
れ
た
以
上
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
」
一
般

的
な
憲
法
保
障
と
し
て
、
七
条
は
解
釈
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。Id.  

七
条
で
審
査
さ
れ
る
立
法
は
、
犯
罪
、
児
童
保
護
、
移
民
、
退
去
手
続
な
ど
、
多
様
で
あ
る
。

S
T

EW
A

RT, supra note 10 at 23
─24.

（
45
）B.

（R.

）v. Children’s A
id Society of M

etropolitan T
oronto,

［1995

］1 S.C.R. 315.

（
46
）
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。「
本
章
及
び
第
四
章
に
お
い
て
…
…
「
保
護
の
必
要
の
あ
る
児
童
」
と
は
…
…
子
の
世
話
を
す
る
人
が
、
適
切
な
医
学
的
、
外
科
的
、

も
し
く
は
そ
の
子
の
健
康
や
安
寧
に
必
要
な
そ
の
他
の
認
め
ら
れ
た
救
護
の
措
置
や
処
置
を
施
す
の
を
し
な
い
、
も
し
く
は
拒
否
し
た
り
、
ま
た
は
適
法
な
資
格
あ
る

医
師
に
よ
っ
て
勧
め
ら
れ
た
と
き
、
そ
う
し
た
治
療
や
処
置
を
子
に
提
供
さ
れ
る
の
を
拒
ん
だ
場
合
、
も
し
く
は
そ
の
他
子
供
を
適
切
に
保
護
し
な
い
場
合
に
あ
る
児

童
…
…
を
意
味
す
る
」。
本
件
判
決
時
に
は
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）
富
井
幸
雄
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
信
教
の
自
由
」
法
学
会
雑
誌
四
八
巻
二
号
一
八
一
頁
、
一
九
六
頁
、
二
〇
〇
七
年
。

（
48
）
「
ア
メ
リ
カ
の
判
例
は
助
け
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
究
極
的
に
は
憲
章
の
文
言
は
カ
ナ
ダ
の
憲
法
文
書
の
そ
れ
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
の
経
験
と
カ

ナ
ダ
の
条
件
に
照
ら
し
て
そ
の
解
釈
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
章
を
解
釈
す
る
と
き
、
裁
判
所
は
底
流
に
あ
る
共
同
体
の
価
値
と
期
待
に
公
平
な
表
現
を

施
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。Bala and Redfearn, supra note 39 at 275

（citation om
itted

）. 

カ
ナ
ダ
は
コ
モ
ン
ロ
ー
と
大
陸
法
の
二
元
法
体
系
を
受

容
し
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
伝
統
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
法
の
判
例
を
参
照
す
る
の
は
造
作
な
い
し
、
ア
メ
リ
カ
の
法
科
大
学
院
で
教
育
を
受
け
た
カ
ナ
ダ
法
曹
も
多
く

い
る
の
も
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
。Gerard V

. La Forest, T
he U

se of A
m

erican Precedents in Canadian Courts, 46 M
A

IN
E L. R

EV. 211

（1994

）.

（
49
）M

eyer v. N
ebraska, 262 U

.S. 390, 399

（1923

）（Reynolds, J., delivering
）. 
こ
の
事
件
は
、
公
私
立
学
校
に
お
い
て
英
語
以
外
で
教
育
す
る
こ
と
を
禁
じ

た
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
法
を
違
憲
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
修
正
第
一
四
条
の
適
正
手
続
条
項
で
保
護
さ
れ
るliberty

と
は
、
身
体
的
拘
束
か
ら
の
自
由

freedom

だ
け
で
は
な
く
、
労
働
や
生
活
の
糧
の
契
約
を
し
た
り
、
有
益
な
知
識
を
得
た
り
、
結
婚
し
家
庭
を
設
け
て
子
供
を
育
て
た
り
、
自
己
の
良
心
に
し
た
が
っ

て
神
を
崇
拝
し
た
り
、
そ
し
て
正
当
な
自
由
人
の
希
求
に
不
可
欠
の
コ
モ
ン
ロ
ー
で
長
い
間
認
め
ら
れ
て
き
た
特
権
を
享
受
す
る
個
人
の
権
利
を
記
述
す
る
と
し
た
。



二
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〇

そ
し
て
、
こ
の
自
由
は
「
有
効
な
州
の
権
能
の
範
囲
内
の
目
的
に
合
理
的
に
関
連
す
る
こ
と
な
し
に
、
も
し
く
は
恣
意
的
な
立
法
行
為
で
は
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

州
が
そ
の
市
民
の
質
を
高
め
る
た
め
に
多
く
を
な
し
う
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
が
、
個
人
は
尊
厳
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
一
定
の
根
本
的
な
権
利
を
有
し
て
い
る
」。

（
50
）Roe v. W

ade, 410 U
.S. 113, 168

─9

（1973

）.　

ア
メ
リ
カ
憲
法
修
正
第
五
条
と
第
一
四
条
の
判
例
は
、
そ
の
国
に
驚
く
ほ
ど
広
範
な
自
由
（liberty

）
概
念
を
与

え
た
が
、
そ
れ
は
単
な
る
身
体
的
拘
束
の
対
義
語
で
は
な
く
、
無
制
限
な
の
で
は
な
い
。Bala and Redfearn, supra note 39 at 280 n.25. 

（
51
）Colvin, supra note 11 at 575. 

（
52
）Id. at 583
─584.

（
53
）Re B.C. M

otor V
ehicle A

ct,

［1985

］2 S.C.R. 486.　

以
下
本
文
で
は
引
用
頁
を
括
弧
内
に
数
字
で
示
す
。

（
54
）
カ
ナ
ダ
法
で
は
刑
罰
に
は
三
つ
の
責
任
が
あ
る
。
第
一
が
絶
対
責
任
で
、
過
失
も
故
意
も
要
せ
ず
、
禁
じ
ら
れ
た
行
為
を
単
純
に
罰
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
が
厳
格

責
任
（strict liability
）
で
、
禁
じ
ら
れ
た
行
為
を
罰
す
る
の
で
あ
る
が
、
被
告
が
合
理
的
な
注
意
を
欠
い
て
い
た
、
過
失
（negligence

）
が
立
証
さ
れ
た
と
き
の
み

責
任
を
認
め
る
。
第
三
が
故
意
（m

ens rea

）
で
、
禁
じ
ら
れ
た
行
為
に
違
法
性
の
認
識
が
確
実
に
あ
っ
た
と
き
の
み
有
責
と
す
る
も
の
で
あ
る
。H

ogg, at 47

─31, 
47

─32.

（
55
）
「
明
ら
か
に
、
収
監
（
仮
釈
放
を
含
む
）
は
人
民
の
自
由
を
奪
う
。
犯
罪
は
収
監
が
判
事
に
委
ね
ら
れ
た
瞬
間
に
そ
の
潜
在
性
を
有
す
る
。
収
監
が
強
制
的
で
あ
る
必

要
は
な
い
」、
つ
ま
り
、
収
監
の
可
能
性
そ
の
も
の
で
七
条
の
自
由
が
問
題
と
な
る
と
す
る
。Re B.C. M

otor V
ehicle A

ct,

［1985

］2 S.C.R. 486, at 515.

（
56
）§

4, the O
ffences A

ct, R.S.B.C. 1979, c. 305, as am
ended by S.B.C. 1990, c.34, s. 10.

（
57
）
［1985

］2. S.C.R., at 502

─503

（Lam
er

）.　

ホ
ッ
グ
は
残
余
理
論
を
否
定
し
、
七
条
解
釈
に
慎
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
。H

ogg, at 44

─9. 

財
産
権
は
当
然
含
ま

れ
な
い
と
す
る
。Id. at 44

─12.　

同
様
に
残
余
説
を
批
判
す
る
者
と
し
て
、H

aw
kins, supra note 40 at 289.

（
58
）Christopher P. M

anfredi, Fundam
ental Justice in the Suprem

e Court of Canada: D
ecisions under Section 7 of the Charter of R

ights and 
Freedom

s, 1984

─1988, 38 A
M

. J. C
O

M
P. L. 655

（1990
）.　

こ
の
期
間
に
二
五
の
七
条
判
例
が
あ
り
、
①
Ｐ
Ｆ
Ｊ
へ
の
言
及
で
最
高
裁
が
立
法
と
民
主
主
義
的
価
値

（dem
ocratic value

）
の
手
続
的
お
よ
び
実
体
的
適
合
性
を
衡
る
責
務
を
認
め
た
こ
と
と
、
②
自
由
と
身
体
の
安
全
の
意
味
に
つ
い
て
、
同
様
な
観
点
か
ら
最
高
裁
に

定
義
さ
せ
る
に
十
分
な
開
放
的
な
（open ended

）
規
範
性
を
与
え
た
こ
と
、
を
焼
き
付
け
た
と
分
析
し
て
い
る
。Id. at 681.

（
59
）N

ader R. H
asan, T

hree T
heories of “Principles of Fundam

ental Justice”, 63 S.C.L.R.

（2d

）339

（2013

）.

（
60
）
自
白
ル
ー
ル
、
弁
護
人
接
見
特
権
、
完
全
応
答
権
な
ど
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
し
て
判
例
で
認
め
ら
れ
た
の
は
、
歴
史
に
淵
源
を
求
め
た
も
の
だ
と
す
る
。Id. at paras  

16

─20.

（
61
）
Ｍ
Ｖ
Ｒ
のL

ラ
マ
ー

am
er

の
次
の
言
説
を
典
拠
と
す
る
。「
八
条
か
ら
一
四
条
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
て
剝
奪
さ
れ
る
権
利
の
典
型
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ

ら
は
、
現
実
に
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
範
囲
の
い
く
つ
か
を
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
個
人
の
生
命
、
自
由
、
身
体
の
保
全
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
従
わ
な
い
や
り
方
で
侵
害
さ
れ
る
場

合
の
例
な
の
で
あ
る
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
七
条
か
ら
一
四
条
は
一
つ
の
条
項
に
合
体
さ
れ
う
る
」。Id. at para 28.



二
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一

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

（
62
）Id. at para 43.　

も
っ
と
も
、
七
条
か
ら
一
四
条
の
法
的
権
利
は
司
法
の
運
営
や
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
の
権
利
で
あ
っ
て
、
派
生
も
こ
の
枠
組
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

に
留
意
し
た
い
。
た
だ
、
七
条
が
こ
れ
に
限
定
さ
れ
な
い
と
さ
れ
れ
ば
、
憲
章
全
体
に
派
生
的
と
な
る
。Id. at para 55.

（
63
）Id. at para 84.

（
64
）T

hom
as J. Singleton, T

he Principles of Fundam
ental Justice, Societal Interest and Section 1 of the Charter, 74 C

A
N. B. R

EV. 446, 449

（1995

）.

（
65
）Id. at 450.　

た
だ
そ
れ
は
判
例
や
判
事
の
間
で
は
一
貫
し
て
お
ら
ず
、
社
会
的
利
益
と
の
衡
量
は
一
条
で
な
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。Id. See also, id. at 473.

（
66
）H

ogg, supra note 41 at para 3.　

こ
れ
が
制
憲
者
の
意
図
で
あ
る
の
は
疑
い
な
い
と
す
る
。Id. 

（
67
）Cunningham

 v. Canada,

［1993

］2 S.C.R. 143.

（
68
）R. v. City of Sault Ste. M

arie,

［1978

］S.C.R. 1299, 1325

─1326.

（
69
）
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
要
素
と
さ
れ
た
刑
事
責
任
の
原
理
と
し
て
、
①
肉
体
的
に
自
発
的
行
為
で
あ
る
こ
と
、
②
正
当
な
注
意
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
、
③
過
失
犯
は
深
刻
さ
に
比

例
し
て
い
る
こ
と
、
④
犯
罪
の
類
型
で
は
特
別
に
過
失
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 157

─220.

（
70
）R. v. M

orgentaler,

［1988
］1 S.C.R. 30.　

以
下
本
文
で
は
引
用
頁
を
括
弧
内
に
示
す
。

（
71
）Id. at 53

（D
ickson, J., delivering

）.　

さ
ら
に
Ｍ
Ｖ
Ｒ
は
、
公
政
策
と
実
体
的
審
査
の
間
に
微
妙
な
線
引
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
本

件
は
七
条
の
手
続
の
側
面
の
領
域
内
で
し
っ
か
り
と
判
断
さ
れ
る
と
し
て
、
関
係
な
い
と
し
た
。Id.　

し
た
が
っ
て
、
二
五
一
条
の
実
体
的
内
容
の
評
価
に
関
知
せ
ず
、

も
っ
ぱ
ら
治
療
の
中
絶
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
二
五
一
条
で
規
定
さ
れ
た
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
習
熟
す
る
。Id. at 63.

（
72
）B

ビ
ー
ツ

eetz

とE

エ
ス
テ
ィ

stey

の
補
足
意
見
も
同
様
で
、
身
体
の
安
全
に
は
「
一
般
的
に
個
人
の
生
命
や
健
康
が
危
険
に
瀕
し
て
い
る
と
き
、
州
の
干
渉
か
ら
の
何
ら
か
の
保
護

を
含
む
」
と
す
る
。Id. at 90.　

危
険
に
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
州
が
こ
れ
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
七
条
を
惹
起
す
る
と
す
る
。

（
73
）Id. at 73. 

（
74
）
判
決
は
明
確
に
し
て
い
な
い
が
、
恣
意
的
（arbitraty

）
だ
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
と
し
た
と
理
解
で
き
よ
う
。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 140.　

た
だ
そ
の
後

の
最
高
裁
の
判
例
は
そ
う
は
み
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。Id. 

（
75
）
胎
児
の
利
益
を
保
護
す
る
国
家
利
益
の
た
め
に
女
性
の
生
命
や
健
康
に
信
頼
あ
る
独
立
し
た
医
学
的
判
断
を
要
求
す
る
議
会
の
意
思
は
正
当
で
、
そ
の
た
め
の
煩
雑

さ
や
時
間
を
要
す
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
と
し
て
も
、
二
五
一
条
の
枠
は
妊
婦
の
健
康
に
付
加
的
な
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
事
務
的
な
行
動
を
作
り
上
げ

る
こ
と
に
不
必
要
な
点
が
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
不
公
平
だ
と
す
る
。Id. at 82.　

中
絶
禁
止
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
が
、
中
絶
の
手
続
に
異
常
な
遅
延
を
生
じ
さ
せ
て

お
り
、
多
少
の
遅
延
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
議
会
が
行
政
手
続
の
枠
組
み
で
達
成
し
よ
う
と
し
た
目
的
に
照
ら
し
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
。Id. at 114.

（
76
）K

erri A
. Froc, Constitutional Coalescence: Substantive E

quality as a Principle of Fundam
ental Justice, 42 O

T
T

A
W

A L. R
EV. 411, 421

（2012

）.

（
77
）H

asan, supra note 59 at para 62.　
「
彼
女
は
根
本
正
義
（fundam

ental justice

）
の
実
体
的
内
容
を
大
き
く
広
げ
た
」。H

aw
kins, supra note 40 at 292.  

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
九
八
二
年
ト
ル
ー
ド
首
相
が
任
命
し
た
カ
ナ
ダ
初
の
女
性
最
高
裁
判
事
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
オ
コ
ー
ナ
ー
が
ア
メ
リ
カ
初
の
女
性
最
高
裁
判
事
に



二
一
二

な
っ
た
と
き
か
ら
す
ぐ
で
あ
っ
た
。P

ET
ER M

CCO
RM

ICK, S
U

PREM
E A

T L
A

ST
: T

H
E E

V
O

LU
T

IO
N

 O
F T

H
E S

U
PREM

E C
O

U
RT

 O
F C

A
N

A
D

A 85

（2000

）.
（
78
）
［1988

］1 S.C.R. 166.　

こ
れ
は
自
身
の
先
の
判
例
（R. v. Jones

）
で
述
べ
た
の
と
同
じ
だ
と
す
る
。Id.　
「
自
由
で
（free

）
民
主
的
な
社
会
の
自
由
（liberty

）

は
、
国
家
に
、
そ
の
市
民
が
な
し
た
個
人
的
決
定
を
承
認
す
る
よ
う
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
が
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
よ
う
に
求
め
る
も
の

で
あ
る
」。Id. at 167.　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
説
き
起
こ
し
な
が
ら
、
個
人
の
自
律
の
立
憲
的
価
値
は
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
分
析
し
て

い
る
。Id. at 171.  

妊
娠
を
中
断
さ
せ
る
女
性
の
決
定
は
、
深
遠
な
心
理
的
経
済
的
社
会
的
帰
結
だ
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
す
る
。Id.　

妊
娠
中
絶
の
女
性
の
権
利
が

七
条
で
保
護
さ
れ
る
と
正
面
か
ら
判
断
し
て
い
る
点
が
、
多
数
意
見
と
異
な
る
。
無
論
こ
れ
は
絶
対
的
に
保
障
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
健
康
の
保
護
や
適

切
な
医
学
水
準
、
胎
児
の
生
命
で
の
正
当
な
国
家
利
益
も
衡
量
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。Id. at 169.

（
79
）H

asan, supra note 59 at paras 60, 63.　

憲
章
前
の
法
や
半
影
で
も
な
く
、
彼
が
い
う
と
こ
ろ
の
歴
史
的
原
理
に
も
派
生
的
原
理
（
半
影
理
論
）
に
も
基
づ
か
な

い
も
の
で
、
変
転
原
理
の
先
駆
け
と
す
る
。

（
80
）Id. at para 63.

（
81
）R. v. Jones,

［1986

］2 S.C.R. 284 at para 76.

（
82
）H

ogg, at 47

─9 n.38.

（
83
）
「
個
人
は
国
家
の
干
渉
か
ら
自
由
に
根
本
的
な
個
人
的
決
定
を
な
す
権
利
を
有
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
個
人
的
自
律
は
無
制
約
な
自
由
と
同
義
語
で
は
な

い
。（
本
件
で
は
）
州
は
い
か
な
る
「
根
本
的
個
人
的
選
択
」
を
な
す
の
を
原
告
に
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」。Blencoe v. B.C. H

um
an Rights 

Com
m

ission,

［2000

］2 S.C.R. 307 at para 54
（Bastrache, J., delivering

）.

（
84
）Id. at para 51.

（
85
）Id. at para 57.　

身
体
の
安
全
の
制
約
が
問
題
と
な
る
に
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
州
の
制
約
が
個
人
の
心
理
的
保
全
（integrity

）
に
重
篤
か
つ
深
遠
な
効
果

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
州
の
干
渉
の
効
果
は
客
観
的
に
測
ら
れ
、
合
理
的
な
感
覚
の
人
の
心
理
的
保
全
へ
の
影
響
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
。N

ew
 Brunsw

ick

（M
inister of H

ealth &
 Com

m
unity Service

）v. G

（J

）,［1999
］3 S.C.R. 46 at para 60.

（
86
）
［2000

］2 S.C.R. 307, at para 96.

（
87
）
こ
れ
が
七
条
で
保
護
さ
れ
る
権
利
を
限
定
す
る
第
一
の
要
素
だ
と
す
る
。Bryden, supra note 44 at 519.

（
88
）
［2000

］2 S.C.R. 307 at paras 97

─99.　

Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
審
査
は
す
る
に
及
ば
ず
、
行
政
法
の
論
点
の
た
め
に
本
件
の
情
況
で
の
手
続
の
遅
延
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
反
し
な
い
か

を
議
論
し
て
お
く
と
す
る
。Id. at para 99.

（
89
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 75.

（
90
）Canada

（A
.G.

）v. Bedford,

［2013

］3 S.C.R. 1101.

（
91
）
カ
ナ
ダ
の
売
春
の
法
規
制
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
手
塚
崇
聡
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
売
春
規
制
の
歴
史
と
現
状
」
臨
床
政
治
研
究
四
号
二
一
頁
、
二
〇
一
三
年
、



二
一
三

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

参
照
。

（
92
）Bedford v. Can.

（A
.G.

）（2010

）, 327 D
.L.R.

（4th

）52.
（
93
）Id. at paras 281, 287.

（
94
）Reference re ss. 193 and 195.1

（1

）（c

）of the Crim
inal Code

（M
an.

）,［1990

］1 S.C.R. 1123.　

本
件
刑
法
条
項
に
つ
い
て
一
部
、二
条
違
反
を
認
め
た
が
、

一
条
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
、
ま
た
七
条
違
反
は
な
い
と
し
た
。

（
95
）H

am
ish Stew

art, Bedford v. Canada: Prostitution and Fundam
ental Justice, 57 C

RIM
. L.Q

. 197, 199

（2011

）.

（
96
）Bedford
の
第
一
審
は
、
売
春
宿
禁
止
条
項
を
合
憲
と
し
た
最
高
裁
判
断
（Prostitution Reference

。
厳
密
に
は
勧
告
的
意
見
で
あ
る
が
、
判
例
と
し
て
お
く
）

は
本
件
違
憲
審
査
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
七
条
の
判
例
が
一
九
九
〇
年
以
降
相
当
に
変
転
し
て
、
と
り
わ
け
恣
意
性
、
広
汎
性
、
著
し
い

反
比
例
性
は
、
そ
の
最
高
裁
判
断
時
に
は
議
論
も
考
慮
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
多
く
の
証
拠
と
な
る
記
録
が
当
時
よ
り
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
。
第
三
に
、
そ

の
最
高
裁
判
断
の
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
前
提
が
も
は
や
有
効
で
は
な
い
。
第
四
に
、
本
件
の
表
現
の
自
由
の
類
型
は
そ
の
最
高
裁
判
例
と
異
な
る
。Canada

（A
.G.

）v. Bedford,

［2013

］3 S.C.R. 1101. at para 17.　

最
高
裁
も
こ
れ
を
基
本
的
に
支
持
し
て
、
本
件
判
断
に
至
っ
て
い
る
。Id. at paras 38

─56.

（
97
）
カ
ナ
ダ
的
と
い
う
の
は
た
や
す
い
が
、
違
憲
審
査
基
準
の
難
解
な
議
論
に
一
石
を
投
じ
て
お
り
、
研
究
す
る
意
義
が
あ
る
。

（
98
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 106.

（
99
）Rodriguez v. British Colum

bia

（A
ttorney General

）,［1993

］3 S.C.R. 519.　

以
下
本
文
で
引
用
頁
を
括
弧
内
に
示
す
。

（
100
）
憲
章
一
二
条
（
残
虐
な
刑
罰
・
処
遇
の
禁
止
）
違
反
に
は
、
①
原
告
が
国
家
に
よ
っ
て
刑
罰
や
処
置
（treatm

ent

）
に
服
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
そ
れ
が
残
虐
も
し

く
は
非
常
（unusual

）
で
あ
る
こ
と
、
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
で
は
刑
罰
は
問
題
で
は
な
く
、
自
殺
の
禁
止
が
処
遇
に
当
た
る
と
も
い
え
な
い
か
ら
、

①
は
満
た
さ
な
い
。
処
遇
は
刑
罰
よ
り
も
広
く
、
公
的
制
度
の
中
で
個
人
を
拘
束
的
に
統
制
す
る
行
政
的
措
置
で
あ
れ
ば
、
作
為
不
作
為
に
か
か
わ
ら
ず
、
含
ま
れ
る
。

し
か
し
、
単
な
る
国
家
に
よ
る
禁
止
で
は
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
。
二
四
一
条
ｂ
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。
国
家
に
よ
る
何
ら
か
の
積
極
的
な
運
用
過
程
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
、
本
件
で
は
ロ
ド
リ
ゲ
ズ
が
国
家
の
行
政
的
な
い
し
司
法
的
制
度
に
服
す
る
情
況
で
は
な
い
か
ら
、
憲
章
一
二
条
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
。
憲
章
一
五
条

（
平
等
）
違
反
は
、
憲
章
一
条
で
明
ら
か
に
合
憲
と
さ
れ
る
か
ら
、
そ
こ
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
首
席
判
事
に
従
っ
て
一
五
条
違
反
は
あ
る
と
仮
定
し
て
も
、
一

条
の
判
断
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
憲
章
一
条
で
の
検
討
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
人
命
保
護
と
い
う
二
四
一
条
ｂ
の
立
法
目
的
は
、
反
対
意
見
と
同
様
正
当
で
あ
る
。

問
題
は
自
殺
幇
助
の
包
括
禁
止
と
い
っ
た
手
段
の
比
例
性
で
あ
り
、
こ
の
目
的
と
合
理
的
に
関
係
し
な
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
に
例
外
を
設
け
れ
ば
不
平
等
な
取

扱
い
を
も
た
ら
し
、
不
十
分
で
不
安
定
な
（slippery slope

）
理
論
と
な
る
。
政
府
が
最
小
限
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
合
理
的
根
拠
が
あ
る
か
ら
比
例
テ
ス

ト
は
満
た
し
て
お
り
、
裁
判
所
が
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
手
段
が
あ
る
か
を
思
弁
す
る
こ
と
は
そ
の
適
切
な
役
割
を
超
え
る
か
ら
、
議
会
の
手
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。

（
101
）
そ
も
そ
も
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
ア
メ
リ
カ
のD

ue Process

と
は
異
な
っ
て
、
カ
ナ
ダ
法
の
コ
モ
ン
ロ
ー
で
根
本
と
さ
れ
る
も
の
が
入
り
、
そ
れ
が
な
ん
た
る
か
は
裁
判
官
が

決
め
る
開
放
系
の
術
語
で
あ
る
。Luc T

rem
blay, Section 7 of the Charter: Substantive D

ue Process? 18 U
.B.C. L. R

EV. 201, 234

（1984

）.



二
一
四

（
102
）Lorraine Eisenstat W

einrib, T
he Body and the Body Politics: A

ssisted Suicide under the Canadian Charter of R
ights and Freedom

s, 39 
M

CG
ILL L.J. 618

（1994

）.　

憲
章
の
解
釈
を
議
会
に
丸
投
げ
し
て
し
ま
い
、
わ
が
文
化
の
本
質
的
な
実
体
的
価
値
を
精
錬
さ
せ
る
機
会
を
逸
し
た
と
非
難
す
る
。Id. 

at 642.
（
103
）Id. at 642.　

多
数
意
見
は
自
殺
の
一
般
的
禁
止
の
法
伝
統
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
一
方
で
、
致
死
の
病
な
ど
個
別
的
な
情
況
で
刑
事
罰
な
ど
の
一
般
的
禁
止
を
緩
和

さ
せ
る
長
期
の
伝
統
に
同
じ
よ
う
に
は
目
配
り
し
な
か
っ
た
と
す
る
。Id. at 640.

（
104
）Patrik S. Florencio and Robert H

. K
eller, E

nd–of–Life D
ecision M

aking: R
ethinking the Principles of Fundam

ental Justice in the Context of 
E

m
erging E

m
pirical D

ata, 7 H
EA

LT
H L.J. 233, at paras 34

─37

（1999

）.　

社
会
的
合
意
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
だ
と
す
る
と
、
七
条
を
援
用
す
る
の
は
社
会
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
厳
し
く
な
る
と
す
る
。Id. 

（
105
）L.H

. T
RIBE, A

M
ERICA

N C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W
 1370

（2nd ed. 1988

）.

（
106
）H

O
GG, supra note 18 at 934.

（
107
）
稲
葉
実
香
「
生
命
の
不
可
侵
と
自
己
決
定
権
の
狭
間
（
二
・
完
）」
法
学
論
叢
一
五
八
巻
二
号
八
一
頁
、
二
〇
〇
五
年
。

（
108
）R. v. M

alm
o–Levine,

［2003
］3 S.C.R. 571, at para 113.

（
109
）
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
自
由
論
』
の
「
権
力
が
文
明
化
さ
れ
た
共
同
体
の
い
か
な
る
メ
ン
バ
ー
に
も
、
そ
の
意
に
反
し
て
行
使
が
正
当
化
さ
れ
う
る
た
っ
た
一
つ
の
目

的
は
、
他
者
に
対
す
る
害
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
」
と
の
一
節
を
引
用
し
て
、
そ
れ
が
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
道
徳
的
加
害
（m

oral 
harm

）
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
、
こ
の
他
者
に
弱
者
集
団
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。Id. at paras 106

─109.　

わ
が
国
で
は
こ
の
点
、
法
原
理
に
ま
で

高
め
ら
れ
て
い
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
一
三
一
頁
。

（
110
）
な
ぜ
こ
れ
が
判
事
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
の
テ
ス
ト
と
想
定
さ
れ
る
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
し
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
真
剣
に
受
け
取
ら
れ
ず
、
判
事

自
ら
が
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
と
っ
て
社
会
的
合
意
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。H

ogg, supra note 41 at para 12.

（
111
）R. v. Ruzic,

［2001

］1 S.C.R. 687 at para 44.

（
112
）Stanley Y

eo, Challenging M
oral Involuntariness as a Principle of Fundam

ental Justice, 28 Q
U

EEN
’S L.J. 335

（2002

）.

（
113
）
［1993

］3 S.C.R. 519 at 621

─22.

（
114
）Florencio and K

eller, supra note 104 at paras 62, 63.

（
115
）Carter v. Canada

（A
.G.

）, 2015 SCC 5.　

以
下
本
文
で
の
引
用
は
括
弧
で
パ
ラ
グ
ラ
フ
番
号
の
み
記
す
。

（
116
）
違
憲
判
決
で
あ
る
が
、
刑
法
二
四
一
条
ｂ
（
お
よ
び
同
一
四
条
）
の
無
効
に
は
一
二
カ
月
の
猶
予
を
認
め
た
。Id. at para 128.

（
117
）
［2013

］3 S.C.R. 1101, at paras 124

─129.

（
118
）
［1985

］2 S.C.R. 486, at 503.



二
一
五

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

（
119
）Id. at 513.

（
120
）H

O
GG, supra note 18 at 1079.

（
121
）J.M

. Evans, T
he Principles of Fundam

ental Justice: the Constitution and the Com
m

on Law
, 29 O

SGO
O

D
E H

A
LL L.J. 51, 56

（1991

）.　

最
高
裁
判

例
の
次
の
言
質
を
引
用
し
て
い
る
。「
重
要
な
こ
と
に
、
憲
章
の
規
定
は
そ
れ
ま
で
の
カ
ナ
ダ
の
経
験
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
過
去
に
囚
わ
れ
た
人
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
定
の
情
況
で
最
善
の
バ
ラ
ン
ス
を
探
ろ
う
と

し
続
け
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
経
験
が
出
発
点
に
な
る
の
だ
」。T

hom
pson N

ew
spaper Ltd. v. Canada,

［1990

］1 S.C.R. 425 at 539.

（
122
）Evans, supra note 121 at 60.

（
123
）T

rem
blay, supra note 101 at 202.

（
124
）M

acdonald, supra note 27 at 221

─224.

（
125
）Id. at 244.

（
126
）
法
務
省
高
官
の
次
の
言
明
を
紹
介
し
て
い
る
。「「
根
本
的
正
義
」
と
い
う
語
は
、
い
わ
ゆ
る
手
続
で
の
適
正
過
程
（procedural due process

）
と
同
じ
こ
と
を
カ

バ
ー
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
す
な
わ
ち
公
平
な
手
続
を
要
求
す
る
こ
と
に
適
正
な
プ
ロ
セ
ス
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
、
い
わ
ゆ
る
実
体
的
適
正
手
続
の
概
念
は
カ
バ
ー
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
の
政
策
に
実
体
的
な

要
件
を
課
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」。Id. n.65.

（
127
）
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
自
然
的
正
義
と
手
続
的
公
平
で
は
基
準
が
異
な
る
の
か
、
裁
判
の
作
用
に
だ
け
適
正
手
続
を
根
拠
に
審
査
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
発
展
し

て
い
る
論
争
（im

broglio

）
は
棚
上
げ
に
し
た
と
評
す
る
。Id. at 244.

（
128
）Froc, supra note 76 at 445.

（
129
）
「
最
高
裁
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
を
広
範
な
や
り
方
で
定
義
す
る
の
に
一
般
的
に
は
全
く
受
容
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
判
事
は
七
条
が
保
護
し
よ
う
と
し
た
生
命
と
か
自
由
の

射
程
を
定
義
す
る
と
き
、
彼
ら
が
二
条
ａ
や
二
条
ｂ
を
読
む
の
に
な
れ
た
演
繹
的
合
目
的
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
抱
く
の
は
渋
り
が
ち
と
な
る
」。D

A
V

ID B
EA

T
T

Y, 
C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N

A
L L

A
W

 IN
 T

H
EO

RY
 A

N
D P

RA
CT

ICE 79

（1995

）.

（
130
）K

linck, supra note 4 at 198.

（
131
）R. v. D

rybones,

［1970

］S.C.R. 282.　
権
利
章
典
二
条
は
、
権
利
章
典
で
宣
言
さ
れ
認
め
ら
れ
た
人
権
を
逸
脱
し
た
り
侵
害
し
た
り
す
る
と
解
さ
れ
て
適
用
さ
れ
る

カ
ナ
ダ
法
は
無
効
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
図
し
た
と
判
示
し
た
。Id. at 294.

（
132
）Bruce Chapm

an, Crim
inal Law

 Liability and Fundam
ental Justice: T

ow
ard a T

heory of Substantive Judicial R
eview

, 44 U
. T

O
RO

N
T

O F
A

C. L. 
R

EV. 153, 156

（1986

）.　

チ
ャ
プ
マ
ン
は
、
な
る
ほ
ど
制
憲
者
は
、
裁
判
所
が
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
の
よ
う
に
実
体
的
審
査
を
な
す
よ
う
に
解
釈
す
るdue process

の
文
言
を
避
け
て
Ｐ
Ｆ
Ｊ
と
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
所
は
制
憲
者
意
思
に
直
接
訴
え
る
こ
と
な
く
憲
法
を
解
釈
す
る
伝
統
を
継
続
さ
せ
る
べ
き
と
の
制
憲
者
の



二
一
六

考
え
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
七
条
に
関
し
て
も
そ
の
制
憲
者
意
思
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
裁
判
所
が
こ
れ
に
依
拠
す
べ
き
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
ズ
ム
を
否
定
す
る
。Id. at 158.

（
133
）Id. at 156.

（
134
）
外
国
人
犯
罪
者
引
き
渡
し
の
ケ
ー
ス
で
こ
れ
が
み
ら
れ
、
七
条
の
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
権
利
と
し
て
適
用
さ
れ
て
い
る
。H

O
GG, supra note 18 at 1081

─82.

（
135
）Id. at 1078.　

ア
メ
リ
カ
の
実
体
的
適
正
手
続
を
認
め
たLochner v. N

.Y

を
モ
デ
ル
と
す
る
が
、
八
条
か
ら
一
四
条
の
権
利
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
判
例
（
労
働
時

間
が
問
題
と
さ
れ
刑
事
手
続
で
は
な
い
）
と
は
異
な
る
し
、
七
条
と
八
─
一
四
条
を
解
釈
目
的
で
リ
ン
ク
さ
せ
る
の
は
説
得
力
を
欠
く
と
す
る
。Id. 

（
136
）R. v. H

ebert,
［1990

］2 S.C.R. 151, 163

（M
cLachlin, J., delivering

）.　
「
憲
章
が
保
障
し
た
基
本
権
は
、
一
九
八
二
年
に
そ
う
で
あ
っ
た
ま
ま
の
法
に
永
遠
に

拘
束
さ
れ
る
よ
う
配
し
た
と
想
定
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
」
と
す
る
。Id. 

（
137
）Id. at 162

─164.　

こ
れ
ら
二
つ
の
コ
モ
ン
ロ
ー
・
ル
ー
ル
の
共
通
点
は
、「
官
憲
に
対
す
る
供
述
を
な
す
、
あ
る
い
は
黙
秘
を
続
け
る
か
を
選
択
す
る
権
利
は
、
司

法
過
程
の
統
合
と
評
価
の
関
心
に
つ
な
が
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
コ
モ
ン
ロ
ー
・
ル
ー
ル
よ
り
も
広
げ
ら
れ
る
と
す
る
。Id. at 175.

（
138
）H

asan

は
半
影
の
典
型
だ
と
す
る
。H

asan, supra note 59 at para 31.　

彼
自
身
、
歴
史
的
原
理
と
派
生
的
原
理
の
区
別
は
困
難
だ
と
し
て
お
り
、
む
し
ろ
相
互

補
完
的
だ
と
い
う
。Id. at paras 26, 42.

（
139
）
［1990

］2 S.C.R. 151, 163.

（
140
）Id. at 191.

（
141
）
「
憲
章
は
最
高
裁
の
手
中
に
あ
っ
て
、
刑
事
法
改
革
の
強
力
な
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
改
革
が
急
激
だ
と
疑
う
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
憲
章
が

実
体
刑
法
と
刑
事
手
続
と
刑
事
証
拠
の
領
域
に
相
当
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
」。K

linck, supra note 4 at 191. See also, 
Siegel, supra note 16 at 26.　

い
わ
く
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
、「
カ
ナ
ダ
の
刑
事
司
法
制
度
に
深
遠
な
（profound

）
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
憲
章
制
定
者
が
、
Ｐ
Ｆ

Ｊ
が
も
た
ら
す
の
を
懸
念
し
た
特
別
な
効
果
で
は
な
く
、
南
の
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
事
件
で
の
適
正
手
続
の
憲
法
判
例
の
歴
史
を
み
る
こ
と
で
、
こ
の
展
開
を
示
唆
し
た

に
違
い
な
い
効
果
な
の
で
あ
る
」。

（
142
）Id. at 8.

（
143
）Id. at 9

─10　

さ
ら
に
カ
ナ
ダ
は
憲
章
を
目
的
と
し
た
解
釈
（purposive
）
を
と
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
拡
大
的
と
な
る
。Id. at 14

─15.　

合
目
的
的
解
釈

（purposive

）
は
、
憲
章
が
規
定
す
る
権
利
と
自
由
の
享
受
を
合
理
的
な
範
囲
内
で
保
障
し
保
護
す
る
た
め
に
、
憲
章
の
目
的
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。Id. at 15.

（
144
）Evans, supra note 121 at 57.

（
145
）M

acdonald, supra note 27 at 235.

（
146
）Id. at 237.

（
147
）Id. at 239

─240.



二
一
七

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

（
148
）Singh v. M

inister of Em
ploym

ent and Im
m

igration,

［1985

］1 S.C.R. 177.　

以
下
、
本
文
で
は
引
用
頁
を
括
弧
内
に
示
す
。

（
149
）Id. at 229.　
「
Ｐ
Ｆ
Ｊ
が
全
て
の
事
件
にoral hearing

（
口
頭
意
見
陳
述
）
を
課
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
し
て
、
以
下
の
判
例
文
を
引
用
す
る
。「
自
然

的
正
義
の
要
請
は
事
件
の
情
況
、
調
査
の
性
格
、
審
判
所
が
活
動
す
る
ル
ー
ル
、
扱
わ
れ
て
い
る
主
題
な
ど
そ
う
い
っ
た
も
の
に
依
拠
す
る
も
の
な
の
だ
」。Russell v. 

D
uke of N

orfork, ［1949

］1 A
ll. E.R. 109

（C.A
.

）118.

（
150
）
［1985
］1 S.C.R. 177, 179.

（
151
）Chiarelli v. Canada,

［1992

］1 S.C.R. 711

（Sopinka, J.

）.　
「
初
日
の
聴
聞
は
秘
密
に
行
わ
れ
、
本
人
は
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
サ
マ
リ
ー
を
提
供
さ
れ
る
。
思
う

に
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
は
自
ら
に
対
す
る
訴
え
の
実
質
を
知
る
の
に
十
分
な
情
報
を
本
人
に
与
え
、
応
答
す
る
の
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
文
脈
で
根
本
的
正

義
に
符
合
す
る
に
は
、
本
人
が
、
当
該
情
報
を
入
手
す
る
の
に
使
わ
れ
た
警
察
源
や
公
安
調
査
捜
査
技
術
の
詳
細
も
ま
た
、
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」。

（
152
）
Ａ
Ｔ
Ａ
の
内
容
や
背
景
、
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
富
井
幸
雄
『
憲
法
と
緊
急
事
態
法
制　

カ
ナ
ダ
の
緊
急
権
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
第
Ⅴ
章
、
参
照
。

な
お
、
同
「
反
テ
ロ
法
」
カ
ナ
ダ
研
究
年
報
二
五
号
四
九
頁
、
二
〇
〇
五
年
、
同
「
反
テ
ロ
法
」
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
編
『
史
料
が
語
る
カ
ナ
ダ
（
新
版
）』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
八
年
）
一
一
六
頁
、
参
照
。

（
153
）Suresh v. Canada,

［2002

］1 S.C.R. 3, para 78.　

な
お
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
安
全
保
障
の
概
念
の
不
明
確
性
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
富
井
、
前
掲（
152
）書
、

一
九
九
─
二
〇
三
頁
。

（
154
）
七
条
で
保
護
さ
れ
た
利
益
に
影
響
す
る
裁
量
権
は
、
そ
う
し
た
利
益
に
関
心
を
払
っ
て
行
使
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
か
つ
通
常
の
行
政
法
の
土
壌
で
司
法
審
査
さ
れ

る
。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 29.　

な
お
、
戦
時
の
よ
う
な
緊
急
事
態
で
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
定
義
さ
れ
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。K
ent Roach, T

he R
ole and Capacities of Courts and Legislatures in R

eview
ing Canada’s A

nti–T
errorism

 A
ct, 24 

W
IN

D
SO

R R
EV. L

EGA
L &

 S
O

C. 5, 43

─44

（2008

）.

（
155
）
［2002

］1 S.C.R. 3, at para 115.

（
156
）Charkaoui v. Canada

（M
inister of Citizenship and Im

m
igration and M

inister of Public Safety and Em
ergency Preparedness

）,［2007

］1 S.C.R. 
350.　

以
下
、
本
文
で
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
番
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

（
157
）Benjam
in L. Berger, O

ur E
volving Judicature: Security Certificates, D

etention R
eview

, and the Federal Court, 39 U
.B.C. L. R

EV. 101

（2006

）.

（
158
）Id. at 120

─121, 135.

（
159
）M

ark Carter, Fundam
ental Justice in Section 7 of the Charter: A

 H
um

an R
ights Interpretation, 52 U

.N
.B. L.J. 243, 252

（2003

）.　

カ
ー
タ
ー
自

身
は
、
憲
章
の
目
的
が
す
べ
て
の
個
人
の
平
等
価
値
と
尊
厳
を
尊
重
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
正
義
の
概
念
は
普
遍
的
な
人
権
理
論
に
符
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
論
じ
て
い
る
。Id. at 257

─8.　

も
っ
と
も
そ
れ
自
体
、
法
的
に
明
確
な
具
体
的
概
念
と
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
160
）V

anessa A
. M

acD
onnell, T

he Protective Function and Section 7 of the Canadian Charter of R
ights and Freedom

s, 17 R
EV. C

O
N

ST. S
T

U
D. 53, 



二
一
八

55

─56

（2012

）.　

こ
れ
ま
で
判
例
は
、「
七
条
は
「
根
本
的
な
生
命
の
選
択
」（
あ
る
い
は
身
体
保
全
（bodily integrity

））
が
関
係
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
国
家
の
保
護

機
能
を
行
使
す
る
の
を
国
家
に
要
求
す
る
の
み
で
あ
る
」。Id. at 70.　

な
お
保
護
機
能
の
な
ん
た
る
か
は
、Grim

m

判
事
の
以
下
の
言
に
依
拠
し
て
い
る
。「
法
が
合

憲
か
違
憲
か
を
判
断
す
る
段
に
な
っ
た
時
、
基
本
権
を
保
護
す
る
義
務
と
尊
重
す
る
義
務
に
は
さ
ほ
ど
違
い
は
な
い
。
法
た
る
も
の
お
よ
そ
は
基
本
権
の
制
限
を
含
み
、

そ
の
正
当
化
に
は
ほ
と
ん
ど
常
に
、
別
の
基
本
権
も
し
く
は
憲
法
上
認
め
ら
れ
た
価
値
を
保
護
す
る
以
上
、
立
法
府
の
仕
事
は
競
合
す
る
価
値
を
調
和
さ
せ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
で
き
る
だ
け
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」。Id. at 57.

（
161
）M

argot Y
oung, Section 7 and the Politics of Social Justice, 38 U

.B.C. L. R
EV. 539, 539

─40

（2005

）.

（
162
）Gosselin v. Q

uebec

（A
.G.

）,［2002

］4 S.C.R. 429.

（
163
）
侵
害
さ
れ
た
利
益
が
充
分
に
重
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
こ
れ
が
七
条
の
権
利
を
制
約
す
る
第
二
の
要
素
だ
と
整
理
し
て
い
る
。Bryden, supra note 44 at 

523.

（
164
）
［2002

］4 S.C.R. 429, at paras 79

─81.　

い
わ
く
、「
司
法
の
運
営
の
意
味
と
よ
り
広
範
な
七
条
の
意
味
は
、
漸
増
的
に
（increm

entally

）
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
、で
あ
る
が
ゆ
え
に
、予
見
さ
れ
な
い
論
点
が
考
慮
の
た
め
に
提
起
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
司
法
の
運
営
が
含
意
さ
れ
て
い
る
か
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
そ
う
で
は
な
く
て
、
本
件
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
裁
判
所
は
七
条
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
で
あ
る
。
…
七
条
は
Ｐ
Ｆ
Ｊ
に
従
っ
て
い
る
場
合
を
除

い
て
、
生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全
を
奪
わ
れ
な
い
権
利
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
い
か
な
る
判
例
も
、
七
条
は
各
人
が
生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全
を

享
受
す
る
の
を
確
保
す
る
よ
う
に
、
州
に
実
体
的
義
務
を
課
し
た
と
は
示
唆
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
七
条
は
、
こ
れ
ら
を
人
民
か
ら
剝
奪
す
る
州
の
能
力
を
制
限
す

る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
剝
奪
は
本
件
に
は
な
い
」。

（
165
）Id. at paras 213, 216

（Bastrache, J., dissenting
）.　

 

バ
ス
ト
ラ
シ
ュ
は
七
条
を
満
た
し
て
い
な
い
と
す
る
点
で
法
廷
意
見
に
同
調
し
て
い
る
。

（
166
）Chaoulli v. Q

uebec

（A
.G.

）,［2005

］1 S.C.R. 791.

（
167
）Id. at para 153

（M
cLachlin, Chief J., M

ajor and Bastrache, JJ.

）.　

ロ
ド
リ
ゲ
ズ
に
依
拠
し
、
恣
意
性
（arbitrary

）
の
判
断
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
に
立
法
目
的

と
制
限
が
理
論
的
に
関
連
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
事
実
に
基
づ
く
現
実
の
牽
連
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
立
証
は
申
立
人
に
あ
り
、
そ
う
し
た
牽
連
関
係
が

な
け
れ
ば
明
ら
か
に
公
平
で
な
く
な
る
。Id. at para 131.

（
168
）H

ogg, at 47

─60. See also, Bryden, supra note 44 at 526.

（
169
）
こ
の
チ
ャ
ウ
ィ
判
決
は
、
一
般
に
社
会
保
障
政
策
領
域
で
は
広
汎
な
立
法
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
裁
判
所
は
謙
抑
的
態
度
を
と
る
と
こ
ろ
、
そ
う
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
驚
き
と
も
い
え
る
。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 141.　

S

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

tew
art

は
、
こ
の
判
決
は
、
恣
意
性
の
判
断
に
は
立
法
の
合
理
性
を
裁
判
所
が
深
く
審
査
で

き
る
権
限
が
あ
る
と
認
め
た
こ
と
が
重
要
だ
と
す
る
。Id. at 142.

（
170
）
こ
の
文
言
が
ア
メ
リ
カ
のdue process

と
同
じ
意
味
で
考
え
ら
れ
た
の
で
も
、
違
う
意
味
で
考
え
ら
れ
た
の
で
も
な
い
と
い
う
。
高
柳
賢
三
・
大
友
一
郎
・
田
中

英
夫
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程　

Ⅱ
解
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
八
五
─
八
六
頁
。



二
一
九

カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
（
富
井
）

（
171
）
規
定
の
位
置
づ
け
は
法
解
釈
で
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
三
一
条
が
刑
事
に
限
定
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
三
一
条
か
ら
四
〇
条
ま
で
の
人
身
の
自
由
と

か
刑
事
司
法
の
憲
法
原
理
の
体
系
の
中
に
あ
る
こ
と
は
決
め
手
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
三
二
条
が
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
し
て
刑
事
司
法
に
限
る
の
で
は
な
い
か
ら
、

刑
事
司
法
の
原
理
は
三
三
条
以
下
で
あ
り
、
三
一
条
は
こ
れ
と
分
離
さ
れ
て
一
般
規
定
と
読
む
べ
き
と
の
主
張
も
あ
る
。
南
野
森
「
行
政
手
続
と
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
」

憲
法
の
争
点
（
第
三
版
）
八
九
頁
、
二
〇
〇
八
年
、
参
照
。
た
だ
法
解
釈
は
文
言
も
重
要
で
、
文
言
は
明
ら
か
に
刑
罰
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
り
に
一
般
規

定
と
し
て
も
刑
事
手
続
に
限
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
172
）W

. W
elsey Pue and Robert Russo, T

he Problem
 of O

ffi
cial D

iscretion in A
nti–T

errorism
 Law

: A
 Com

m
ent on R

. v. K
haw

aja, 24 W
IN

D
SO

R 
R

EV. L
EGA

L &
 S

O
C. ISSU

ES 57, 65

（2008

）.

（
173
）
ダ
イ
シ
ー
の
『
憲
法
研
究
入
門
』
の
次
の
一
節
が
引
か
れ
る
。Id. at 64.

「
な
ん
ぴ
と
も
国
の
通
常
裁
判
所
の
前
で
の
通
常
の
法
的
方
法
で
確
立
さ
れ
た
法
の
特
別

な
違
反
を
除
い
て
は
、
身
体
あ
る
い
は
財
産
に
法
に
よ
っ
て
侵
害
を
受
け
た
り
あ
る
い
は
罰
則
を
加
え
ら
れ
た
り
さ
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
法
の
支
配
は
、
政
府
の
全

制
度
が
広
汎
、
恣
意
的
、
裁
量
的
な
拘
束
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
」。

（
174
）Id. at 65.

（
175
）Canada v. Pharm

aceutical Society
（N

ova Scotia

）,［1992

］2 S.C.R. 606.

（
176
）Id. at 634

─635.

（
177
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 18

─19.

（
178
）
最
大
判
昭
和
三
七
年
一
一
月
二
八
日
、
刑
集
一
六
巻
一
一
号
一
五
九
三
頁
。

（
179
）H

asan, supra note 59 at para 73.　

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
次
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。「
問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
の
剝
奪
が
国
家
の
利
益
に
資
す
る
の
に
、
全
く

も
し
く
は
そ
れ
ほ
ど
関
係
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
根
本
的
正
義
の
違
反
は
、
個
人
の
権
利
が
有
効
な
目
的
で
な
い
も
の
の
た
め
に
剝
奪
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
は
っ

き
り
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
制
定
法
の
規
定
が
根
本
的
正
義
に
反
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
前
に
、
そ
の
規
定
と
国
家
利
益
の
関
係
が
考
察

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。「
法
規
定
が
制
定
法
の
背
後
に
あ
る
目
的
に
符
合
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
関
係
を
持
た
な
い
」
…
…
の
だ
か
ら
、
法
規
定
が

反
映
す
る
国
家
利
益
や
社
会
的
利
益
を
考
察
す
る
こ
と
な
し
に
、
特
定
の
制
限
が
恣
意
的
だ
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。

（
180
）Chaoulli v. Q

uebec,

［2005

］1 S.C.R. 791, at para 232.

（
181
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 143.

（
182
）Id. at 146.

（
183
）R. v. H

eyw
ood,

［1994

］3 S.C.R. 761.

（
184
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 135.

（
185
）R. v. M

alm
o–Levine,

［2003

］3 S.C.R. 571. 　

マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
う
こ
と
がM

alm
o

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
中
心
で
あ
る
の
は
認
め
る
も
、
憲
章
の
自
由
で
保



二
二
〇

護
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
う
（sm

oke pot

）
こ
と
自
体
は
憲
法
上
の
権
利
と
は
な
ら
な
い
」。Id. at 623

─624.
（
186
）
「
七
条
で
の
著
し
い
反
比
例
性
の
原
理
は
一
二
条
の
要
件
よ
り
広
汎
で
、
有
罪
に
と
も
な
う
刑
罰
の
衡
量
に
限
定
さ
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
条
で
の
基
準
は

一
二
条
下
と
同
様
、
依
然
、
粗
大
な
反
比
例
性
の
一
つ
な
の
で
あ
る
」。Id. at para 169.

（
187
）
［2002

］1 S.C.R. 3 at para 47.

（
188
）H

asan, supra note 59 at para 73.

（
189
）H

ogg, supra note 41 at para 20.

（
190
）M

acD
onnell, supra note 160 at 71

─72.

（
191
）Id.　

最
高
裁
は
一
条
と
七
条
の
比
例
性
の
テ
ス
ト
の
性
質
の
違
い
を
明
確
に
し
て
い
な
い
と
し
、
七
条
で
の
比
例
性
の
テ
ス
ト
が
主
流
に
な
っ
た
結
果
、
一
条
で
の

さ
ら
な
る
審
査
は
大
し
た
役
割
を
と
も
な
っ
て
い
な
い
と
す
る
。Id. 

（
192
）
「
七
条
の
自
由
生
命
身
体
の
安
全
の
権
利
の
制
限
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
で
実
効
た
ら
し
め
ら
れ
る
の
な
ら
、
そ
の
制
限
は
一
条
で
支
持
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の

も
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
違
反
で
課
せ
ら
れ
た
七
条
の
権
利
の
制
限
は
、「
自
由
で
民
主
的
な
社
会
で
実
証
的
に
正
当
化
さ
れ
る
」
か
、
も
し
く
は
「
合
理
的
」
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら

か
で
あ
り
う
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
だ
」。［1985

］2 S.C.R. 486 at 523.

（
193
）
も
っ
と
も
、
七
条
違
反
と
さ
れ
た
も
の
が
一
条
の
審
査
を
ク
リ
ア
ー
し
て
合
憲
と
さ
れ
た
最
高
裁
判
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 289.　

七
条
違
反
を
一
条
で
正
当
化
す
る
の
が
困
難
な
わ
け
を
ラ
マ
ー
首
席
判
事
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
第
一
に
、
七
条
で
保
護
さ
れ
る
権
利
─
生
命
、
自
由
、
身
体
の
安
全

─
は
き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
り
、
通
常
は
競
合
す
る
社
会
的
利
益
に
よ
っ
て
凌
駕
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
第
二
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｊ
侵
害
、
と
り
わ
け
公
正
な
聴
聞
の
権
利
の

侵
害
が
自
由
で
民
主
的
な
社
会
で
実
証
的
に
正
当
化
さ
れ
る
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
と
し
て
是
認
さ
れ
る
の
は
ご
く
ま
れ
な
の
だ
」。Id. at 290, 290 n.13.

（
194
）R. v. O

akes,

［1986

］1 S.C.R. 103, at 136.

（
195
）
「
最
高
裁
は
、
あ
ら
ゆ
る
情
況
に
一
義
的
な
や
り
方
で
適
用
さ
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｊ
の
確
固
た
る
定
義
を
確
立
す
る
の
に
は
、
さ
ほ
ど
関
心
を
持
た
な
く
な
っ
た
」。Bryden, 

supra note 44 at 531.

（
196
）H

asan, supra note 59 at para 1. Blencoe v. B.C.,

［2000

］2 S.C.R. 307, at para 188 

（Bastrache J.

）.　

い
わ
く
、「
七
条
は
憲
章
の
基
本
価
値
の
い
く
つ

か
を
表
し
て
い
る
の
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
章
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
カ
ナ
ダ
法
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
、
七
条
の
よ
う
な
柔
軟
か
つ
複
雑
な
条
文
に
落
ち
込

ん
で
い
く
の
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
確
か
に
真
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
性
は
カ
ナ
ダ
法
に
お
け
る
実
体
お
よ
び
手
続
の
保
障
の
定
義
に
あ
る
の
で
、

法
の
こ
の
部
分
を
凍
結
さ
せ
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
七
条
の
完
全
な
射
程
を
詳
細
に
予
見
し
評
価
す
る
の
は
、
未
だ
困
難
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
憲
章
七
条
の
解
釈
と

変
転
に
あ
る
程
度
の
柔
軟
さ
を
確
保
さ
せ
る
必
要
に
活
目
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
れ
は
、
Ｂ
Ｃ
州
閣
僚
が
セ
ク
ハ
ラ
の
か
ど
で
州
首
相
か
ら
罷
免
さ
れ
、
さ

ら
に
女
性
か
ら
州
人
権
委
員
会
に
告
発
さ
れ
た
事
件
で
、
マ
ス
コ
ミ
等
世
間
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
自
分
や
家
族
に
偏
見
や
妨
害
が
増
え
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
委
員
会
は
不
当
に
審
議
を
遅
ら
せ
た
こ
と
が
七
条
に
反
す
る
と
最
高
裁
は
判
断
し
た
。
本
稿
一
六
三
─
四
頁
、
参
照
。
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（
197
）D

A
PH

N
E A

. D
U

K
ELO

W
, T

H
E D

ICT
IO

N
A

RY O
F C

A
N

A
D

IA
N L

A
W

 518

（3rd ed. 2004

）.　

本
稿
一
五
四
頁
。

（
198
）Colvin, supra note 11 at 585.　

こ
れ
を
法
的
権
利
と
し
て
実
定
憲
法
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
法
的
用
語
と
し
て
使
用
で
き
、
そ
う
し
た
仕
組
み
の
質
を
保
障

し
て
い
る
の
で
あ
る
。Id. 

（
199
）S

T
EW

A
RT, supra note 10 at 308.　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
自
身
は
こ
う
し
た
懸
念
は
不
要
と
し
、
七
条
の
積
極
的
な
意
義
を
評
価
す
る
。「
七
条
は
、
国
家
権
力
の
行
使

が
、
民
主
的
機
関
を
通
し
て
の
立
法
者
の
能
力
に
不
当
に
介
入
す
る
こ
と
な
し
に
、
法
の
主
体
と
し
て
の
個
人
の
能
力
に
お
い
て
正
当
で
あ
る
の
を
要
求
す
る
自
由
民

主
主
義
的
な
企
て
を
志
向
す
る
」。Id. at 313.　

同
条
は
立
法
過
程
に
七
条
で
保
護
さ
れ
た
根
本
規
範
へ
の
尊
重
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。Id. at 311

─312.

（
200
）H

ogg, supra note 41 at paras 26

─29.

（
首
都
大
学
東
京
法
科
大
学
院
教
授
・
本
学
法
学
部
兼
任
講
師
）


